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序 文

本書は、平成16年度に大分市教育委員会が実施しました埋蔵文化財発掘

調査の概要を収録したものです。

本年度は平成17年 1月1日の野津原町・佐買関町との合併により新たな

大分市が誕生するという、記念すべき年となりました。新たな体制のもと

で、これからも「心かよい 緑あふれる耀動都市」の実現に向け、まちづ

くりを推進していく所存です。文化財保護行政におきましても、両町の指

定文化財が新たに加わり、改めて大分市指定文化財として登録を行う等合

併に伴って対象とする文化財が増加することになりました。

そのような中、城原里遺跡などの調究が前年度に引き続き行なわれ、ま

た新たに丹生川坂ノ市条里辿跡の調イtが開始されました。このように新た

に発見される文化財を広く市民の皆様に知っていただくため、海部古瑣骰

料館にて「タイムトラベラー2004 みて・きいて•かんじる大分の歴史」

を開催し、横尾辿跡で出土した約7500年前の加工部材などを展示いたしま

した。また、 9月から10月にかけて1片liitした大友氏遺跡関連フェスタにお

きましては、大分市美術館・大分市し駐史資料館と連携して史跡探訪などの

行事を行い、好評を博しました。今後もこうした普及活動に取り組んでい

きたい、と考えております。

さて、平成13年度に大友氏館跡が国史跡指定となり、その後の調査によ

って大友氏館の変遷や中世大友府内町の構造が確実に解明されつつありま

す。この成果からわが国有数の中世都市遺跡として高く評価され、昨年1虻

は大友氏の菩提寺である万寿寺跡も国指定史跡に追加指定されました。ま

た、学識経験者、市民からなる「大友氏遺跡を活かしたまちづくり検討委

員会」も新たに設立されました。県都・大分市の顔として市民の皆様とと

もに、歴史を活かしたまちづくりの実現に努めていきたいと思います。

蚊後になりましたが、本：i卜が市民の皆様、関係各位に広く活）llされます

よう祈念いたしますとともに、本市文化財行政に対しましても一層のご理

解とご協力をお願いIIIし上げます。

平成17年12月28日

大分市教育委員会

教脊長秦 政博．
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例 言

1.本書は、大分市域において大分市教育委員会が平成16年4月1日から平成17

年3月31日の間に行った埋蔵文化財に関する事業内容についてまとめた年報

である。

2.平成16年度における調査地点は表2及び第3図に示している。

3.本書の執筆は、各調査担当者が分担して行い、文末に執箪者名を記している。

4. 第W序受領図害目録は、平成16年4月1日から平成17年3月31日の間に大分

市教育委員会に受贈された書籍等を掲載した。

5. 第W章受領図書目録の作成は、平野尚子・浜中美枝（大分市教育委員会文化

財課臨時職貝）、及び古川匠による。

6.辿構・迫物の実測及び図版の作成等については、次に記す大分市教育委員会

臨時職員の協力を得た。

秋吉早苗 小山田裕子 岡田美紀 吉村香織

溝部尚子 黒田きくみ 今村信子 佐倉めぐみ

佐田智子 佐藤花絵 小野千恵美 松場 泉

梢田高夫 西村 大 西田裕子 川筋智栄子

川原顕子 村上友美 竹中江里子 中山光歩

堤美智代 日野 広 稗田智美 平田美智子

牧かすい 本田理恵子 野地川賢二

7.本文中に掲載した現場写真は各担当者が撮影したものである。

8.本杏の絹染・校正は、古川及び各調査担当者が行った。

9.大友氏関連追跡の調査・名称については、その構成要索である町屋部分を

「中世大友府内町跡」とし、これに「大友氏館跡」を加えた迫跡総体を「中

世大友城下町跡」と呼称する。

（略記号： 「中世大友府内町跡」ー［町］、 「大友氏館跡」ー［館］）

また、本害に掲載される遺構番号は、以下の要領で理解される。

館 且澁凶9

迪跡名調査次数辿構種別遺構番号
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第1章 大分市教育委員会文化財課概要

1.沿

2. 組

革

昭和51年 4月1日
昭和59年6月28日

平成5年 4月1日
平成10年4月1日
平成12年 4月1日
平成13年 4月1日
織

大分市教育委員会社会教育課内に文化財係を設置

大分市教育委貝会社会教育課文化財係を大分市教育委員会社会教育課文化財室

に改組

大分市教育委員会文化振興課文化財室に改組

大分市教育委員会生涯学習課文化財室に改組

大分市教育委員会文化財課に改組

大分市教育委員会教育総務部文化財課に改組
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大分市教育委員会事務局組織規則（抜粋）

文化財課

(1) 文化財の調査、保存及び整備に関すること。

(2) 文化財保護思想の普及啓発に関すること。

(3) 文化財保護審識会に関すること。

(4) 歴史脊料館、海部古墳狩料館、毛利空桑記念館、池見家住宅その他文化財施設の管理に関すること。

3.大分市文化財保護審議会
大分市文化財保護審議会委貝（平成17年4月1日現在）

【氏名】 【勤務先・職名】 【担当】

北野 隆 熊本大学・教授（会此） 建造物

豊田寛三 大分大学・教授（副会長） 近 肌・

下村 矢日I 別府大学・教授 考古埋蔵

西別府元 El 広島大学文学部・助教授 古 代

鹿毛敏夫 新居浜工業高等専門学校・助教授 中 世

宗像健一 大分市美術館・顧問 美 術

吉 11] 稔 王子中学校・元校長 植 物

渡辺文雄 大分県立胚史博物館・副館長 工 芸

段」：：達雄 別府大学・教授 民 俗

渡部ひろ美 大分県立大分南高等学校・教諭 動 物

大分市文化財保護審議会条例 （平成11年12月15EI条例第42号）
（設置）

第1条 文化財保護法（昭和25年法律第214号）第190条第 1項の規定に甚づき、大分市教育委員会（以下「教育
委員会」という。）に大分市文化財保護審議会（以下「審議会」という。）を置く。（平17条例13·— 
部改正）

（組織）

第2条 審識会は、委員10人以内をもつて組織し、学識経験者のうちから教育委員会が委属する。
（任期）

第3条 委員の任期は、 2年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。
2 委員は、再任を妨げない。

（会長及び副会長）

第4条 審識会に会長及び副会長 1人を置き、委員の互選により選出する。
2 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。
3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。
（会識）

第5条 審議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、会長がその議長となる。
2 会議は、委員の過半数が出席しなければ、これを開くことができない。
3 会議の議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
4 会長は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことがで
きる。

（部会）

第6条 審議会に、教育委員会規則の定めるところにより、部会を骰くことができる。
（庶務）

第7条 審議会の庶務は、教育委員会事務局において処理する。
（委任）

第8条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長が定める。

附 lIll
（施行期日）

1 この条例は、平成12年4月1日から施行する。
（大分市文化財調査委員会条例の廃止）

2 大分市文化財調究委貝会条例（昭和51年大分市条例第4号）は、廃止する。
附則（平成17年条例第13号）
この条例は、平成17年4月1日から施行する。

．
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第II章平成16年度事業概要

1.開発事前審査事業

(1) 平成16(2004)年度の概要

表lは平成16年度における開発I|i請内容を示したものである。

平成16年度のIII請総而梢は657,327.98、総II:I硝件数88件を数える。

その内訳は、開発計両事前審究1|I請4件、開発行為事前協議申訥55（牛、 宅地造成工事事前協議巾請12件、土地

売買等の届出］3件、砕石法第33条の6に基づく？と見の聴取鈴2件、市街化調整区域における大規模開発について

1件、 納骨虚経営許可に関する事前審査顧い 1件である。また、本年度はl!f.l発行為事前審査II囁＇i、大規校土地取

引事前指将l十I面'iについて昨年炭に引き筋＇（き 1|l請件数が0件であった。

これを平成15年度のIII詰内谷と比較すると、総件数では約20％の減少がみられる。これは開発に直接結びつく

開発行為事前協議申訥、土地区圃整理事業事前協議III請が減少したことが主な原因と考えられる。

次に、数年来減少傾I｛リにあった111請而杭は、昨年、大規校土地取引や鉱業権1州連のIII訥により一時的に増加し

たが、本年皮は減少となった。植111地区は約1.8倍、大在地区は3.9倍の増加を見たものの、昨年鉱業権関連の申

請があった坂ノ市地区は約0.4％に減少しており、大分地区は約16%、鶴崎地区は6.5%、と軒並み減少している。

これは、組合施行の区画整理事業や、砕石法や鉱架権閲辿のl|I請而禾i'tが昨年と比べ大きく減少したためであるが、

これらは一過性のものと考えられる。

申請エリアに関しては、昨年坂ノ市地区(G)が全体の 7割を占め、他地区ではほぼ平均されていたが、本年殷

は植田地区(B)に 4 割が染中しており、大南地区（C）、大在地区(F)とつづく 。 また、鉱薬家権1具l 辿の I•II 訥が行わ

れなかった坂ノ市地区(G)では大きく減少した、特に実質的な開発申訥である開発事前協議等は大分市街地区の

他、ほぽ、平均しており、 これは、今後の大分市全域で発掘調査件数の増加の要因になると考えられる。

本年の特徴としては、前述のとおり申請面枡が激減したことがあげられる。前年比で10％以下に減少している。

ただし、これは昨年に比べ、鉱業権関辿で広大な而枯が減少されたためであり、来年炭以降このよう な状況をみ

せるとは考えられない。また、1}}.j発行為事前協談等の而栢は減少傾向であ り、小規校のI削発が今後どうiffi移して

くか注IIしたし‘o
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表1 開発事前審査件数一覧

趙区名 Aー大分市街池区 Bー植日地区 cー大南紺区 Dー用男趙区 E一籍崎栂区 Fー大在趙区 G一坂ノ市捲区 合計
（開発計画事繭審査車請l
件数 2 

゜ ゜ ゜
1 1 

゜
4 

面積 (rrl) 15.135.15 

゜ ゜ ゜
9.418.10 34,833.2 

゜
59,386.45 

（開発行為事前審査車請］

件数

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜゜面積（面）

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜゜［開発行為事前協議申請l
件数 l4 8 8 3 12 8 2 55 
面稲（面） 32.551.19 9,23120 17,883.10 6265.99 23,083.90 12.030.48 2,957.50 104,003.36 
［開発行為変更事前協議車請l
件数

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜゜面積（面）

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0.00 

［大規模土他取引靡前指導車請l
件数

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜゜面積 (m)

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜゜（宅地造威工事事前協議車請）

件数 3 4 2 l 2 

゜ ゜
12 

面積 (rrl) 7,026.01 l.790.31 l.073.09 994.91 1.711.72 

゜ ゜
12,596.04 

（都市計画法32条協議申請）
件穀

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜゜面積（日）

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0.00 

［土地児買等の届柑l
件敷 4 1 l 2 1 4 

゜
13 

面積 (rrl) 21.713.49 2,918.78 13,424 15,085.21 2,411.62 56,339.00 0 lll.892.10 

I墓地経営に関する事前審査）
件数

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜゜面積(rri)

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0.00 

［土地区画整理事業事前協議車請l
件致

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜゜面積（Irl)

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0.00 

［砕石法第33条の6に基づく意見の聴取等l
件敷

゜
1 l 

゜ ゜ ゜ ゜
2 

面積(ni)

゜
l58,5ll l ll,74l 

゜ ゜ ゜
0 270252.00 

I鉱業権の出願に関する協議）
件数

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜゜面積（nt)

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0.00 

（公共施設の設置計画等協議）

件教

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜゜面積（面）

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0.00 

（市街化調整区域における大規模開発について］

件数

゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

面積（nt)

゜
98.828.88 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
98,828.88 

（納骨堂経営許可事前審査願いについて）

件数

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜
1 

面積 (rrl)

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
369.15 

゜
369.15 

（捨．合itl
件数 23 15 12 6 16 14 2 88 

件数比 26% 14% 6% 7% 18% 16% 2% 100% 

面積（日） 76.425.84 '271.280.17 144.121.19 22.346.11 36.625.34 103,571.83 2,957.50 657,3'27.98 

面積比 l旅 41% 22% 3% 6% 16% 0.45% 100% 

．
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2.発掘調査事業

（旧石器時代）

本年度は旧石器時代の本格的な迫跡調在はなかった。他の辿跡からの石器などの出土品もほとんどない。

（縄文時代）

昨年度に引き続き横尾遺跡の確認調査を行っている。縄文時代の辿構は第93次調査区で確認された。縄文時代

前期前葉頃に比定される府からは、第87次調査区で検出された小規模貝塚の一部と、土坑を数基確認した。縄文

時代後期前葉頃から古代に比定される府からは土坑墓を2甚、竪穴状迫構2碁、土坑数基が発見された。土坑墓

の年代が不明確であるため、今後放射性炭素年代測定法による出土人骨の測定を予定している。

丹生川坂ノ市条里跡第3地点より、下黒野式（縄文時代晩期末～弥生時代早期）の埋甕が2碁出土し、埋甕の

下位には時期比定が困難であるが包含府の存在が確認されている。今後の調査によって、縄文時代の辿構が発見

される可能性がある。 （古川）

（弥生時代）

弥生時代の調査は市内2箇所で行われた。

宮苑井ノロ辿跡第2次調査では、中期初頭から終末にかけての竪穴建物跡・水田跡、甕棺墓（終末期のものが

1 基）が検出された。限られた範囲で生活•生産遺構が同時に検出できたことは、非常に有意義である。近年調

査された賀来西辿跡の調査とともに注目されるであろう。

丹生川坂ノ市条里跡では、後期後葉の溝跡（i術漑水路か） ・土坑などを検出した。溝跡は自然流路と接してお

り、その接点付近では、土器を一括廃梨している状況が検出された。これは祭祀行為である可能性が翡く、溝跡

が灌漑水路として機能した可能性があると想定される。今後も丹生川坂ノ市条里跡の調査は引き続き行われる予

定であり、当時代の生産•生活辿構の確認が期待される。 （五十川）

（古培時代）

宮苑井ノロ辿跡と玉沢地区条毘跡第9次調査において、水田追構と巣落跡が検出された。

宮苑井ノロ遺跡では、弥生時代終末期～古墳時代前期の水川迫構 1面と古瑣時代中期以降の水田遺構が1面検出

され、これらに伴うとiit定される竪穴住居群も合計15基検出されている。古墳時代中期以降の水田逍構について

は、畦畔上で土師器兜を埋納した追構が検出されており、逍構が、確実に当該期まで遡ることを示している。こ

のほか、集落部分においては弥生時代終末期から、古墳時代前期のファイヤーピットも12基検出された。

玉沢地区条里跡第9次調査では、七瀬川の破堤堆積物からなる微高地とそれの間に分布する低地とが調査され、

前者において古瑣時代前期の竪穴住居4碁が、後者の最―ドhサにおいて古墳時代前期に遡る可能性のある水田辿構

が検出された。水田辿構は、不明瞭ながら畦畔が残存していたが、埋納等、時期決定の鍵となる遺構は検出され

ていないため、詳細な時期は不明である。しかし、水田土屑中からは鼠返しが出土しており、当該期の巣落景観

を考える上で費重な賓料となった。

これらの発掘調査は、いずれも組合施工による民間主体の区画整理事業に伴うものであり、基本的に区画街路

等の道路や、道路下埋設物の場所のみを記録保存調査しているものである。従って、今後、店舗等の建設が行わ

れる際に、広大な面積の街区部分が調査対象となることが予想される。一方、調査対象地区の相当部分について

は弥生時代もしくは古墳時代以降連綿と水田として利用されていた地域であり、多数の水田面が検出されるため、

広大な面積で記録保存調査を実施した場合、調査期間・調査代用が膨大なものとなる傾向があった。こうした問

題をふまえ、今年度の玉沢地区条里跡における発掘調査では、事前に区画整理対象地区全域で実施した確認調究

結果に基づき、水田面と微高地がセットで検出できる箇所のみを本調査対象地区として設定し、水田のみの部分

については除外した。こうした、調査対象地区や調査方法の限定には問題もあろうが、今後一附広大な調査面積

が予想される店舗部分の調査においては、なおー屑現実的かつ継続可能な調査ガイドラインの設定が必要となろ
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う。 （高畠）

（古代）

古代に比定される辿跡の調査としては、平成15年度から継続的に実施されている城原・里辿跡の確認調査をは

じめ、上野遺跡群（上野廃寺跡第2次調．在）、横尾遺跡第92次調．在などが挙げられる。

城原・里追跡においては、建物配置の範囲確認を主li的として、建物配置の推定範囲における南西部の調査が

行われ、 7世紀後半頃～8世紀前後に比定される掘立柱建物群が確認されている。これらには、規格的に配ii化さ

れた倉躯群も含まれており、辿跡様相はさらに複雑化してきている。

上野辿跡群（上野廃寺跡第2次調査）においては、平成10年渡に確認された甚埴建物跡の東側隣接地の調査が行

われ、基壇の延長部と想定される版築状の積土辿構が確認されている。積土辿構の上位からは多くの瓦片が出土

しているものの、梢土辿構の大半に掘り返しが認められるため、礎石建物跡の延長部の確認はできていない。

この他の調査としては横尾遺跡からの出土辿物が特喰され、第92次調在においては閣害土器、第93次調在にお

いては風字硯など官術辿跡通有の遺物が相次いで出土している。 （塩地）

（中世）

主に、市内中心部、中枇大友城下町跡で当該期の辿構が確認されている。

大友氏館跡では、推定地北東部の調ff.(14 • 15次）をII乍年9虻からの継続として行ない、また、新たに庭園跡の

北側の調査(16次）を実施している。館14、15次調介さでは、 15・1し紀代の掘立柱建物跡、 16惟紀中薬～後葉の土器

l語棄遺構、 16世紀前葉に比定される南北溝が確認されている。館16次調査では、 151仕紀代のものと思われる掘立

柱建物及び礎石建物が検出されており、館12次調査区において発見されている建物との関連性が注Hされる。こ

れらの調査成果は、大友氏館跡が方二町に拡張する以前の有り様について重要な所見になると考えられる。町屋

域の調査では、推定第四南北街路沿い（市道拡幅事業に伴う）、推定称名寺、推定ノコギリ Iirr、中世府内町南端
部で行われている。町45次調査はキリシタン関連施設周辺部に該当するため、その成果に期待がもたれたが、 16

世紀代の柱穴群及び16枇紀末段階の井戸跡が見つかったのみで、上記施設の解明にまでは至らなかった。町44次

は、大友氏館跡の西側ラインを確定する 11的で調査を実施した。館に近接する部分では、遺構密度が閑散として

おり空閑地的様相を呈していたが、第1川南北街路沿いでは柱穴群が染中しており町屋的様相が看取された。しか

し、西側ラインを確定する重要部分については大規模な攪乱により追跡が破壊されており、発見できなかった。

町27次調査では、推定第四南北街路とされる道路状辿構が確認されている。現在の道路より東側の区画でみつか

っていることから、近世以降に移動した可能性が考えられる。町33-2次調ftは、中枇府内町の南端部の位骰に

あたる。幅員約4mの規模を有す溝状辿構が検出され、出土辿物から15世紀後半には埋没が1}fl始していると思わ

れる。また、 16世紀後半に該当する建物跡も見つかっていることから、絵図に描かれていない地点でも戦国期の

辿構が存在していることが判明した。 （佐藤）

（近世）

本年度の調査では、試掘調査で確認した府内城・城―ド町追跡の遺構群に巣約できる。調査地は旧I医師会館跡地

で、推定府内城北丸と考えられ地点であり、北丸を構成する石坦基底部及び堀跡が検出された。また大最の瓦片、

掏磁器片、漆器椀の完存品が出土している。現府内町一―rHの調査区では、近世府内城下町絵図に見られる小物

座町が所在していたと考えられる地点で、府内城城下の外郭施設である土晶据部及び桔底部と考える土層堆梢、

また大型辿構を確認しています。

以上のように、推定府内城の北丸の石坦甚底部と考えられる追構を確認できたことは大きな成果であり、米年

疫以降の本調査の成果が期待される。 （永松）

．
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1．大友氏館跡

2．中世大友府内町跡

3上野選跡群

4．大道選跡群

5玉沢地区条里跡

6．宮苑井ノロ遺跡

7．横尾遠跡

8丹生川坂ノ市条里跡

9．城原・里選跡

゜
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表2 大分市平成16年度発掘調査地ー黄

調査
遺跡名 所在地 調査担当者 調査面積 調査期間 種別

地点

1 大友氏館跡第14次調査 大分市顕徳町 中西武尚•森岡晃司 150rrl 
03.12.15~ 市内遺跡確
05.03.18 認調査

1 大友氏館跡第15次調査 大分市雛徳町 中西武尚•森岡晃司 70rrf 04.02.17~ 
市内遺跡確

05.03.18 認調査

1 大友氏館跡第16次調査 大分市雛徳町 中西武尚•森岡晃司 320rrf 04.05.17~ 
市内遺跡確

継続中 認調査

2 中世大友府内町跡第27次調査 大分市顕徳町 五十川雄也•松尾聡 280rrl 04.07.06~ 公共事業05.02.17 

2 中世大友府内町跡第25-5次調査 大分市六坊北町 佐藤道文・服部襄和 270trl 04.05.27~ 公共庫粟
04.06.29 

2 中世大友府内町跡第25-6次調査 大分市六坊北町 佐藤道文・服部真和 300nf 
04.06.03~ 

公共事業
05.12.17 

2 中世大友府内町跡第33-2次調査 大分市大字大分 佐藤道文・服部真和 450111 05.02.14~ 
市内遺跡確

05.03.29 認調査

2 中世大友府内町跡45次調査 大分市顕徳町 佐藤道文・服部真和 240rrl 
04.07.21~ 市内遺跡確
04.09.10 認調査

2 中泄大友府内町跡第47次調査 大分市錦町 佐藤道文・服部襄和 40rri 04.09.16~ 市内退跡確04.09.30 認調査

2 中世大友府内町跡第44次調査 大分市猟徳町 中西武尚•森岡晃司 l()()rrl 04.06.28~ 市内遺跡確
04.08.20 認調査

2 中世大友府内町跡44-2次調査 大分市猟徳町 中西武尚•森 I尚晃司 20rrl 
04.11.18~ 市内遺跡確
05.01.11 認調査

2 中世大友府内町跡第46次調査 大分市大字大分 中西武尚•森岡晃司 90rrl 
04.08.09~ 市内遺跡確
04.08.16 認調査

2 中世大友府内町跡第50次調査 大分市六坊北町 服部真和 2rri 05.02.08~ 
市内遺跡確

05.02.10 認調査

3 
上野遺跡群（上野廃寺第2次調

大分市上野丘 後藤典寺・森岡晃司他 92m 
05.03.28~ 

民間開発
査） 05.03.31 

4 大道遺跡群第7次調査 大分市東大道 高畠 豊・羽田野達郎 118nf 04.01.10~ 公共事業04.09.28 

4 大道遺跡群第8次調査 大分市東大道 高畠 豊・羽川野達郎 1170rrl 
04.11.01~ 

公共車業
05.02.28 

5 玉沢地区条里跡第9次調査 大分市大字市字大坪 裔畠豊 2,800rrl 04.11.08~ 公共事業
05.03.29 

6 宮苑井ノ日遺跡 大分市大字宮苑字井ノ日 荻幸二 719rri 05.01.10~ 民llll開発05.03.31 

7 横尾遺跡第98次調査 大分市大字横尾 塩地澗ー・術藤亮介 217rrl 05.03.14~ 公共車業05.03.28 

7 横尾遺跡第92次調査 大分市大字横尾字有田
塩地澗ー・古川 匠•山本哲

600111 
04.04.20~ 市内遺跡確

也・岩尾美保子・術藤亮介 04.06.30 認調査

7 横尾遺跡第93次調査 大分市大字横尾
古川 匠•山本哲也・術藤亮

620111 
04.07.01~ 市内遺跡確

介・岩尾美保子・大野瑠恵 05.03.31 認調査

7 横尾遺跡第94次調査 大分市大字横尾
古川 匠•山本哲也・衛藤亮

210rrl 
05.01.05~ 市内遺跡確

介・大野瑞恵 05.03.31 認調査

7 横尾遺跡第95次調査 大分市大字横尾 摩
川 匠•山本哲也・術藤亮 llOrrl 

05.01.26~ 市内遺跡確
・大野瑠恵 05.03.31 認調査

7 横尾遺跡第96次調査 大分市大字横尾
古川 匠•山本哲也・術藤犯

90m 
05.01.26~ 市内遺跡確

介・大野瑠恵 継続中 認調査

7 横尾遺跡第97次調査 大分市大字横尾
古JII 匠•山本哲也・術藤亮 290m 

05.01.31~ 市内遺跡確
介・大野瑠恵 05.03.31 認調査

8 丹生111坂ノ市条里跡（第1地点） 大分市大字丹川 五十川雄也・羽川野裕之 570rrl 
05.0121~ 公共事業
05.03.25 

8 丹生川坂ノ市条里跡（第2地点） 大分市大字丹川 五十川雄也・羽田野裕之 150rri 05.01.21~ 公共庫業05.0325 

8 丹生｝1|坂ノ市条里跡（第3地点） 大分市大字丹川 五十川雄也・羽lI1野裕之 450rri 05.01.21~ 公共事業05.03.25 

8 丹生川坂ノ市条里跡 大分市大字丹川 五十川雄也ほか 3500rrl 
04.04.12~ 公共事業
05.03.25 ， 城原・里遺跡第8次調査 大分市大字里 池邊千太郎・羽川野裕之 837.8rrl 
04.06.15~ 市内遺跡確
05.01.13 認調査

．
 

※調査地点の番号は第2図と対応する。
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表3 大分市平成16年度発掘調査地一覧

番号 種別 遺跡名 住所
調査面梢

調査期間 開発原因(rrl) 

1 確認（民間） 羽田辿跡 大分市大字羽田字久保 2m2 05.01.12 宅地造成

2 確認（公共） 延命寺辿跡 大分市大字丹川字野原・中尾 7.5Irl 04.11.01 公民館建設

3 確認（民間） 横塚遺跡l 大分市横塚 7rrf 04.06.04 鉄塔建設

4 確認（民間） 横塚遺跡2 大分市横塚 4.5面 04.11.26 梨合住宅建設

5 確認（民間） 下郡辿跡群 大分市大字下郡 20m 04.05.18 
ショウルーム新
槃

6 確認（民間） 下郡遺跡群 大分市下郡中央 7rri 04.07.22 事務所建設

7 確認（民間） 下郡辿跡群 大分市下郡中央 lOOrrl 04.10.14 病院建設

8 確認（民間） 下郡遺跡群 大分市下郡南 10m 05.02.23 マンション建設

， 確認（民間） 買来条里跡 大分市大字中尾字溝添 26rrl 04.06.30 養護学校建設

10 確認（民間） ft'来西辿跡
大分市買来土地区画整理A-6街

18rrl 04.08.27 共圃住宅建設
区

11 確認（民間） 葛木遺跡 大分市大字葛木字西上 45面 04.06.23 宅地造成

12 確認（民間） 玉沢地区条里跡 大分市大字下宗方櫛引 92rrl 04.09.09 病院建設

13 確認（民間） 韮沢地区条里跡 大分市大字市字石橋 5rrf 04.11.24 宅地造成

14 確認（民間） 玉沢地区条里跡 大分市大字市字堺ノ坪 10m 04.12.27 広告塔建設

15 確認（民間） 韮沢地lメ．条里跡 大分市大字玉沢字小野l1l 16.5rri 05.03.18 給湘所造成工事

16 確認（民間） 古国府辿跡 大分市大字永典字下芦原 4面 04.10.29 宅地造成

17 確認（立会） 古国府辿跡 大分市）（字古l困11/.fカモIII 5rrl 04.11.02 共同住宅建設

18 確認（民間） 古国府辿跡 大分市大字羽屋字柿 4rrl 04.11.09 店舗建設

19 確認（民間） 古国府追跡群 大分市大字古l国ll{f 21 rrf 04.04.15 染合住宅建設

20 確認（民間） 古国府辿跡群 大分市大字古I国11付字町l:::I 7rrf 04.06.09 果合住宅建設

21 確認（民間） 古国府辿跡群 大分市大字古l国ll(f字日吉田 89m 04.06.17 
スポーツジム建
設

22 確認（民間） 古国府辿跡群 大分市大字古国府字下堀 40rrf 04.08.05 その他開発

23 確認（民間） 古国府辿跡群 大分市大字羽屋字鋤崎 16rrf 04.09.02 荊院建設

24 確認（民間） 若宮八幡宮遺跡 大分市上野町 64面 04.06.01 マンション建設

25 確認（民間） 周知辿跡外 大分市角子原 6rrl 04.08.03 マンション建設

26 確認（民間） 庄ノJlii辿跡 大分市大字荏隈字庄ノ原 24rrl 04.04.16 染合住宅建設

27 確認（民間） 庄ノ原辿跡 大分ili大字三芳字庄原 4rrf 04.12.08 マンション建設

28 確認（民間） 庄ノ原辿跡 大分市大字荏隈字庄ノ原 8rrl 04.12.08 
グループホーム
建設

29 確認（公共） 上松岡辿跡 大分市大字松岡 57面 04.08.17 校舎増架

30 確認（民間） 上松岡辿跡 大分市大字松岡 26rrl 05.01.13 仮設ハウス増設

9 大分市埋蔵文化財調査年報



31 確認（民間） 上野辿跡群 大分市上野丘 30rrl 05.02.28 巣合住宅建設

32 確認（民間）
中世大友城下町

大分市六坊北町 12ni 04.07.28 共同住宅建設
跡

33 確認（民間）
中世大友城下町

大分市長浜町 5rrf 04.08.26 共同住宅建設
跡

34 確認（民間）
中世大友城下町

大分市金池町 12rrf 04.11.19 
モデルルーム建

跡 設

35 確認（公共）
中世大友城下町

大分市長浜町 ー（立会） 05.01.24 公民館建設
跡

36 確認（民間）
丹生川坂ノili条

大分市大字佐野字宮ノ下 20rrf 04.04.26 染合住宅建設
里跡

37 確認（民間） 猪野辿跡 大分市大字猪野字木ノ下 27rrf 04.04.20 造成工事

38 確認（民間） 猪野辿跡 大分市大字猪野字l1_9太郎塚 3rrf 05.01.14 宅地造成

39 確認（民間） 鶴崎町遺跡群 大分市南鶴崎 22rrf 04.08.24 マンション建設

40 確認（公共） 東田室遺跡 大分市南春l1町 97rrl 04.07.06 展内運動場改築

41 確認（民間） 東田室辿跡 大分市南春H町 ー（立会） 05.02.08 マンション建設

42 確認（民間） 二rl川迎跡 大分市大字横尾字芝尾 6rrf 05.03.08 共Ijil住宅建設

43 確認（民間） 般粋寺辿跡 大分市大守：中戸次 6m 05.03.14 鉄塔建設

44 確認（公共） 浜追跡 大分市汐見 llm 04.09.15 公園整備

45 確認（公共） 府内城・城下町 大分市府内町 25面 04.08.10 立体耽車場建設

46 確認（公共） 府内城・城下町 大分市荷揚lur 83m2 05.01.31 保健所建設

．
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3.教育普及活動

(I) 大分市文化財だより 2004年号の発行

平成3年1文から発行を続けている文化財だよりの2004年度号 （第13号）の作

成、配布を行った。今回の特染は天然記念物を中心に大分市の自然辿並を特狛

し、市民に向けて広く1青報の発信を図った。

内容 ・指宛されている天然物

・戯かな自然が残っている地域

配布先 市内全戸

(2) 現地説明会 第3図文化財だより表紙

名称

大友館跡／中世大友l(1内II「l跡

中世大友府内町跡

(3) 体験発掘

名称

別］府市立北部中学校「ウォーク ラリー施設ib|l!l学習」

大分市立III尻小学校「すこやか体験」

大分県立大分戯Ji和',9:j等学校2年生「総学夏アカデミー」

大分市立植田南中学校「職拗体験活動」

長崎県佐Ill：保市立中呈中学校「修学旅行 辿跡発掘体験」

(4) liJf修参加

聞佃日 人数

9月26日 150名

11月21[I 200名

6月251=1

7月8日

8月24日

11月5Fl 

l l月16日

18名

80名

1名

5名

41名

独立行政法人奈良文化財研究所によるJ.lli蔵文化財発掘技術者専．門

研修 「古代染落追跡調査課程」に職↓11名を派沿した。

(5) 新指定文化財

野禅原 • 佐賀 1見l町の合併に伴い、両町の町指定文化財を市指‘崖文

化財として新たに指定した。

名称 所在地

木造宝冠釈迦如米座像 太 Ill

木辿毘沙 l"l プく立（投 忠良

木造薬師 三的．立像 本 IIII

銅像観音菩薩立像 今市

丸 ii」 八 幡 神 社 楼 今 TIT

•• `̀ ' 

西 福 ニ寸c・• 宝 隙 rc11 搭 恵良 第4図 体験発掘風景 （横尾追跡）

福 城 ゴ寸a.・ 逆 修 石 闘 本 II「l.

福 城 二寸I.・・• ‘-‘ .• ・I:. 格・ II 

山の川石造宜塔 ・宋梱印塔 人→ -／19 戎9< 

摺 石 靴 指

佐藤家硲地五輪塔群 前 Ill

原 村 1 I • 幅 原村

地 福 寺 宜 搭 福宗
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地幅 そ＇i:石靴 ヶ

1鳩i且/ft/ i出仕、 ブ、ゞ Ill

鶴迫磨崖辿ilII ヶ

永証家逆修碑 (3 基 ） 新町

宝泉寺大采妙典ーオー 石J各 ‘i：：泉寺

木造地蔵秤薩立像 （愛宕地蔵） 本神崎

大 平文，lf ク

若林文料 ・ 系 I::<| ヶ

十谷満 I§li寺跡宝節．印塔 十谷

(6) 野·店lt:IJ;( • 佐質関町域所在の指定文化財

野律原町 ・佐賀1具j町との合併・に伴い、両町所在の国 ・県指定文化財、天然記念物が新たに大分市に加わっ

た。

国指定有形文化財

国指定史跡

国穀録文化財

名称または物件

後藤家住宅

築 1!1 古打＇［

太田缶詰．l→．J;i：：i―： ／哨

,' こI・．蔵

,' 石介

肌指定有形文化財 刀

県指定 史 跡

天然記念物

早吸17姫神社総l"l

本殿

社琢 （小野家仕屯）

槃 l_lI古瑣出土品

教 i均
—̀1•• 

ロ．＇i:

参勤交代道路

ピロウ l'1生地

ウミネコ、i灼巣地

所在地

杵ヶ／）礼

本幸鮒

白木

，， 

I/ 

野湘／）孔

． 1及I

l1 

ク

本幸lII{f

本平崎

今 di

沿i ,1:.'j

ケ

4.海部古瑣資料館

洵部古瑣狩料館において、以下の行事を行った。

（］） 特別展

平成16年度特別展として、近年大分市内で新たに発掘さ

れた追跡を紹介する 「タイム トラベラー 2004 みて ・き

いて • かんじる大分の胚史」 を開iii［した。

名 称

1}fl iii[ | | 

入館者数

「タイムトラベラー 2004 みて ・きい

て ・かんじる大分のI！岱史」

平成16年10月19日 （火）～11月2111(11) 

3100名

●

渾

9c
 

と

＾ - — ’ ^ 
し‘

ー

第5図 海部古墳資料館特別展
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(2) 入館者数（通年）

団体 96団体 4631名

個人 8365名

合計 12996名

5.大友氏関連遥跡フェスタ

大分市美術館・大分市歴史資料館と連挑し「南蛮憧憬ーザビエル・宗麒、そして府内」という共通テーマ

により特別企画 大友氏関連追跡フェスタを1if.ji僅し、各種行事を行った。

(1) 大友氏館跡現地説明会

大友氏館跡内において、賓料整理作業の見学と大友氏関連逍跡のビデオ鑑買を行った。

9月26日参加者150名。

(2) 上野史跡探訪

上野台地に所在する大友氏ゆかりの地を歩いた。

10月10日参加者120名。

(3) 「北部九朴l中近1仕城郭研究大会」 シンポジウム 高崎城をめぐる諸問題ー大友の城を考える一」を共催

した。 （主佃：北部九｝•li中近枇城郭研究会）

・杵原八幡宮駐車場を基点に徒歩にて高崎城をめざし、良好に遺存する城郭辿構の説明をおこなった。

10月2日（第1目） 参加者80名。

・市内金池会館にてシンポジウムを開他し、九州各地の研究者が様々な角度から高崎城について検討を行っ

た。

10月3日（第2日） 参加者120名。

13 大分市埋蔵文化財調査年報



1 大友氏館第14次調査

調査面租 150面

地域 A

調査期間 2003.12.15~05.03.18 

調査担当 中西武尚•森岡晃司

調査地は、推定大友氏館跡の北東部にあたり、椎定大友氏館跡北東部

の追構の面的な広がりの確認を H的として、 111:年度からの継続で調在を

実施した。

調査の結果、 l絡棄迫構群［館14SX001• 005]や掘立柱建物跡［館

l 4SB030 • 040]、柵跡［館14SA035]、土坑群［館14SK010• 015 • 020 • 

025]、その他［館14SX045• 055]などを検出した。

館14SX001は、館10次調査の続きと考えられる多•111:の土師器片を含む

廃棄辿構群で、調布区北東部で検出されている。これらはいくつかのプ

ロックにまとまって検出され、館14SX001①では大きく 31Mの土師器廃箋祭葵思厨贔;:;·.11鷹竺へ．＂亡二I~
棄層が確認できる。廃棄された土師器のほとんどは京都系土師器であり、

第6図調査地点位置図
埋土内のものは完存品に近いかたちでr&f痰されているが、辿構上iiiiのも

のについては、水田耕作に伴い撹拌されている。館14SX001③の土師器廃棄層は浅く、館14SX001①上面と同じ

状況を呈している。

館14SX005は、館14SX001の南側に展開する長軸約8m．深さ約 lmを測る大形の掘り込みをもつl絡棄辿構で

ある。土層観察から下部に自然堆積層が認められ、一時期掘削された状態で機能していたと考えられる。その時

期は出土した備前焼描鉢から161仕紀後策に比定され、その後埋め戻されたと考えられる。埋め土には、京都系

土師器のほか多最のロクロ H土師器を含むが、周辺からの混入品の可能性が高い。検出而上部には、館14SX001

①・③と同様に京都系土tili器の染中廃痰がプロック状に確認できる。これらの1佳棄遺構群は、館10次調査地点

も含み16世紀中葉から後薬にかけて、今次調査区の東側を南北方阿へ断続的に確認でき、この両側どちらかに南

北方向の区画を示唆する施設等のあった可能性も指摘できる。この他、京都系土師器を伴う辿構としては、館

14SK010 • 020の土坑群がある。いずれも南北方向に主軸をもつ長土坑で、埋土内には土師器片が多数含まれて

おり、 1裾棄土坑と考えられる。

次に京都系土師器を伴わない段階の追構について記す。掘立柱建物跡［館l4SB030 • 040]と柵跡［館14SA035]

は、それぞれ同じ場所で短期間のIIりに建て替えがおこなわれている。館14SB040は、現状2「Mlx 4間の東西棟で、

柱間1.96mを碁本としている。建物方位は、 N-1°20'8"-Eを示す。館14SB030は、 2間X4間の規模をもつ南北棟

で、柱間は中央の2|h1分は平均1.96m、南北に延びる各柱間は、平均1.76mを測る。建物方位は、 N-3゚50'46"-Eを

示し、最低でも 2度の建て替えが確認できる。柱穴の底には礎バンとしての礫がi代かれるものもみられ、また、

建て替えの際にかさ上げをし、そこに礎バンとしての礫を骰くものも看守できる。さらに建物の東側には、約

2.8mの間隔をあけて、同じ埋土をもつ館14SX055の柱穴列が同一軸上に確認できる。大部分が館14SX001• 005 

により削平をうけているが、同一規模の建物跡が建っていた可能性が指摘できる。

館14SA035は、東西方向の柵跡で、柱間平均1.82mを測り、最も東側のみ2.00mと長くなっている。方位は、

N-2°19'52"-Eを示す。現状柱穴は深さ約0.1~0.2mと浅く、本来は現検出面よりも掘り込み位置が高かったものと

考えられる。これらの各建物跡は、館14SK025とした1焙棄土坑にそれぞれが切られており、 16世紀前薬以前の所

産時期が考えられる。建物跡の変遷については、互いに直接的な切り合い関係をもっていないため確実な前後関

係は不明であるが、建物方位・出土辿物から館14SB040→館14SA035→館14SB030の変遷が考えられ、およそ15

世紀後策～16世紀前策の範賭におさまるものと考えられる。これまで館内の調究で確認されている掘立柱建物跡

．
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の方位としては、l5世紀前菜と考えられている館12SB035• SB050 • SB145が約30、それに先行する館l2SB045が

約2゚・東に振ることが報告されているが、建物方位による明確な変遷はわかっていない。

館14SX001②は、調査区北側の他よりもO.lmほど高い場所で検出されている整地l罹であるが、出土辿物から上

記の建物群に伴う整地陪であることが指摘できる。また、この下1f,1からは、硬く締まった埋土をもつ掘り込み辿

構［館14SX045]が確認できるが、ハコ形を呈す土師器杯主体で出土しており 、一時期古い迅構と考えられる。

今回確惚された建物群は、狭い調査区の中で短期間に建て替え、あるいは建物構造の変更を行なっており 、今

後の周辺調査によりその規校 ・配紺について検討していく必要があろう。これにより大友氏館跡の形成 ・成立過

程についてより輪郭が見えてくるものと考えられる。

A
 

0

0

 

9
 

（中西武尚）
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郎14SKOI

゜
、＇．
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゜
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第7図 第14次調査区追構配四図 （1/125) 
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第 8図
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調査区全景 （東より） 第9図 館14SX001①辿物出土状況 （北より）
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1[ 大友氏館跡第15次調査

調査面積 70nf 調査期間 2004.02.17~05.03.18 

地 域 A 調査担当中西武尚•森岡晃司

調査地は、推定大友氏館跡の北東部にあたり、大友氏館北東部の追

構の面的な広がりの確認を目的として、昨年度からの継続で調査を実

施した。

調査の結果、 2条の南北方向の溝状遺構［館15SD010• 025]、井戸

跡［館15SE018]、土坑［館15SK035• 045ほか］、その他不明遺構［館

15SX005]やピット群などが検出された。

館15SE018は、直径約2.5mを測る掘り方をもち、井筒部分には直径約

0.7mの桶を用いていたと考えられる。深さは検出面から約2.5mをillljり、

それより下位は砂層になっている。現状では湧水は見られなくなって

いるが、本来はこの砂展の標高約2.0m付近で湧水があったものと考え

られる。井戸廃絶時には、井筒内に巨石を入れ込み井戸封じをおこな
第10図調査地点位置図

っている。この巨石については、周辺の礎石が利川された可能性も考

えられる。また最終埋没の段階には、牛あるいは馬の頭骸骨が出土した土坑状のプランが確認されている。牛馬

祭祀にかかわる遺構の可能性も考えられるが、礫や遺物などの出土状況から井戸埋め戻し後の凹地に廃棄された

ものの可能性が高い。出土辿物では、構築時の裏込めから京都系土師器杯が出土し、廃棄時の井筒内からも同様

の京都系土師器杯の出土がみられる。この追物から構築・廃棄時期は16世紀後築～末業に比定され、この井戸は

短期間の間に機能していたものと考えられる。調査区北側で確認された館15SK035• 045の周辺では、複雑に切

りあった不定形迎構群が多く検出されたが、いずれも廃棄土坑と考えられる。出土遣物には、京都系土師器杯・

皿をはじめ、中国青花碗・皿(E群）．i彰・I1窯系青花皿・ベトナム焼締陶長胴壺などがみられ、 16世紀後葉～末葉

に比定される。また、土師質鍋．鉢などの生活雑記類の出土も目立ってくる。

館15S0025については、調査区の西側で辿構の東屑の一部を確認したのみであり、その規模等は不明である

が、ほぽ垂直に近いかたちで掘り込まれており、規模の大きな溝になると考えられる。南側の延此部は、館中心

部の盛土整地の東端付近にあたり、それとの関連性が注Hされる。また、館14次調査東側で確認されている館

14SX005との関連性も注目される。出土遺物には京都系土師器がみられるが、詳細な時期比定については困難で

ある。

館15S0010は、現状で幅約3.5m、深さ約2.3mを測る断面V字状を星する。東側がやや直立気味で、西側は比

較的緩やかになっている。土層観察からは数度の掘り返しが認められた。溝の西側には当初の掘削プランが遣存

しており、最初は断面逆台形状を呈していたことがうかがえる。この西側では掘り返しに伴い、黄褐色地山プロ

ックを多く含み、硬く締まった埋土が認められる。西側上部から流れ込んだ崩壊土の可能性が高いが、東側では

見られない点や硬く締まっている点などから人為的な埋め土の可能性も考えられる。溝の下部にはグライ化した

青灰色粘質土陪が堆積し、その周囲には厚い鉄分の帯状の沈着が認められることからこの溝には水が堆水してい

たことがうかがえる。数度の掘り返し後、溝は一気に埋め戻される。その後、調査区東側の際ではさらに掘り返

しのプランを確認しているが、調査区外に展開するため規模等は不明である。埋め戻し段階の出土追物の主体

は痺手の京都系土師器となり、機能時の出土辿物は、薄手の京都系土師器とロクロ目土師器が主体をなす。また、

溝の掘削段階の逍物には、京都系土師器はみられず、ロクロ［l土師器が主体となる。この溝跡の性格については、

館内においては規模が極めて大きいことから、館が方二町に拡張する以前の区画施設になる可能性が考えられる。

．
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この他の辿構には、館15SE018や館15S0025に切られて、在地系のハコ形の土師器を大拡に含む土坑状の追構

［館15SX005]が確認されている。

今回の調査により館の方二ll「Iに拡張する直前の状況を看取することができたことは、大きな成果と言え、また、

過去の調究所見と同様に16柑：紀末菜段階 （島津氏の府内侵攻後を想定）に町届域が館の東側に進出してくる状況

についても再確認できたことは、館の衰退過程を考える上で重要な所見と行える。 （中西武尚）

57832 

A
 

'ヽ＼ 館15SK04

｝ 

館15SXO~麟＇、三三
、、
ヽ＼ヽ
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25365 

館ISSDDIO

ヽ
ヽ

1 館15SE018 I 
1 、
ヽ，ヽ
・‘----~、、

5m  

第11図 第15次調査区追構配置図 （1/100)

第12図 調査区全景（南より） 第13図 館15SE018土府観察状況 （北より）
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m 中世大友府内町跡第25-5次調壺

調査面積 約 270吋調査期間 2004.05.27~04.06.29

地域 A 調査担当 佐藤道文 ・服部真和

調査地は「Jff|}、]古図」では町名が記されておらず、中IIl:l{;il}、JIii［南西隅

部に位散する。前年度調1t分 （中1li：大友lif内町跡第25次）では、 lif内町

の南西を区画すると思われる16111：紀代に比定される東西方向の構i:|)湿辿構

が検出されている。今回の調査は、中-jll:J(.f内町周辺の、状況及び1i（：定第四

南北街路を確認することを第一1|(lりとして実施した。その結果、道路構

造を示す上陪のJli：梢は『忍められなかった。壁而の I濯竹観寮を行ったとこ

ろ 、 耕作こ1•J門 （水I I I ?)が幾悩も検出されたことから、本，J見'.ti'liは辰年

にわたって耕作域であったことが指摘される。それは、出上辿物に古堺

II;『代～il:Ji時代のものがみられことからも1it測できる r また、排作土l粁

中に戦国期の逍物を含むli,1があり 、このことから、当該期も耕作地が11、・

がっていた可能性が考えられる。 （佐藤道文）
第14図 調査地点位四図
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W 中世大友府内町跡第25-6次調査（推定祐向寺・上町周辺）

調査面積 約300対調査期間 2004.06.03~04.12.10

地 域 A 調査担当 佐藤道文 ・服部其和

く調査の方法＞

中世大友府内町跡第25-6次調査区は、市道六坊新中島線の拡幅工事に

伴い実施された。道路拡張部分のみの調介であり 、調引t区は南北に細長

く、また調査区内を横切る配水笠を残しての調査であったため、北区と

南区に分割されている。調査区の総而秘は約300niである。

さて、本調究区は 「戦国時代1(:f内復元想定図」によれば、第叫南北街

路沿いに展開したであろう上町ないしは祐向寺に想定されており 、中世

大友府内町跡第25-2次調究区北側の延蜘部分に位iiりしている。

基本）汁序としては、まず現地表面から約0.7~lmのI駁みで造成のため

の客土が認められた。その下）Mには近泄 ・近代の水田附があり、それに

伴うものと考えられる東西方向の溝状辿構が数条確認されている。これ

らの溝状辿構からは、中世の沿物とともに17世紀代の近世陶磁器類が出

第18図 調査地点位置図

土している。さて、近111:・近代の水I:lili,1を除去した椋高約4mのあたりから中世・段階の辿構の検出が可能となる。

く追構について＞

確詔された時期については、3時期ある。

15世紀代のものとしては、 2条の南北溝がある。ともに調査区南側から中央部分で延びが終わるもので、幅貝

が約0.5m、断而逆台形を呈している。IHT25-6S0130については南側へと延・長する。埋土中からは、完形に近いい

わゆる在地系のハコ形土師器が出土している。土｝習からは流水痕跡が認められないことから、区画的機能が想定

される。

15・111:紀末～16世紀前半段階は、規模の大きな辿構 (i,'/1:.井戸 ・土坑）が形成される。町25-6S0l60は幅貝約4

mを布する東西溝である。土It,1の堆梢状況から、流水→滞水の状況がみられ、数同の掘り返し後、規板を縮小し

ながら蔽終的には人為的に埋められる。町25-6S0l60の南側には、調査区外に延びる平而蚊・方形をなす大型土坑

（町25-6SX060)がある。このSX060は南辺に':/i輪塔石（火輪 ：凝灰岩製）を含む礫を用いた石列が設けられる。

また、井戸が3基検出される。町25-6SE115• 165は残存良好であり、ともに井節構造は結桶梢みである。

16世紀中頃 ・後半～末段階は、掘立柱建物、J発梨辿梢、こtlJ妬硲節がある。掘立杜建物は、南北に4|lil、東西に 3

問＋ aの規校を有し、J且土には焼土が含まれる。II「f25-6SX125は、全容把握ができていないが、完存する京都系

土師器JIilが 2 、'•1•• I：正位i筏で埋附されていた。廃梨辿構については、周辺でみられるものと同様で、礫及び土器破片

を散在的に確認された。調査区東端では、南北溝が検出されている。道路il!Il溝の可能性もあるが、現段階では言

及できない。第四南北街路については、その規松。配iiり ・構造については未だ不明な点が多く今後の課題とされ

る。

く問題点＞

今1111の調壺では、調1t区が誰走祐向寺周辺に該当するか否かは明確にできなかった。但し、 151ll：紀代より宅地

として利用されていることは確実であり 、それが、武家地なのか寺地なのか、また町屋なのかは周辺の調査の状

況と！！せらし合わせた上で考えてゆきたい。

19 大分市埋蔵文化財調査年報
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V 中世大友府内町跡第27次調査 (A-D区）

調査面積 200出

地域 A

調査期間 2004.07.06~05.02.17 

調査担当五十川雄也•松尾聡

今回の調査は、都市計画道路六坊•新中島線の道路改良（拡幅）

工事に伴って実施したものである。調査地点は、現在の顕徳町3

丁目にあたる。また、 「戦国時代府内復元想定図」によると大友氏

館跡の北西部に該当し、絵図で描かれている第四南北街路沿いの下

町・御北町・妙厳寺付近にあたる。今次の調査では古絵図及び戦国

時代府内復元想定図に描かれている第四南北街路の検出が期待され

た。

町27次調査区は、大分川下流域の西岸に広がる沖積地の微高地上

に立地する。周辺の調在では、町10次調査でキリシタン墓と考え

られる土城が確認され、町5次調査では第四南北街路と思われる道

路跡が一部検出されている。また、町26次においては、 15世紀後薬

~16世紀前薬段階と16世紀中薬～末薬段階の辿構が確認されてい

第20図調査地点位置図

る。前者の段階に比定される辿構は、柱穴・ピット群、井戸跡や土師質土器祭祀辿構などである。後者は方形の

掘方を有し、規模約1.5mをはかる大型の柱穴や溝状遺構、井戸跡などの辿構が確認された。町32次でも井戸や

土坑・ピット・柱穴などが検出される15世紀末薬～16世紀前葉段階と溝状辿構などが確認される16世紀中薬～末

葉の2時期に分けることができる。

なお、今回の調査は4箇所でおこなったことから、南11ll]から北側にむかってA~D区と設定した。また、時期

区分については15世紀～16世紀初頭段階の遺構群 (I期）及び16世紀後半～末段階 (II期）の追構群の2つに分

けた。なお、 1期の辿構群は全ての調査区において道路構築土除去後検出したものである。以下、調査区侮に概

要を述べる。

町27・A区

当調査区は、調査対象面積の大半を水道管埋設や後枇の開発によって辿構面まで掘削されていたため辿構の残

存状況は総じて良好ではなかった。追構検出面は、 I期が標高約3.4m、11期が約3.7mである。確認した遺構は、

I期では柱穴やピット溝状辿構（SD004)、連続土坑 (SXOlO~SX013)。11期は道路跡である。 11期の道路跡

は平面では硬化面として確認でき、また調査区壁面では、砂質土と粘質土を交互に積み上げた状況が認められた。

道路跡からは土師質土器や焼締陶器などの小片が多数出土した。また、 1期と 11期の標高差が約0.4mあること

から、道路は複数面存在し、造り換えやそれに伴いかさ上げがなされているものと考えられる。調査の過程で確

実に路面と認識できることができなかったため、今回の報告では複数面存在する可能性が考えられるというに留

めておきたい。道路跡の所見は、他の調査区においても同様である。 1期では、 SXOlO~SX013の連続土坑が注

目される。道路下陪より検出されていることから道路に伴う可能性が非常に高く、路面強化を目的として掘削さ

れたものと考えられる。遺物は、ハコ形を呈する在地形土師器杯が出土している。またSD004は調査区中央を南

北に縦断する形で検出した。検出幅0.6m、深さ0.2mをはかる。 B区では同様の溝状辿構は確認できなかった。

21 大分市埋蔵文化財調査年報



町27-B区

検叫漿高は 1 期が約3.5m 、 Il期が約3.7mである 。 調＿1t 1面積は約35nf、調イ沖＜：南側；’i•|i分については後世の開発

により、地山までj'jlj平されていたため、辿構

而は残存していなかった。 1期は、柱穴 ・ピ

ットなどを検出した。A区で確認した溝状辿

構及び辿続土坑などは確認することができ

なかった。柱穴 ・ピット内からは逍物の出

上が認められなかったことから所廂時期に

ついては不明である。Il期は調＿ii:Iメ：北11!ll付

近において土坑 (SX052• SXLOO)を検出し

た。SX052• SXlOO共に道路跡を掘り込む形

で検出された。SX052は西側が一部，Jilイf区外

に展Iiflするため全容については不明である

が、残存部の状況より平而形状は隅丸長方形

を呈するものと思われる。検出規校は、長径

約2.lm、短径約l.Omを測り 、深さ約0.8mで

ある。出土辿物は、京都系士師器Jillや"11f花な

どである。京都系土tili器は径が15cmをはかる

大型のものであることから、16世紀後半～4＜

段階に比定されるものと考えられる。また、

SX052の東側にはSXlOOを検出することがで

きた。SXlOOは一部分しか確認していないこ

とから明確な所見を1井ることはできなかった

が、形状や深さなどからSX052と1Iilーの性格

を有する辿構である可能性がある。SX052• 

SXlOOの機能は、当該期の道路幅がどの程疫

の規校を1Tしていたかは不明であるが、ii/,l1t

地が復冗想庄図では御北1町・下町 ・11 I Il「［の父

差点付近に該当することから、町境を示す本

戸である可能性が考えられる

町27-C区

c区は府内復元想定l'XIでは、御北町の北側、

妙厳寺の西側に位骰する。検出標i:jは、 1 

期が約3.5m、lI期が3.7mである。 ］期で検

出した泌構は、溝状辿構 (S0110)、土坑

(SX144 • SXl40)、及びピット ・杜穴群で

ある。SDllOは調壺IX：中央を南北に縦断す

るように構築されていた。規板は検出輻約

0.9m、深さ約0.2mをはかる。J111土は暗／火掲
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色を呈する単一II¥1である。埋土中より瓦'l'l土器や焼締陶器な

どが出土しているがいずれも小片であるため所狛時期は不明

である。しかしながら、溝の底而付近より 15世紀代に比定

されるハコ形を岸する在地形の土師器が数点出土したこと

から、S0110は少なくとも15世紀代には埋没していたものと

考えられる。なお、 A区で検出したS0004と同一規模を有し、

出土位置もS0004の真北にあたることからS0004とS0110は

同様の機能をも った辿構の可能性が考えられる。SX144は調

究区南側で検出した土坑である。平面形状及び規校は隅丸長

方形を呈し、長辺約l.Om、短辺約0.7m、深炭約0.4mをはか

る。埋土は、小礫をベースに砂質土を均ーに内包する単一／昂

である。底而付近には内外而にロクロ IIを有する土師質土器

杯の完形が7個体裡附されていた。出土状況（第22区1)は北

西隅に伏せた状態で 1個、北東隅に 1個、南両に上向きに1

個、南東隅に伏せて 1個附側中央に伏せて 2個体と内側を向

け立てた状態で1個体である。中央部には空間があり、そこ

には埋紺されていないことから、柱などの構造物が建てられ

ていた可能性もii[i察できる。しかしながら埋：I：の状況からは

柱痕の確認はできなかったことから、一度柱及び掘方内の埋

第22図 町27・C区SX144出土状況 （北より）

第23図 町27-C区 南壁土層 （北より）

土を取り除いた後土器をJ.lli置したと考えられる。性格については、追路下IF1で検出されていることから誰察する

と道路に伴う祭祀的な性格を有していたと椎察される。SX140は調究l凶北側で検出した土坑である。平面形状は

西側部が調査区外に展llf.Jするため不明である。出土辿物は、土師器片が数点出土しているのみで機能 ・埋没時期

については言及できない。またビット ・杜穴を数基検出したが、調究区が限られていることもあり 、柱穴列の想

定はおこなえるが、建物配樅については不明である。また、 SDllOを痰にして東側に柱穴やビットが展開するの

に対し、西側ではビットなどの辿構が確認されていないことから、 SDllOは1ヌ圃溝としての機能を布していたか、

もしくはある段階の道路に伴う側溝としての機能を持っていたと考えられる。II期は、調'1t:li全体が追路である。

特節すべき点は、路而を掘り込んで構築されているピッ ト及び柱穴である。これらは、ほぼ同一箇所に掘j'jljされ

ていることから何らかの施設が存在していたことを示唆している。柱穴内からは追物の出土がほとんどなく、ま

た礎板石なども認められなかった。 当該調査Iiは、大友氏館の北限ラインを両に延•liした箇所にあたることから、

これらの柱穴などは館を烈識して構築されたと考えることもできる。

町27-0区

今回の調査で一番北側に位骰する調究区である。調査而梢は約110対である。検出枯＇：高は I期が3.4m、II期が

3.7mである。 I期の辿構は、溝状追構 （S0275• S0280 • S0285 • S0290)、井戸跡 (SE270• SE296)、士坑、

ピットや柱穴である。SD275は調査区西側で検出され、南北に伸展する。規校 ・形状は調査区外に展開するため

不明である。SD280• SD285 • SD290は調査区中央部付近で確認した。規校のうち全辰は各々異なるが、検1,1,1111fi,;

及び深度はほぽ同一の規板を布する。狸土についても1lff灰褐色土を基調とする単一／汁で共通している。出土逍物

も在地形のハコ型を呈する土師質土器が認められることから、同一時期若しくは大差ない時期に埋没したものと

椎察できる。SE270• SE296は調査区南側で検出した。両辿構ともに残存：I犬況は良好ではなかったが、井筒を確

認することができた。部材は結桶を使）1jしたものと思われる。追物は、 SE270• 296ともに衷込め部分から出土
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したが、時期比定を行えるような惰料は確認することができなかった。 I1期の段階は全面道路である。構築土中

からは、備前焼甕、在地形土師質土器・京都系土師器などの小片が出土した。

まとめ

今次の調査では、府内古図・復元想定図などに描かれている第四南北街路が推定どおり確認できたことが最大

の成果といえる。特節すべきは、 B区で検出したSX052及びSXlOOの遺構である。当該調査区が御北町・下町・

中町の交差点付近に位置することから当逍構は木戸としての性格を有していた可能性がある。また、 C区では道

路に切り込んで柱穴やピットが構葉されており、構造物が存在したことを示唆している。これらピット・柱穴

は、北側の調査区であるD区では検出されておらず、復元想定図では館の北西部に該当することなどを考慮する

と館を意．識した構造物である可能性が考えられるのではないだろうか。道路下層辿構群である I期では井戸跡や

土坑などが検出されたことから、道路構築以前は町屋として土地利用を行っていたものと推察できる。 S0100や

S0275、SD280などの溝状辿構は、柱穴やピットなどの検出状況などを踏まえ考察すると、溝状辿構西側にはほ

とんど展開しないことから最古段階の道路跡の側溝である可能性も十分に考えられる。 SX144については、検出

された地点が推定交差点付近に近接することから道路もしくは木戸を意識した遺構と思われる。調査区北側には

対になる追構は確認できないことから南側もしくは東側か西側に存在する可能性も否定できない。

来年度以降は、 D区の北、 A区の南側を調査する計画になっており、第四南北街路東端が確認される可能性が

ある。また、道路を掘り込む柱穴群の存在の有無、そして、辿構の出土状況及び機能など更なる調査の進展に期

待したい。 （松尾聡）

．
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VI 中世大友府内llII跡第33-2次調査

調査面積 450ボ 調査期間 2005.02.14~05.03.31

地 域 A 調査担当 佐藤道文 ・服部其和

33-2次調在区は平成15年1迂に実施した33次調査と同一地．しりである。前

回、1}[l発計両が持ち上がったが、その確認調究の内容から，汁画の見直し

が図られた 今叩文、再桜個人住宅建染のIIl訥が行われ、数回にわたる

設計会社と文化財課の協議の結果、基本的に追跡の大部分を盛土保存す

るかたちで合意が1井られた。しかし、建物の構造」→．、基礎杭が入る一部

については辿跡が破壊されることから、確認調引tを実施することが必要

となった。J，し礎杭は部分的であり 、ti'i滅する辿構は小而梢であるが、地

権者の協力のもと，狐隣は面的に広範訓に行うことができた。

前回は泄lf出を東西方1{,Jに縦断する溝状追構 (II「f33-2• 33S0010)柵

跡などが検出されている。だが、その時期的について（まイ＜明な．，！．I:が多

く、今回の調査ではその解叫をII的と して行っている。現時点では、町

33S0010は底而から在地系」 •＿師器杯が出土しており 、 その形態的特徴か

第24図 調査地点位四図

ら15世紀代 （前半か？）に位置付けられると恩われる。また、溝埋士中位より 、在地系のロクロ II土師器破片が

確認されることから、15111:紀代に掘削が行われ、JIIl没していると考えられる。乱,¥]JI'区西端では南北方向に延びる

溝．状迫構がみつかっている。その位置関係から）以f寺につながる追路跡に付随するIJ!il溝の可能性があり 、出士

辿物をみると15・111：紀後半から16III：紀前半には埋没していると推測される その他、16世紀段階のものと思われる

柱火列 （礎が建物含む）が確認されている。町31-2SX050· 町33-2060は、約 lm lllll柄で並列しており 、 規校、 JJI!•

土の状況から同時並存していた可能性が翡い。確実に16111：紀後半～末段階に比；しされる辿構はlllf33-2SK020• 

023 • 110、lllf33-2SX018などのj症梨を目的とした大型の十坑のみである。その中で、IIIT33-2SX018は朝！鮮．王朝賄

叩麟炉、中国骰？ ｝．I!釉叩謬、fiiii1i磯花掛け入れなどが出土していることから、逍物組成の在り方について注

IIされる。

今回の再調査では、15111：紀段階に東西溝 （町31-2S0010)が掘削され、151仕紀後半には埋没、そして、南北溝

(II「f33-2S0035• 075) が造られることとなる 。 その南北溝も J』!• まった後 、 建物 （柱穴列 ） が構染され、 最終段

階では本講隋区は溌兜の拗となることが確認され、 「li寸内古図」に描かれていないエリアについても戦国期の辿

構が存在し、中ill:li.f内町の広がりについて巫要な所見が紺られた （佐藤 道文）

第25図 調査区周辺遠景 第26図 調査区周辺遠景 （その2)
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＂ 中世大友府内町跡第44• 44-2次調査

調査面積 120 rrl 調査期間 2004.06.28~04.08.20/04.l 1.18~05.01.11 

地 域 A 調査担当中西武尚 • 森岡晃司

調査地は、ii(．；定大友氏館跡の西側中央と通称「第四南北街路」のIlll

に位阻し、・推定御西町に比定されている地区である。明治時代初めの

地籍図でみると 、椎定館跡西側外郭線と第l!!I南北街路の1illで東西方向

に短冊状の地割がみられ、その椎定館跡西側のほぽ中央の地割にあた

る。推定大友氏館跡西側外郭線の確認及び周辺の状況把握を 1」的とし

て調査を実施している。調査は敷地内の南側に設定した調究区を中世

大友府内町跡第44次調査とし、その後、追認調査として同じ敷地内の

北側部分に設定した調究区を第44-2次調査としている。

第44次調査

第44次調査では、調査地の東側から中央にかけて大きくj'jlj平されて

いた。東側で一部辿構が検出された地．t.（をAlヌとし、それより西側の

地点を Bl区として調査を実施した。甚本陪位としては、現地表ー椋i',':j

第30図 調査地点位四図

約4.7m、標高約4.0m前後までは宅地造成土などの客七がある。これよ り下位は近世以降の水l:IIIMとな り、辿構

検出面は椋高約3.8~3.5mである。

A区では、東西方向を烈識したと考えられる溝状辿構[lllf44SDO10 • 015 • 020]や柱穴列［町44Sf-¥080• 085]など

が確認された。町44SD010は浅い溝状辿構で、さらに南に延びており 、辿構北側の基底部には凹み状の長土坑が

確認できる。南側では犬を埋汐卜した考えられる追構[ll!T44SX030]が検出された。頭骨と'1'『f}のI:ilの上からは京都

系土師器が出土し、その付近からも完形に近い京都系土師器が出土している。これらの辿物は犬裡葬時の共献品

の可能性が考え られ、時期は16世紀後菜に比定される。町44S0010は大友氏館跡第2次調究で確認された16世紀

中頃に比定されている溝状磁柑／．［館2SD030]とほぼ同じ方向を示している。しかし、今1111の調究で確訟されてい

る辿構は、溝状辿構というよりも掘り込みを伴う咄冬地辿構と考えられ、上ifiに切り込んでいる辿構がみられず、

iii淀館西側外郭線のほぽ中央に位ii/i:していることなどから西門を想定した時の通路としての可能性も指摘して

おきたい。II「f44S0015・町44S0020は、町44S0010より古い溝状迅構で、幅約0.35m・深さ約0.15mと規模が小さ

く東側で途切れている。これらの北側には、町44SA080• 085の柱穴列が確認された。lllf44SA080は、東西に 2

分1ll]検出している。柱I:l]は約2.0mを測り 、！iilII線の方位は、E-5°20'16"-Sを示す。ll!J44SA085は、東西に 3分間検

出している。柱l:ilは同じく約2.0mを測り 、軸線の方位は、E-3°25'30"-Sを示す。柱穴はどちらも深く 、検出而か

ら約0.5~0.7111を測る。現状では杜穴列と位ii'.!:付けているが、調究1凶北側にさらに展llf.lする可能性も考えられる。

以上のようにA区からは、東西方向の区両を示すような逍構群が検出されるのみで、逍構密疫としては希薄な状

況であった。

B区ではA区と状況が異なり 、整地1屑や複雑な辿構の切 り合い関係、多数の柱穴群が検出されるなど町屋的

な様相を示している。調査区の中央では、南北方向の溝状辿構［町44SD005]とそれに相交する東西溝状追構[JI「I

44SD055]などの小区圃を示すと考えられる区画辿構も確認できた。IIIT44SD005の両ilIljには平行していくつも

の柱穴群が染中しており 1具l辿性が考えられる。この他、いくつかの柱穴列［町44SA090• 095]や掘立柱建物跡[IIII

44S8100]を確認している。調究区の制約上、いずれも全体の規松や配糾などは不明である。町44SA090では東西に

4分llil検出している。柱間は約2.0mを測り、柱穴の平而形は方形を星している。これらの追構群や周辺整地倍から

は 、 京都系土ti1i器をはじめ陶磁器頓や瓦質 • 土i:li質の鍋 •鉢などの生活雑器類、 あるいは椀形滓なども 出土してお
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り、それら出土遺物からおよそ16世紀後

葉を中心とした時期に比定される。

調査の結果、館西側外郭線についての

明確な区画施設などは確認できなかった。

しかしながら、 A区と B区での辿構群の

様相の違いから、削平をうけた部分に想

定することも可能である。この場合、西

側外郭線を示す追構については小規模な

ものであった可能性が指摘できる。

第44-2次調査

第44次調査の結果をうけ、調査地の中

央に存在する大規模な削平（撹乱）が終息

すると考えられる北側部分について、幅

lmほどのトレンチをあけて調査を実施

した。その後、調査区西側で確認した溝

状の遺構と考えられる町44-2SX200につい

て、その部分を南側に拡張し遺構の性格

について再度検討した。攪乱の範囲につ

いては、予想以上に広がっていたが、調

査区の北壁で攪乱のおよんでいない安定

面を確認した。攪乱により削平を受けて

いる箇所は、現地表から約1.3m下（標高約

3.3m)で辿構が閑散とした状況で検出され

たが、本来は現地表から約0.8m下（標高約

3.8m)で辿構が検出される。町44-2SX200

は、当初溝状遺構と考えていたが、拡張

した南側で完結した。現状での規模は、

東西約3.0m・南北約3.2mを測る。深さ

は約0.3mで、埋土は硬くしまり、東西方

向に石列が確認できる。石列は北側に面

を合わせているように考えられ、埋土の

状況と合わせて、なんらかの地盤強化的

な追構の性格が想定される。今次調査に

おいても明確な成果は得られなかったが、

今後、町44-2SX200の北側への展開状況や

この位置付けが頂要になってくると考え

られる。今回の 2度にわたる調査からこ

の周辺が大友氏館の方二町拡張段階の西

側外郭線になる可能性は否定できない。

（中西武尚）

....... 

.,... 
L.. 

町44SA085

撹乱

心 157544

57634 

．
 

5m 

25354 

第31図 第44• 44-2次調査区遥構配證図（1/200) 
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VIII 中世大友府内町跡第45次調査（誰定中町周辺）

調査面柑

地 域

約250nf

A 

調査期間

調査担当

2004.07.21~04.09.10 

佐藤迫文 ・服部哀和

調在地は、現況はアスファルト舗装の駐車場であった。この度、 lヽi該

地への共IIi]住宅建染計liliに際しJII!•蔵文化財の！！（｛会が行われた 本地．I]．I:は

中 \II：大友lii•内町跡 、 第四南北街路沿いに在ったとされるキリシタン 1リJ辿

施設の周辺地にあたり 、そのため、大分市教脊委員会では特に巫要な工

リアと して認識されている。 117'年 l文、 •道路拡l|l晶に伴う発掘凋1tが実施さ

れ、その中で、l6世紀後半～木段階の大捌建造物の柱穴追構、 15-JII:紀後

半～16世紀前半に位附付けられるロクロ 目」；師器且Ilii/i：辿構などが発見さ

れている。特に1jii者は、掘り）j約 lm以上をイiし、札：痕跡から径約20~

30cmを布す柱が想定される 。 配i社も約7m \ ill l~iiに直線的に並び、 辿‘常IIII

）至にみられる構造物とは様子が異なる。このように、隣接地でキリシタ

ン施設を窺わせるような追構が確認されていることから、文化財諜、地
調査地点位四図

内

第32図

権者木寺三寸恵氏及び，没，汁会社（即三阻til主との協議の結果、共同仕屯建紹の事前に確認調査を行うことで合慈し

た。ちなみに建物基礎は辿構i(liまで逹することは無く追跡は破壊されることなく保{fされている。

追跡の概要

調査区の非盤/1~1 は硬'i'iで締ま った関茶褐色 1： （やや｛i少状を含む）である この黄茶掲色土はAli （広い方）の

中央から北側にかけてはli,11厚が希薄で、下位に堆梢する砂l{’1が表出してくる状況であった。そのためか、建物を

構成すると思われる柱穴群は中央から 1❖濯ljに多く検出され 、 砂／脅が剥著な部分は井戸跡や溝状辿構など水利に関

辿する施設が梢英されている

考えられる。

,J貯沖＜．．の北東部は多様な」．壌が複雑に入り乱れていることから整地が行われたと

検出された辿構は 、 柱穴列 • 井戸跡 ・ 溝状辿構 ． JII！甕辿構などが准げられる。 柱穴列は建物または柵跡の一部

と考えられるが、調壺Iメ：外へと）J＜1}}jすることから全容については不明である。J!|!1：は大きく焼．ートを含むものと

そうでないものに分けられ、以都系：t師器が出土するのは比較的liii者に多い。おそらく 2時期 （段階）にわた

って建物が存在したと推測される。）Hi跡 （IIIT45SE010• 012 • 025 • 065 • 070)はすべて161I：紀末段階にはJ見没

している 。 井戸枠が存在したものは I ),~ (lllf45SE010)だけである。長細い板を糾み合わせた結桶であったが残

在状況は極めて悪かった （ちなみにi勇水が激しかったことも留氾しておく ）。 lllf45SE065• 070は最終JII［没土に

多址の焼土塊が混入 していた。 窪地を利JTl した単なる 9発梨辿構と考えられるが、 J |••戸封じに焼」：を利） IJ する例が

あるか確認する必要がある。時期は薄手のぶ（都系1消Iii器が出土 していることから、16111:紀前1’・・～中頃に位：1代付

けられる。裡甍辿構 (111T45SX030• 035 • 0,10)は矮小な地．1.'!:(BIX:)で3.），し東Pり）j|fリに辿紐して検出された。lllf

45SX040が蔽も残りが良く 、党の底部から（本部ド半が据えられた状態であった。売は土師打で、復元すると器i:j

が60cmを越えると1(i:il!llされ、大型品である 平底の底部から大きく逆ノ 字ヽ状に1}flき体i鴇へと糸る。胴部は『I：立

し、LI縁部は断而長方形を星す。現段階では類似惰料は無く 、今後、h侑地、時期等の詳細な検，i・)を行ってゆきた

い。このIIIT45SX040の央内部から華南三彩の．f.0．形水注が出!・.している。時期は出 1：辿物及びli,1位から考えると 16

111：紀末～17世紀初頭段階には狸没していると考えられる。溝状迅構 （町45S0004)は調Nii..西側でみつかってい

る。南北方向に延びる 埋士から耕作に伴うものと思われ、I＇|i.::f．．辿物から近世以降に埋没していることが分か る。
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小結

今回の調査では、キリシタン施設の核心にまではいたらなかった。確認された杜穴群は比較的規格性があり 、

辿構密炭も低いことから町屋的とは行い難い。中心施設は礎石立ちであることが想定されるため、柱火群の性格

については、埋斐辿構Iiij様、周辺調究と併せた第四南北街路全体の状況をふまえた上での今後の課題とされる。

（佐藤道文）

第34図埋熙迫構詳細

第33図 調査区全景 （空中写真）
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第35図迫構配四図 (S=1/300) 
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IX 中世大友府内町跡第46次調査

当該地に駐車拗の建設が計画され、事前の協議を行なったところ、掘

削を伴わない盛土による丁尤法であることが確認された。 しかし、対象地

は椎定万卦寺跡の範囲内であり、その全体像を解明する上でも重要な地
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区である。このため地権者の同意：と協力のもと、辿跡の状況把担をl1的

として確詔調査を実施した。調壺は、辿跡が砒

る。周辺調査地の検出而の標高は、第6次調査ー約5.lm• 第29次調査

ー約5.5mと今次調査地より低くなっている。おそらく現代の土地利川

の差（水111と畠）とも考えられるが、今後の検証材科として記しておく 。ちなみに誰定塔跡の調査を尖施した第24

次調査では、検出椋高約5.9mである。

調査は、調査地の中央より東側に幅約2m．．長さ約38mの南北に長いトレンチをあけて行なった。北側では一

部東側に拡張し、また、調査地の南西11/llについても1|l{,i約 lm．．にさ約9mの東西 トレンチをあけて調査を行なっ

た。調究の結果、南北トレンチの中央より南illI)で迫路状追梢［IIIT46SF001]を確認した。土I}1観察から砂利を多址

に含む11，1 を 2 而確詔し 、 その 1‘•1,•`'1からも砂利 • 砂を多く含む不定形追構群を検出した。 確災な道路lllhiは約 6~ 7 

mを測るが、全体的に砂利を含む府が認められた。この町46SF001は、第29次調査の南il!i)で確認されている道路

状迫構の紬きと考えられる。第29次調1tでは、14~15世紀の東西溝跡も3条確認されているが、今次調査では整

地陪があるためか確詔できない。

その他の逍構としては、北側で建物跡［町46S8020]や小区11hjを示すと考えられる小規校な構状逍構、礎石と

考えられる巨石[IIIJ46SX010]、柱穴群などを検出した。II「f46SB020は、 ・（祁や礫を礎石とした建物跡と椎測される。

柱間は約2.8mと長く、拡張区で検出した柱穴は砂利を多く含み、本米は礎石あるいは碑がi社かれていたと考え

られる。このすぐ横で検出された町46SX010は、約Q.5X 0.7111を測る巨石である。礎石と考えられるが、周囲に

対となるものがみられず、町46S8020との関辿も椎測される。また、南北トレンチの北側では一部深掘りを行い

下府追構の確認を行った。結果、西側に掘り込むプランを検,')¥した。東西トレンチでは、ilり側に掘り込むプラン

［町46SX025]を検出している。現状で1|Ihi約5mを槻llり、南北方向の溝状逍構の可能I生が考えられる。

今回の調査では、ほとんど掘下げを行なっておらず、各辿構の性格や時期は不明なものがほとんどである。 し

かし、寺の施設と考えられる建物の一部が確認されたこと 、4i(i定南11!l)外郭線のやや北側で東西道路跡が1iii}じ万紺・

寺跡の中央付近まで延びていることなど重要な所見が1！げられた。また、出土辿物に瓦片が多くみられることも寺

坦訥であることを裏付けている。 （中西武尚）

第36図調査地点位置図
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第37図 46SX010検出状況 （西より）

第38図 南北トレンチ追構検出状況 （北より）

第39図 町 46SF001土府観察状況 （西より）

A
 

57968 

157974 

璽

5m 

第40図 第46次調査区迫構配四図 （1/200) 
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中世大友府内lllI跡第47次調査 （推定称名寺）

調査面積

地 域

約34.5対

A 

調査期間

調査担当

2004.09.16~04.09.30 

佐藤道文

調査地は、中 •1 11：大友I(CI内町跡における 1li：定称名寺に該当する 。 以前は

ガソリンスタンドが所在しており、その後更地となっていた。今回、当

該地に店舗が廷設される計両が上がり 、-1.Ji-1iii協議の結果、建物基礎が想

定される辿構而まで逹しないことが：I’.ll明した。

いることから必要最小限炭に留めている

設定している） 。

しかし、先述したように

対象地は称名寺の範囲内で、未だその規校、構染時期等は不明な状況で

ある 。 そのため（松九）•1•I フードサーピスの協力のもと、その解明にあたる

べく確認調引tを実施した。訛l究は、辿跡が破壊されないことが判明して

（トレンチ配iiりから1区～3区と

迫跡の概要

第47次調究区は、il(i定称名寺のほぼ中央部に位ii'_i:している。南に約50

第41図 調査地点位置図

mの離れた地点は中•Ill：大友1(cf内町跡第11次調査区 （県教委） にあたり、 16世紀後半の道路状辿構や土晶状迅構が

検出 され、 また井戸跡などの生泊1彫1辿追構も発見されている。 辿構は客土の下位で確昭される耕作土｝~1 (2陪あ

り近世～現代のものと位置付けられる）を除去した後に確認した茶褐土を碁撒として構槃されている。調査区の

南側 (1区）では低湿地と思われる粘例土プランも認められ、全体的に土壌は水分が多く、湿1文が高い状況であ

った。

検出した追構は、中Iii：後半のものとしては9経甜逍構（lllf47SX015)

げられる。

• 土坑 (II「f47SK005) • 町47SX025などが旅

近世段階の辿構 （溝状迅構：南北方向）はこれらの追構は掘 り込んでいることから、磁跡はその後、耕地化

したと考えられる。町47SK005(l区）は径50cm程のli6it土坑である。出土辿物には在地のロ クロ 目土師器杯、

瓦贋火鉢（蕨手文）、地、鉄釘などがある。15111：紀後半～16i1［紀前半に位1i/i:付けられるが、火鉢の特徴から時期

は降る可能性もある。町47SX015(2区）は在地系土師器 （ハコ型）を大拡に含む1徒梨辿構である。完存するも

のも多数出士している。近年、館内外を1廿lわず同様の土[:ili器／1＼土例がJ竹加している。共伴する土器から従来の時

期と1!ill郎が現れてきていることから、その絹年作業が急務の課題である。

現状では14世紀後半～15世紀前半とされる。町47SX025は井戸跡と思われる大型土坑の一部である。上位に在

する辿構からは瓦破）＇I-（焼成不良、二次披熱含む） 、鋳型？などが出こI・している。16枇紀後半には埋没している。

小結

今回の調究からは、寺の構造を示すような辿構はみつかっていない。しかし、町47SX015が確認されたことは、

町届の状況とは様相が異なり、本調査区が15世紀段階にも寺域内であることが推測される。16世紀後半に機能し

ていた辿構は検出されておらず、 現状では当該期は空1,\il地と考えられる。 このエリアの調脊は 、 周辺と比べ•I','i報

鍬は少ないことから、今後の調究'li例の附加することで、より具体像が描かれると思われる。 （佐藤 迫文）

33 大分市埋蔵文化財調査年報
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第43図追構配置図 (S=1/200) 

璽
第44図調査区全景 第45図 調査区全景（その2)

第46図 47SK005迫物出土状況 第47図 47SX015追物出土状況
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XI 中世大友府内lllr跡第50次調査（推定ノ コギリ町）

調査面積 約 lrri 調査期間 2005.02.09~05.02.10

地域 A 調査担当 服部真和

中世大友府内町跡第50次調査は大分市六坊北町に位阻し、 「戦国時代

府内似元図」によれば 「御蔵場」の南西側にあたる「ノコギリ町」の街路

が想定されている場所である。調査而栢は約 lm'と狭い状況であったが、

道路状辿構とそれに伴う側溝 ・1i列 ・柱穴などの追構群が確認された。

道路状辿構は、砂と砂利が薄く相互に栢み煎なっており 、それが約10

cmの］駁みをもって堆梢し硬化している。これに対し、砂と砂利の混じっ

た硬化していない埋土が約40cm幅で幣状に認められ (S•3） 、こ れに並行

するように拳大の川｝）；（石を一列に並べた石列が検出された。柱穴 (S-1)

は、道路状追構の上而から掘り込まれており 、平・而形状は隅丸方形に近

く、長辺は約50cmである。柱穴の底には根石と思われる拳大の礫がまと

まって検出された。裡土中からは京都系土師llll片 ・鶴の線刻入り瓦質の
第48図調査地点位置図

（火鉢ないし香炉）が出土している。時期は16'1止紀後半から末段階と考えられ、迎路状辿構が機能していた下限

年代を考える判断材料•である 。

本調査区は、調査而梢が極めて狭く制約があったが、先に述べた 「ノコギリ町」の街路を確認し「戦国時代1仔

内復元図」を追認できたことは重要な成果であった。 (}lIi部 襄和）
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第50図追構配置図 (S=1/40) 
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第52図出土迫物 (S=1/3) 



XII 上野遺跡群 （上野廃寺跡2次調査）

調査面積

地 域

92吋

A 

調査期間

調査担当

2005.03.28~05.03.31 

後藤 ・ 山下・'j.ij谷 ・ 服部 ・ 小住 • 森岡

くはじめに＞

当調壺地は、大分川西岸の上野丘陵上に位1i/i:しており、上野ヶ丘硲地

公園の東側山裾部に所在している。調査は、民間のアパート建設に伴う

事前の調査として実施したものである。今回の調介区は、平成10年度に、

古代寺院跡と思われる追構（版英碁坦を有する辿物跡）が確認された調

査区の西側に位骰しており 、前回の調査では調査区外に延びていたため

に確認できなかった版築基培の範囲を確認する事を第一のII的として調

引tを炎施したものである。また、；欄布期間が短期1iilであったl}、

チによる断而的な調究を主体に行った。

く調査概要＞

標高33m前後で辿構検出を行った結果、黄色粘質土の版英：I）湿辿

構を調査区西側において確詔することができた。また、試掘 トレ

ンチ．樅乱の壁を利用した土／竹観察によると、

トレン

この版染状辿構は、

南北方向においては、平而での検出範囲よりも北側調査区外に広

がっており、版英自体は後世の削平を受けていると考えられる。

また、東西方向においても、版槃状辿構は後世の削平か、甚坑上

而からの廃梨等による堆和なのかは不明であるが、平面の検出範

囲よりも東側調査区外にひろがっており 、版築状追構の範囲確誇

には至らなかった。

基棺については、調査当初、平而の検出範囲が、平成10年｝虹淵

査で確認された礎石建物跡の梁行の抽とほぼ同一方向であること

や、東西方向での土Ii,1観察によると版染状辿構」••i(Iiに数多くの瓦

片が堆栢する事から、瓦梢み基培の裾部付近と考えていたが、 一

部平而的に掘り下げを行った 2 • 3トレンチにおいても、明確に

基壇の範囲を確定できる追梢 • 1-i列等は確認することができなか

った約、基培の範囲についても確認には至っていない。おそらく

東西方向における、版築状迫構 I-.lfIiの堆梢土については、後世の

削平によるものであり 、基棺の範囲については、調望t区西側に達

していたものと考えられる。

調査中、多くの瓦片が出土しているが、瓦当を布する瓦｝｝は、

軒丸瓦 ・軒平瓦2点ずつ出土している。軒丸瓦は、平成10年1文の

調介においても・確認された百済系単弁庫・r丸瓦と上野廃寺跡の独特
の文様を有する複弁7莱蓮華文軒丸瓦である。'iil：ギ瓦については、

l，点は細片である為文様については、不明であるが、もう l.1・＇．［は、

旦！I廃寺の独特な文様を持つ均花店草文軒平此であると思われる。

（森岡兄司）

第53図 調査地点位四図

｀っク

，っ、,.

第54図 調査区全景（北側より） 冒

第55図

第56図

南北方向土屑断面

1トレンチ南壁土陀断面
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第57図調査区位置図 (1/2000) 

37 大分市埋蔵文化財調査年報



y=56910 
$=-G.N 

第1次調査区

x=24735 x=24745 

口

第2次調査区

．
 

゜
IOrn 

第58図退構配置図（1/200) 
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検出面下での残存部
A-A' 1トレンチ 土隈断面
B-B' 南北方向 土層断il!i

検出面下での版築状

遺構の推定残存部

第59図調査区平面図 （1/100)
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第60図

1，暗茶褐色粘門土

（近現代のi員み土、宅地造成による撹乱の影響あり）

2,Ell灰渇色粘質土 （瓦片を多く含む）

3，暗茶渇色粘質土

（瓦 ・土師器片を少量含み、黄色 ・白色粒子を多く含む）

4.eft黒褐色粘質土 （黄色 ．祖色粒子を少量含む）

5．団灰渇色粘質土

（瓦 • 土師器片を多く含み、柑色粒子を微量含む）
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19 

14．黄色粘只土

15．黒色土

16．黄色粘貸土

17．黒色土

18，黒色土

19．黒灰色土

（版渠基!I)

（版染基!I)

（版渠基ll)

（版築基!I)

（版染碁!I)

（地山）

豆 ロ ニ灰：土：土忠ブ色口土フクロを少ク量を含多も含も

1淡灰茶粘買土

（白、旧｀黄色粒子を多量に含む）

2.i炎茶沿粘質土

（白、t3、黄色粒子を多量に含む）

3．暗灰茶粘質土

（白｀柑、黄色粒子を多く含む

瓦片・硬を多く含む）

第61図 南北方向版築状追構土庖図 （1/30) 
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第62図 出土追物実測図 （1/3) 

第63図 2トレンチ迫物出土状況 （西より） 第64図 軒平瓦出土状況 （西よ り）
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XIII 大道遺跡群7次調壺

調査面積

地 域

118rrl 

A 

調査期間

調査担当

2004.01.10~04.09.28 

古白
I司甲 農 ・羽田野達郎

大道7次調査

当調究区は、大分市東大追l丁目、上野台地北側の沖梢低地に位

置する。調査区の周辺においては、南金池辿跡、東田室辿跡、大道

辿跡群等の発掘調査が進められ、概ね弥生時代から古代にI属する追

物、追構群が糾告されている。また、）関辺は大道条星跡に比定され

ている。このような歴史的烈＇！税の 中、 ;j,',lftは、実施され、その結果、

古墳時代の 1：坑を一基確認している。以下、主要辿構を列記する。

古瑣時代

土坑 （S002)

S002は、古瑣時代初頭の礎梨土坑で、甕、壺、恥杯がほぽ完形

第65図 調査地点位置図

に近い形で多数出土している。辿構の平而形態は、I-ll形で、最大幅は、約6.5mで、深さ約0.5mである。土肘は、

黒灰褐色粘土101を主体とする。

溝状追構 (S001)

SOOlは、溝状迅構で、J11よ大幅は、約6.5mで、深さ約0.5mである。追物は出土しているが、時期を確定できる

辿物の出土がなかったため辿構の時期は不明である。

以上の調イt所見から、当調布区域は、辿構の存在が認められていない区域だったが、）経梨土坑等の辿構が確認／I¥

来たことから、周辺域に追構が展開する可能性が考えられる。また、大道追跡群で確認される）径梨土坑の状況と

して、検出される追構の数は、少ないが、辿構に）症梨されている土器の点数が多いという ことが見てとれる。

（羽田野達郎）
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第66図 迫物出土状況 第67図 辿構配四図（1/200) 
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XIV 大道遺跡群8次調査

調査面積

地 域

ll 70rrl 

A 

調査期間

調査担当

大道8次，J1'1j介

•Ii調査Ix．．は 、 大分市東大道一丁il 、 ト野台地北il!ilの沖fi't(!1地に位置する

晶11f.区の周辺においては、南金池辿跡、東HIg衿辿跡、大道辿跡群等の発掘

I.J1,]介が進められ、概ね弥4：．時代から古代に屈する追物、辿構群が報告され

ている。また、周辺は大道条里跡に比定されており 、条星地割の線は、 N

-35° -Eであると考えられる。

このような、脱史的環様の中、調1f.は実施され、 その結果、古瑣時代の

古代では、溝状辿構を一条、近世の I．．坑が一基確認している

辿構を列記する。

以 I‘.、主要

2004.11.01~05.02.28 

高畠 戯 ・羽田野達郎

`‘‘‘`‘̀ •~ —‘ 娑·‘o、;• Ill)ベミ ・

疇

晨塁第68図 調査地点位四図

古代

溝（S001)

SOOlは、 4 次 • 5 次，Ji隣に接絞する溝で、辿構の残{-j:状況は良い。 最）＜輻は、約6.5mで、深さ約0.5mであ

ヽ

る

よ

大部分は、．9E色土によって毅われていた。辿構の断liii形状はゆるやかなU字形であった 土l,:11断1(1iにおいて

FI汁において、砂質 I．．のJfi湘が非‘i位に頻名であり 、鉄分沈和こよる硬質化が認められることから、水の流れ

が{(在していたことが1i(;il!ljされる。1,1,11泌i物には、

期の所存であることが考えられるJ

I • • [IIi器杯、 l".n1li器盗、 順Ii器央があげられ、辿構は古代の時

以上の他11t所見から、平安11か代初煩を中心とする古代の辿構が検出された。今IIII謳11fにおいても 、4次濶奔 ．

4汐＜乱計1t(こ糸没和h低J器｝
国

5次調査で確認された溝S0003に接紐する追構 (S001)を検出している この溝からは、

や1火釉陶器 ・平瓦が出土している。これについては、,J,',隣地が、 11il1祈比定地とポ近にあることに加え、瀬戸内if1j:

に1(1iしたiufll部の微高地 1．．という交辿の災地に 、，I：地していることを考駆して即iJrする必要があるとぢえられる
なお、溝は、水路と考えられるが、，JM1t地のliりに比走される）這道条里跡のN-35°

り、条里との直接の1彫1述はうかがえない また、 これまで出 1．．した大追辿跡群内において建物や溝についても今

のところ）ゞ追条用跡と一致する方lfilのものは認められない。古JitIlが代については、

II、『(tネJj5ii（こ｛、LiiItて5け’らi1.ると見られる鋭片が出 1．．した 当該期の辿構は少ないが、

-E、とは大きく異なってお

4次，ill.J1f.の表こI・.浪llぎII＿かに古瑣

5炭凋1tで古瑣時代初頭の l・・

器が多批にliti良された土坑が5基/I，1 1．． しており 、

辺 （西側 ・北lllll）を広く，i:.j1tしていく化しである

今後の調介に期待される

(;J;J 111野逹l'!|i)

今後、故年でIllグラウンド全域と周

第69図 調査区全最（東側よ り） 第70図 S001検出状況（西側より）
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XV 玉沢地区条里跡第9次調査

調査面租 2870吋 調査期間 2004.11.08~05.03.29

地 域 A 調査担当 高畠数 ・ 奥村義致 • 松竹智之

調在地点は玉沢地区条里跡の南西部にあたり 、付近には条星地割を明

瞭に残す水Il]が広がっている。今同の調1tは、糾合施工による植田中央

土地区両整理事業に伴い、都市，t|画道路市 ・玉沢線の路線範囲について、

受託事菜として発掘調査を実施したものである。平成16年5Jj~ 7月に

事業予応地全域での確認調査が実施され、その結果、今回の幽究対象地

は舌状に張り出す微高地とそのIlilに挟まれた低地が父互に分布しており 、

低地には古代以前の水LI」が存在することが確詔されていた。

調究は、調査期liilを考慰し、中世以降の水田土悩までを重機により掘

i'ilJし、古代ないしそれ以前の水111辿梢と、これと同時期に存在した微闊

地上の辿構群を確認することを主目的として行った。

古代と推定される追構 第72図 調査地点位四図

調在の結呆、低地においては、古代に），蒻する可能性のある明確な畦

畔を伴う水田而を 1而確認した 大畦畔は、調孔沿Iメ：中央の低地lで検出されたが、1敗高地lと微高地2に挟まれ

た谷状の地形を直線的に横切っており、方位はN・73°-Eである。両端部では南西→北東の段落ちとなっているが、

その他では明確な盛り土が残イfしており 、畦I畔よ りも附側の水Ill而との比高約10~20cm、北側水Ill而との比似i約

50cmに及んでいる。基底而幅は1.5~2.5mをはかる。この他、低地1ではこれと直行する小畦畔が検出され、低

地2でも同一と考えられる｝r1位で小畦Ill平が検出されている。これらの畦Ill半に伴う水Ill「hiにおいては、低地 lの東

部で、この而を直接殴っている洪水府 （黄掲色シルト）が確認された。またこの料により埋梢した動物の足跡も

水旧面上で多数検出されている。この水111而や、大畦畔からは、古坦時代の追物が出土してお り、古代以降の辿

物は出土していない。しかし大畦Ill．卜は、地形に制約されず直線的に構築されており 、さらに現存する条星地翡l」の

方位N・72°-E~N-74°-Eともよく 一致していることから、条里が施行される古代以降の可能性が高いと考えられる。

古堺時代の追構と迫物

古瑣時代の辿構としては、微翡地で竪火住届4棟、溝2条が検出された。竪穴住｝心はいずれも方形で主杜穴

は2本である。竪穴住居群とSD008については、概ね布留式の11．． が1hl幅におさまるものと椎定される。このうち、

SI-1010はベッド状逍構を有する(1・：居である。炭化材が多拡に出士しているが、出土状況から焼失住居ではなく 、

他の場所で焼けた部材を廃菜したものと思われる。1却而に掘られた小土坑からは、朱がまとま って出土しており

注目される。また、 出土した土器の中には焼成時に内部から破担したいわゆる「破裂土器」が出土しており 、付

近で土器が焼成された可能性を示唆している。

低地 lでは、先述した水田而の下l悴から心肘瞭ながら畦畔を伴う水田而を確認した。この士悩より下l付は自然

麟＇iの粘虹 ‘がであり、人為的な批拌は詔められなかった。この水IJ!土l昂中からは微高地上の竪穴住居群とほぽ同

時期の土器が出土しており 、古朋時代前期には水III化されたものと椎定される。なおこの土l竹中から、木製の鼠

返しが出士しており 、当該期には周辺に高床式の建物を有する染落が存在したものと椎定される。

今回の調査では、玉沢地区条星跡における微翡地と谷部低地と調査することで、同II寺期の染落と水田とを明ら

かにすることができたが、大畦畔の施行時期すなわち玉沢地区の条呈地割の成立時期については問題点を残すも

のとなった。本地域の条出施行時期についてはさらに検討が必要である。 （i凋畠 敷）

國
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調査区全最空中写真（西から）
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第74図 最下府鼠返し出土状況（東から）

第75図 大畦畔検出状況（東から）

第76図 SH010辿物出土状況 （東から）
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XV I 宮苑井ノロ遺跡（第2次調査）

調査面積約1.049ボ調査期間 2004.05.06~04.12.13

地 域 B 調査担当塔泌光ニ ・荻幸二

今回の調在は平成14年炭から続く質米西区圃整JIIじli・業に伴う lli逍建

設工事の事· Iiii調在として尖施した。 』/,]1t期間は 、‘|i•J成 16年 5 月 611~

12月13日である。

調査の結果、弥生時代から古瑣時代初めにかけての染落跡、硲地、

生泥地である水田跡がセットとなる良奸な辿構群が検出された

なお、開発，11・jil1j上、調引tlメ：を I区 ・11I;,(.: •III !メ．．と分けて調査を行った。

以下、主災追構について述ぺていく 。

第I調査区

県教育委員会が調査を尖施した部分を挟むように南北方Ifl]に延びる

約550而の調究区を設定し、北側を Ial;,{、南側をJblメ：と呼称した。

I a区南端及び Ib区で1t)心趾20甚、焼土坑がlJ悲、斐柁硲が 1甚、

土坑が11払、杜穴が多数検出された。

水田迫構においては、 I al区では近111：水IJIのf1(1iに4枚の水Illが確諒された。その水Illに伴う 10条の溝状追構

第78図 調査地点位四図

及び畦Ill半が確認されたが、近世期の水1111水土）＼‘仰の鉄分やマンガンの影翠限で検出が困難であった。

住居趾群の時期は、出 1：辿物の年代比定によると弥生時代中期から古瑣llが代前期の所産と考えられる。

第II調査区

開発計画」こ、調査区を分割しIIall • II b区と1呼称している

II a区の調査l(lifi'iは、約97niである。，昴l＿1tの結果、近世水[LIの 1汁葡に12~]3111：紀代の辿物を包含する第 1号水Ill

附と第2J,J•水 III 101が確認され、それに付随する畦JI昨や収水11などが検出されている。

第 lJ,J•水 Illにおいては 、 畦畔が 2 条 、 排作痕が 1 条検出された 第2り水Illにおいては、南北方Ifリの畦畔が6

璽

第79図 第 I調査区第1号烈棺硲（東方向より）
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条、東西方向の畦畔が5条確認され、水口が6本検出された。

II b区の調査面積は、約152rriである。調査の結果、近世水

田の下面に12~13世紀代の遺物を包含する 2枚の水田層と 9世

紀代の遺物を包含する水田層とそれぞれに付随する畦畔が検出

されている。

第1号水田では、 9条の畦畔が検出され、耕作痕が確認され

ている。第2号水田では、畦畔は確認されなかったが、牛の足

跡が検出されている。第3号水田では、 10条の畦畔が検出され

ている。

第m調査区

調査面積は約250rriである。調査の結果、調査区の大部分に

おいて、近世の水田下面に4枚の水田層とそれに付随する施設

が検出されている。水田陪は、 12~13世紀代の遺物を包含する

水田層が2枚、 9世紀代の遺物を包含する水田層が2枚である。

第1号水田では、 5条の畦畔が確認された。第3号水田では、

15条の畦畔、畦畔に伴う溝状辿構を 1条、取水口と考えられる

溝状遺構を 9条確認している。

まとめ

本遺跡が形成された、沖積平野はこれまでの調査成果から、

地下には複雑に旧河道が走っていることが判明している。河川

は洪水を起こす度に変遷していくものであるから、当平野では

頻繁に洪水が起こっていたことが想定される。すなわち、河道

の変遷とそれに伴う地形変動から土地利用の様相が解明できる

といえる。

第I調査区は、旧河道で形成された地形を利用して、北側の

緩斜面を水田域、南側の微高地を集落域という土地利用を機軸

とし、弥生時代後期～古墳時代前期はその間に墓域が形成され

るなどの土地利用が確認された。

第II• ill調査区でも、旧河道の中J•l•I 、ポイントバーで形成さ

れた微高地と河道の斜面を利用して、水田が形成されているこ

とが確認された。

今回の調査においては、本地区の具体的な人々の営みの状況

を明らかにするとともに、大分地域の沖積地開発の歴史を紐解

く上で大変重要な成果を得ることができたといえよう。（荻 幸二）

参考文献

大分市教育委員会2005『宮苑井ノロ遺跡 第2・3次発掘調

査報告害ー大分市都市計画事業賀来西地区区画整理事業に伴う

発掘調査報告害・」
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XV II 横尾遺跡第92次調査D-36地点

調査面積 約600対調査期間 2004.04.22~04.06.30

地 域 E 調査担当 塩地 ・古川・衛藤 ・岩尾 ・山本

調査地は、大分市大字横尾字布I[lに位置し、乙津川左船に沿って南北

に広がる鶴崎台地東端の尾根状先端部にあたる標ぶj約30m地、点に所在す

る。調査区北iII)には古瑣時代叫りに比定される円瑣2基と1溢土腋臨 1

基が確認された有田古瑣群が隣接し、調＿オt区東側に位俯する第88次調究

においては古瑣の周溝である可能性の高い）i＇ij溝辿構が検出されており、

当該地一幣に古墳群の存在が示唆される。また、イiI[1古瑣群の北側には、

丘陵の東側に向けて谷が1Jfl口しており、この一幣に横尾貝塚ならびに縄

文時代後期前菜頃に比定されるドングリ貯蔵穴群や、縄文時代単期末頃

に比定される 「水場の辿梢」 等が確認された第82次i既在地が所在する。

今回の調査については、先述した谷の西側丘陵部における縄文船落の検

出をは じめ、 一帝に広がる古瑣群の範囲確認さらには、各時代の辿構分

布状況の把掘を目的として行われた。調究を実施した結果、暗茶褐色土

第81図 調査地点位置図

を基盤而として多数の辿構群が検出された。

以下に、今回確認された各時代の辿跡様相についてまとめる。

古代

当該期の追構としては土坑、堅穴住居跡などが確認されている。

土坑 (SX068) 平而隅丸方形プランを呈す。：IJ}妬蒻の可能性が示唆される辿構である。埋土は21界に分附さ

れ、上附は11ff茶色プロック土、―l‘・附は黒茶色プロック土である。暗茶色プロック土中より骨片らしき小破片を採

取しており 、分析の結果が期待される。埋没年代については、出土逍物が土師器の小片数点のみであり 、詳細に

国
y二63,05000 

第82図 第1検出面迫構略測図 （1/300) 
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第83図 第2検出面追構略測図 （1/300) 

ついては1'.Il断できない。既往の当該地周辺』肪用においても瑣硲が確認されており、古代の坑硲群が点在する可能

性が想定される。

土坑 (SX082) 調査区北西端に位附し、一部調'rtl凶外に

広がる。現状で平而桁円形プランに復元される追構である。

埋土は2附に分辟され、上附は1Iff褐色プロック土、下肘は暗

茶痰色プロック土である。大宰府紺年Vl1期に比定される黒色

土器A類椀c、大友土器紺年9-IV期に相当する土師器杯a

などが埋土」心りから I I ,1 _-I：．した 。 その帰屈年代より 、 JJ I!•没年代

□言□」
j__ 

については9世紀後半頃に比定される。 0 10cm 

土坑 (SX088) 現状で平而円形プランを呈すと想定され

る辿構である。埋土は黒灰色土の単一／杓である。大友土器編 第84図 92SX088出土墨書土器実測図 （1/3) 

年9-III~9-IV期に相当する土師器杯a、同坪cが出土し

ており 、その帰屈年代より 、埋没年代については9ii［紀中頃

～後半頃に比定される。その中でも現段階では判読できない

ものの、俎杓土師器の存在は特箪される。掲，！｝は外底部に詔

められ、 文字数は 1文字と想定されるものである。

土坑 (SX137) 現状で平而隅）L方形プランを呈す辿構で

ある 。 埋土は焦灰色土の単一／t1である 。 J11!•土中 位において土

師器杯7点と土師器斐片 1点がまとまって出土している。と

りわけ杯については、すべてLl稼部を上にした状態で検出さ

れ、辿存状況も比較的良好であることから、一見、埋納辿物 第85図 92SX137辿物出土状況 （東より）

と考えられるものの、完形品ではなく、接合関係も認められない点や斐片が共伴することから、現段階では一括

に廃梨された辿物群と判断される。当該辿構の埋没年代については、大友土器編年9-III期に相当する土師器杯

aが4点出土しており 、その帰駈年代より 9世紀後半頃に想定される。ここで注tiされる事象としては土師器坪
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第86図 92SX137出土逍物実測図 （1/3) 

aのうち、器形が大きく、ミガキ a2 が丁率に施されるなど前代の属性が顕著に認められる一• I詐が存在すること

である。竹見の限り 、県内でもこのような一括rt料は皆無であり、1）1き統き検討を災する。
竪穴住屈跡（SH087) 詳細については後述するものの、古代に比‘1しされる造物が一定枇出!・.していることか

ら 、 今回は当該期の迅構として針凱•する 。 現状で径 5 m を測る平而円形プランを星す迅構である~ I未而に貼りlk

を確認し、！陪溝が認められる部位がある。主柱穴は4本で、中央部に焼」．．と炭化物を含む炉跡が検出されている。

蔽低l疫の建て粋えが想定される。Jりばからは、9世紀前半頃に比定される土師器杯a片、-,,t)'1-、 甕片と共に弥

生前期後半頃に比定される壺、弥生後期後菜頃に比定される鉢、同社：t、ミニチュアじ器などが一絣に出土してい

るが、その残存率は古代に比定される追物に比べて、弥牛時代に比定される追物の方が高い。符見の限り、リ，し内

でも当該辿構のよう な平而i1[j形プランを呈す古代の竪穴ftl,]跡の報作例は確認できない。一方、残存率の高い出

土辿物の帰属年代である弥生時代後期後葉頃の＇；i各穴（い出跡については 、‘’1該地周辺においても ‘|;-1/ITI-Y形プランを

呈す事は行過でき ない。これらのことから、現段階において

は古代の竪穴住居跡と断定できる根拠は皆無であり 、調究段

階で判別できなかったものの、弥生時代に比定される竪穴(1:・

1,•，;•跡の上而に 、古代に比走される堆梢附もしくは別迅構が雨

複しており 、姐物が枇入した可能性が高いと想定される。

中世

当該期の辿構としては溝状辿構 (S0064)が確認されてい

る。迅物は瓦竹の拙鉾などが出土しており 、15111：紀代に比走

される。 水路利／flの痕跡は認められず、用途は,j~Iリjである

近世 第87図 92S0088石列検出状況 （南より）

国
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当該期の辿構としては溝状逍構 (SD007• 008)、柵跡 （SA015)が確飽されている。

溝状追構（SD007• 008) 南北方向に調究区外へと並走する溝状辿構である。こLII、91観察の結果、両者には新Ill

関係が認められ、（古い方からSD007→SD008)SD008においては石列が検出されている。石列は現状で拳大の礫

が3段分確認され、SD007と正複する両側の石列は裂込め土によ り固定されている。一方、東側の石列は原位ii’i:

を留めておらず、詳細は不明であるものの、溝の壁而に町接礫が梢まれていたようである。西側のように重複す

る辿構がなく 、安定した堆梢土思が露出しているためか、裏込め土は認められない。

SDOOSの石列内の埋土は31杓に分li:1され、上から大きくプ

ロック土陪と礫崩落土lf91に区分される。水路利用の痕跡は詔

められない。18世紀後半頃に比定される）肥前盗付鉢（段爪）

片や関西系陶器碗片などが出土してお り、その帰屈年代より 、

SDOOSの埋没年代については18世紀後半頃と比定される。ま

た、SD007については出土辿物が1崩少であり 、詳細は不明な

がらも、SD008の埋没年代と近接した時期である可能性が高

し‘o

柵跡 (SJ-¥015) SD007の西側にほぼ(Ji••行する形で確認さ

れた辿構である。柵Ilりはほぼ2mの節Illl1柄で、SD007、008

に規制されて構築した可能性が示唆される。 第88図 92SA015検出状況 （北よ り）

その他に、地陪横転辿構6碁 (SX016• 062 • 099 • 113 • 151 • 159)が確認されている。内3基 (SX113・ 

151 • 159)のI戚終埋土はアカホヤ火山1:)</|91であり 、その下位に今回の追梢検出而 （基盤而 ・II裔茶掲色土）と同一

府と判断される堆梢土1杓が位i代する。このため、今回の辿構検出作業ではアカホヤ降下以前に堆栢した土屁を基

盤而として形成された、迎くとも縄文時代早期末頃までの追構確詔を完了した可能性が高いと判断し、調査を終

了した。

／」＼結

今回の調査では、縄文時代の辿構及び古瑣群の広がりを示す明確な辿構は確詔出来なかったものの、古代の追

構群が調査区西側に広がることが確認された。 本逍跡からは 、 使用痕の確詔された風字硯や越・）•I•I窯系ff磁椀など

優位性が忽められる追物群が出土しており 、さらに今同の調壺で訃胡陀I．．器が出土したことによ り、当該地に識字

1付の存在を跡付けたとして大過ないものと判断される。その存在については、第88次調査で確認された火非硲の

可能性が示唆される方形周溝迅構との関連が注目される。既往の研究成果によ り、火．汐践硲の被葬者は律令官人で

ある郡司候補者及びその一族の有力氏族と位置づけられている。当該地に8~9世紀の大規模な辿構を形成した

巣団については、検出辿構や出土追物の様相からも郡司候補者及びその一族である可能性は十分想定されるもの

である。今後の調査に期待したい。 （岩尾美保子）
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xvm 横尾遺跡第93次調査 (D-35• D-40地区）

調査面積約620出調査期問 2004.07.01~05.03.31

地 域 E 調査担当 古ll1匠・山本哲也・岩尾美保子・脩酌勧~吠睛i患

本調査区は大分市大字横尾字江又に所在する。平成15年度に確認調

査を行った第87次調査区が北に隣接し、さらに30mほど北に第82次調

査区が存在する。東側に横尾貝塚が立地し、周囲には縄文時代の辿構

が数多く存在する。

縄文時代前期前葉

今年度の確認調査は縄文時代後期前薬の追構面で終了しているが、

さらに下陪の追構も同一平面で一部検出している。この陪 (SX125)

は隣接する第87次調究区でも確認され、縄文時代前期前葉に比定され

る。第87次調査区で検出された小規校貝塚（第87次SX026)の一部と考

えられる獣骨屑 (SX130)や土坑数基を確認している。

縄文時代後期前葉～古代 第89図調査地点位置図

SX095を検出面とする追構群である。 SX095は第87次調査区で後期

前業の追構面に比定される堆積層（第87次SX024) と同ーである。包含する追物として、轟B式深鉢、羽島下陪

皿式深鉢の破片が出土している。堆梢の範囲は谷底に当たる平坦面にほぼ限定され、より標高の高い西側の斜面

地にはほとんど確認されなかった。この追構面では特飛すべき辿構が見つかった。

調査地東端と調査地中央付近で竪穴状追構を1碁ずつ検出した (SXlOO、SX115)。どちらも調在区南壁に一

部がかかり、土陪の状況からこの文化面を基盤附とする追構であることは確実である。またいずれの竪穴状辿構

も、底面で中央部に土坑を確認し、柱穴の可能性のあるビットもその周囲に検出した。とりわけ、 SXlOOでは張

り床の可能性のある府が検出されていることから住居の可能性が想定される。ただし、いずれの辿構からも焼土、

灰などは確認されず、また全長が3m未満と小規模であることから、住居と断定することはできない。

さらに、土坑を数碁検出した。そのうち 2甚は：I.：坑硲である。 ST085には伸展姿勢の人骨一体が埋葬されてい

た。この人骨は左腕、左屑甲骨以外の部位はほぽ完全に辿存し、かく乱をほとんど受けていない状態で出土した。

上半身に密着して周囲に小児人頭大ほどの自然石がすえつけられ、また足先が交差し左右のひざ関節が近接する

やや不自然な姿勢であり、埋葬時に下半身が緊縛されていた可能性がある。 ST120は撹乱を受けたために土坑の

大半が削平されており、人骨の上半身と右足が失われているが、骨・盤と左足がほぼ原位置を保って検出された。

出土状況から、屈葬姿勢であった可能性がある。 SX105からは頭蓋骨の一部が出土し、これも土坑墓であった可

能性が高い。 ST085、SX105、ST120からは、副葬品等の確実に追構に伴う遺物を確認していない。他の土坑は

平面プランが安定し土坑底が平坦である等の特徴を有するが、原位間を保つ遺物、有機物などは一切確認されて

おらず、その性格は不明である。

この堆積層（SX095)に形成された辿構から出土する追物は碁盤府に包含される轟B式土器が大半を占め、混

入と考えられる。一方でSX132からは小池原下府II式の深鉢口縁部が出土しており、 SX085からは須恵器甕片が

出土していることから、この辿構群の時期は縄文時代後期前薬～古代と考えられる。

直上の堆積層 (SX065、SX070)から出土する追物は縄文前期から後期の土器が多数であるが、少数ながら古

代の土師器片が出土していることから堆積年代を古代に比定できる。この層を基盤とする土坑を 2碁、調査区土

府で確認した。平面では認識できないが、 SX070を碁盤附とする追構面が存在するようである。

．
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中世前期

SX070の上面には中世前期の堆積層が複数確認され (SX035、SX040、SX045、SX060)、第93次調査区出土

分の大部分を占める、最も大祉の縄文土器が包含されている。しかし一定枇の古代の土師器、須恵器類も出土し、

また、 SX035から皿2期（尾上1983)に編年される和泉型瓦器椀や内外面にハケ目が見られる土鍋、 SX045から

輸入白磁皿VIlI類破片、 SX060から輸入白磁碗W類などの、中世前期に比定される追物が出土している。最も下位

のSX045、SX060出土遺物の年代は12世紀後葉に、最も上位のSX035出土の和泉型瓦器椀が13世紀前葉に位置づ

けられることから、これらの堆積は非常に短期間に形成されていることが分かる。

また、この堆積層を基盤面とする遺構を数多く検出しており、調査区の東端を除きほぽ全面に、規則的な配置

こそ示さないが、柱穴、土坑が多く分布する。これらの遺構は特に調査区の西半で各堆積層に確認され重複関係

も示すことから、短期間に繰り返し人為的な地形改変が施されたようである。

この時期の文化面は調査区西側の1/3程は自然地形の段丘礫陪が露出するが、西から東に下る斜面は堆積土が

厚く、斜面の上部が堆積土によって地形が改変され斜面の下部に比べて傾斜が緩やかとなっている。この緩や

かな斜面の南半部分で副葬品が伴う土坑墓を 2基（ST020、ST022)確認している。 ST020には研磨土師器、小

刀が副葬され、 ST022には曲物製鏡箱に納められた銅鏡、毛抜き、鉄製紡錘車、白磁碗w類が副葬され、さらに

土鍋が伏せた状態で納置されていた。 ST020はSX040を基盤層とし、 12世紀後葉以降に位置づけられる。 ST022

は段丘礫階を基盤面とし、堆積層との対応関係は不明であるが、白磁碗W類の存在と土鍋の特徴から12世紀後葉

に位置づけられる。大分市内で初めて中世墓から出土した銅鏡には外周部分に曲物状の木質がほぼ全面に付着し

ており、鏡のみを収めた曲物製の鏡箱に納入されていたようである。類例としては和歌山県吉備町天満 I遺跡

（註）などがある。

中世後期

中世前期の堆積層の上面に調査区のほぽ全域を覆う同一の堆積層を確認している (SX004)。この層には迪物

がほとんど包含されず、より下位の堆積層では出土迪物のうち縄文土器が多数を占めるのに対し古代の土師器が

大部分を占め中世の輸入陶磁器が一定批出土するなど、明らかに異なった様相を呈す。京都系土師器口縁部、胎

土目朝鮮産陶器椀高台部が出土していることから、この府の年代は16世紀後半頃に比定される。

まとめ

本調査の目的は縄文時代の居住域の確認である。縄文時代後期に比定される可能性のある文化面で竪穴状逍構

と土坑墓が検出された点で、得た成果は大きい。竪穴状退構2基は隣接する第87次調査地点でこの時期の地床炉

跡が確認されていることと照合すれば、この場所が居住空間であった可能性を示唆する。また、土坑墓はいずれ

も人骨を伴うものでありお互いに近い地点に立地することから、この場所が墓域としても機能したことが推測で

きる。ただし、既刊の「平成16年度大分市市内遺跡調査概報」の報文ではこの遺構面の時期を縄文時代後期前葉

頃と推定したが、調査終了後の出土遣物の整理により、 ST085の出土遣物に古代の須恵器甕片が含まれることを

確認した。混入の可能性があるが現状ではこの人骨が縄文時代後期前葉の所産とは確言できない。従って今後、

理化学的年代測定によって、依然年代が不明な他の人骨資料 (SX105、ST120)を含め、年代を確定する予定で

ある。

（註）関 真一2005『天満 I遺跡発掘調査報告書」和歌山県有田郡吉備町調査報告書第5巣
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第90図 出土遥物実測図（1/4) 

1.轟B式深鉢 (SX095)

2.羽品下層3式平行深鉢 (SX095)

3.羽島下屈3式平行深鉢 (SX095)

4. 小池原下屈II式深鉢 (SX132)

5.土師器杯 (SX065)

6.畿内系瓦器椀 CSX040)

7.和泉型瓦器椀 (SX035)

8. 白磁皿vm類 CSX045)
9 白磁椀lV類 (SX065)

10.土師臼鍋 (SX035)

`4 11.土師質鍋 (SX035)

12.京都系土師器皿 (SX004)

13.京都系土師器皿 (SX004)

14.朝鮮産陶器椀 (SX004)
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XIX 横尾遺跡第96次調査 (D-34地区）

調査面積 90rrl 

地域 D

調査期間 2005.01.31～継続中

調査担当 古川匠•山本哲也・衛藤亮介・大野亮介

横尾辿跡第82次調査区から北西へ35mほどの地点に位置する。第

82、第87、第93次調査区が所在する、北に開口する小規模な埋没谷

と、より北側で展開する、東に開口する大規模な谷との結節点に形

成された舌状地形に当たる。

表土直下には16世紀末から17世紀初頭に比定される堆積1汁

(SX006)より唐津系陶器碗高台部が出土した。第93次調査で調査

区一面に検出された堆積層（第93次SX004)と特徴を共有している。

この堆梢1~は第97次調究区にも確認されており一帯に同一の堆梢肘

が展開していた可能性が想定される。今年度の調査はこの堆積府の

掘り下げ途中で終了している。本調査区は次年度に調査を継続する

予定であるが、既往の調究ではこの段丘面上では第91次調査区第3
第93図調査地点位置図

トレンチを除き、表土下で堆梢厨が確認されずに段丘礫層が検出されることから、大規模な地形改変が幾度かに

わたって行われたと考えられる。しかし本調査区はその影椰が軽微なようで、堆梢府が調11:IK一面に検出される

ことから、中世後期以前の退構面が今後の調査で確認される可能性がある。 （古川 匠）

．
 

5m 

ロ
ェ主ご＇

゜
5cm 

l-T l l l l l 

第94図遥構平面図（1/200) 第95図 SX006出土肥前系陶器碗（1/3) 
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xx 横尾遺跡第97次調壺 (D-34地区）
調査面積 290吋 調査期問 2005.01.31~05.03.31

地域 D 調査担当 古）II匠・山本哲也 ・術藤亮介 ・大野瑞恵

当調査区の立地は、第82次、第87次調究地、点が位脱する北に1iflロ

する小規松な埋没谷から西側の台地上平坦而に向かって上がる斜而

地形であり、第93次調査区の北隣に位置する。第82、第87次調究地

点に於いては、中世の堆栢倍から大i¢の縄文土器が出土しており、

西の方角からの移動が想定されている。当調究区はその1盈／属地の候

補の一つに挙げられ、そして第82次調査区の縄文時代早期末頃の

「水場の追構」に関辿する辿構の存在も想定されたため、国］卓補助

事菜による確認調査を庚施した。

調査区内の大半を斜而が占めるが、表土直下から堅固な礫l晋が現

れ、第93次調査で見られた古代から戦国時代の堆梢は確認されない。

さらに調査区の北部は宅地の造成に伴って大規校な地形改変を受け、

礫陪で形成される本来なだらかな斜而が急角疫に削られている。斜

面においては辿構が一切確認されなかった。

第96図調査地点位四図

調査区東端部の斜而下の平坦而では第93次調究地．I•I・［の状況に対応する、中iII：前期から戦国期に比定される堆

栢陪 （第93次SX004、SX035、SX040)が確認された。また、12世紀後築～13世紀前菜頃に想定される第93次

SX040と同一の陪で柱穴 、 土坑を数碁検出した。 しかしこれらのJitflt l1"1の範囲は狭く 、 辿物の絶対•hしも少ない。

縄文時代の辿物の出土姑もごく少址である。今年度の調究は中世：前期の辿構而で終 J’ したが、さらに下位に縄文

時代の追構が展聞する可能性は低いようである。 （古川 匠）

゜I l,  9 苧

第97図迫構平面図（1/300) 
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XXI 横尾遺跡第98次調査D-24地点

調査面積 217111 

地域 E

調査期間 2005.03.14~05.03.28 

調査担当 衛藤 ・塩地

調査地は大分市大字横尾字東中尾に位附し、横尾貝塚の北西部に乙津

川に向けて1}肌j口する谷の北側隣接地にあたる。当該地周辺には既往の調

究により古代～111 •世にかけての辿構群が検出されており 、 とりわけ中世

前半期に比定されている掘立柱建物群の存在は、 111！下に広がる谷をLIlめ

る当該期の大土木地業との関連性が指摘されるものである。横l毛具塚西

flll)隣接地に所在する谷を埋めるこの造成土には縄文時代後）Ohiii菜頃に比

定される大拙の縄文土器が内包されていることから中世前半期に比定さ

れる掘立柱建物群が展開する段丘面上にも縄文時代の辿構群が存在する

可能性を鑑み、調究を行った。

今1111の澗査は横尾貝塚周辺部における縄文染落の範問確認を II的とし ．；．．．ゞ 、

た横尾辿跡確認調査事業として実施したものである。I，1,1-1．．辿物について
第98図 調査地点位置図

は現在コンテナ 2箱に保管している。調査の結果、i炎茶白色シルト質土

を甚盤j(Iiとして、掘立柱建物跡（98SX002)をはじめ、土坑や柱穴跡が検出された。

掘立柱建物跡（98SX002)については、2X 2111)以」．．の南北棟であり、主軸方向については真北よりやや東側に

振れる。出土辿物は佃少であり 、辿構の存絞年代はlui走できないものの、土師器の破片が出土していることから、

その帰属年代よ り古代以降に比定される。

また、土坑（98SX005• 007 • 011 • 012)については、 古代 (9世紀前半以降）に比定されるもので、98SX005• 

012からは緑釉陶器片、98SX011• 102からは焦色土器A類）＇［が出土している 。

以上のことから、当該地一梢には古代の追梢群が展1}}-lしている盗然性は栖めて高くなったと判断される。一方、

今回の調査のH的である縄文時代の追構群については、古代の辿構検出而において逍柚ならびに辿物もヤ『無であ

り、さらにその下位の堆梢土陪についても当該地両側ー・：けに）J£|｝flする粘土）悴ならびにその風化土）｝1に対応するも

のであることから下位において辿構が確認される II［能性は極めて低く 、本調究区においてその存在を示唆するこ

とは困難であると考えられる。 （塩地澗ー）
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xxn 丹生川坂ノ市条里跡（第 1地点）

調査面積 190吋

地域 G

調査期間 2005.01.21~05.02.23 

調査担当 五十川雄也 ・羽田野裕之

位岡

丹生川坂ノ市条星跡は大分市東部を北流する •)1•生川流城の沖梢平野

ー帝に広がる 。 揺l在地は•)1•生JI | 」滋．流域の西iやに位ii’t し 、 大こj•: 「 )1•J I|」、

字「野間l」」 に位骰する。

迫構・追物

第 1 地点の検出 した迫構は、溝 ・ ビッ ト ・ 土坑 • |'1然流路である。

ビッ トは、 その検出状況から、掘立柱姓物跡などを構成するもので

はない。また11然流路や溝との関連の布無も不明である。出 l：辿物は

土器小片が出土した。時期は不明である。 第100図調査地点位四図

土坑の多くは、残存状況が悪く 、平iiliプランがイ速冬形であり、 ：I’.

／悦観察からもその性格までは把梱できなかった。またi，1,1土逍物も土器片がほとんどで、時期の特定には至らない。

ただし、SOlOの土坑は、溝や自然流路と1関連がありそうで、残存状況は悪いが、弥生後期後策から終末の甕を

埋置する状況で出土した。

溝 (S015) ・自然流路は、溝が底部のレベル旅から南から北のに向かって低い状況であった。溝からは自然

流路と接する付近で士器の一括l症染を確忍した。土器は弥と1：．後期後菜の党 ・＇，蔽 ・高杯などの破片である。溝の性

格は 、 土器一括li認梨の状況と り靡のJ!I!•没過程で 1‘1 然流路との接，1.I,1:で掘られている」：坑 (S010) から 、 また周辺で

弥生時代の住居跡などの1-1=.iiiに関辿する追構群が検出時されていない状況を踏まえると、itii漑｝Tl水路に伴う祭祀

の可能性が邸のではないだろうか。 （：fi |川雄也）
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第101図辿構配四図（1/400) 

第102図迫跡全体図（上が西） 第103図 土器一括廃棄状況
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xxrn 丹生川坂ノ市条里跡 （第2地点）

調査面積 130ボ

地域 G

調査期間 2005.01.21~05.02.23 

調査担当 五十川雄也 ・羽田野裕之

位 四

-)1•LI·:)1 1坂ノ Tl i条星跡は大分市東部を北流する）1• I-| .ー．） I I 流域の沖fli平野一

幣に広がる。泄崎地は丹生）II上流域の西；ぷに(ii.iiりし 、 ）＜ こj•: 「 :J'J- JI I」、字

「野1iillI」に位散する。調査区は第 1地、点よりもilりに約200111のところ

である。

辿構 ・辿物

この；Jil1tJ應,.'•'ー．で検出した追構は 、 土坑 ・ 溝 ・ ピ ッ ト ・ 掘．v•-fi：姓物跡 2

棟＋ aなどである。それぞれの辿構からの出土辿物は少ないが、辿構検

出ifi の町」:../,•サは古瑣時代～古代の包含／汁が1以 さ 20cmほ どで広がってお 第104図 調査地点位四図

り、検出した迫構は古代以前と考えられる。

」：坑はS015から、弥生時代後期の央片が出土した。S010からは底lfりから炭化物や焼土が検出できたが、辿物

はほとんどない。

溝 (S011)は、古代の土器片が出土した。溝の残在状況は小良で、南北に延びている状況である。

掘立柱建物跡は 2 棟確認した。 2 棟とも調11' 1べ内で完結するものではない。 柱穴からの出―-I・：辿物が少•: 1しの破片

のため、時期の特定は難しいが、 古代以前である II［能性が似jしヽ 。またS82を構成する柱穴の残在状況は良好で、

柱木が残存してしヽた。

ピッ トは、前述した掘立柱建物跡を構成するものがあり、さらに調介区の南ij!ljでもピッ トの染中箇所が見られ

＼
 

O) 
ー

ることから、謳l'.ft区外に渡って、掘立

杜建物跡もしくは柵跡などを構成する

のかもしれない。 （五十川雄也）
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第106図 調査区全体 （上が西）
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第105図追構配置図 （1/200) 
5 

第107図 SP016柱木出土状況
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x汀 丹生川坂ノ市条里跡 （第3地点）
調査面積 615rrl 

地域 G

調査期間 2005.01.21~05.02.23 

調査担当 五十川雄也 ・羽田野裕之

位 四

丹生川坂ノ市条星跡は大分市東部を北流する丹生）Iii瓶域の沖fi'i平野一

幣に広がる。[Jil究地は丹生川上流域の西岸に位：iiりし、大字「丹川」 、字

「奥園」に位附する。調壺区は、台地と沖梢地の疫の緩斜而にある。

さらに周辺に展開する字名を見ると「堀内」・「宗角寺」・「古市」・「l"l

前」などがあり 、中世期の秘落が展llflしていたものと思われる。また調

究区から丹生川を挟んで東に大友11代の大友親芳の磁も所在している。

追構・ 達物

第3地点の検出した辿梢は、縄文時代晩期末の裡甍2碁と包含J1'1、中

1II：の造成土 ・柱穴群 ・土坑などである。

縄文時代晩期末の埋甕の2基 (S00]とS002)は、S002の残存状況は
第108図 調査地点位四図

良好で、SOOlは胴部から下が残存するのみである。S002は甍を「＇l［立の状況で埋附している。土器は2甚の埋斐

とも下焦野式と呼ばれるもので、斐内部からは人骨などの出土は明確に確詔できなかった。またS002の底部に

は意．図的に穿孔があけられていた。

包含）1,91は裡甍の追構に切られる状況であった。包含｝（位からの出土辿物は少柚で、小片のため時期の特定は困難

である。

中ill:の辿構は、立地が緩斜而である ことから、造］成を行い （造］成土： SlOO)、そこに杜穴群を確詔した。柱

穴は現状で約10棟の建物跡を構成する。その重複 ・切り合い関係から2~3時期で展開しそうである。出土辿物

はほとんどが、 土師質土器杯 ．lUlであり 、陶敵器類は出土した土師器の虻の2％弱ほどである。

柱穴や辿成土、土坑からの出土辿物から、14・1せ紀～15-JII：紀を中心とした染落跡と思われる。補足ではあるが、隣

接した土地から試掘調査で石組みの井戸跡や土師器祭祀：I：坑などを検出している。 （五十川雄也）
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第110図 迫跡遠景（西よ り）

第111図埋甕（S000)出土状況（東より）
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XXV 城原 ・里遺跡第8次調壺

調査面積 837.8rri 調査期間 2004.06.15~05.01.13 

地 域 G 調査担当 池沿千太郎 ・羽田野裕之

城原 ・里遺跡は、大分市大字星に位岡し、東西に延びる標沿j約40

mの丘陵東端に所在する。第8次調査地点は、同辿跡の中でも比較

的微高地上に位置し、約400m離れた西側には海部郡而の政Jyと考

えられている第2次～4次調介 （中安追跡）が所在する。

今回の調査は第7次調究区の南西側にあた り、A・B • Cの3ヶ

所に調査区を設定した。 A 区（ま、第 5 次 B 区•第 6 次晶）:i't lヌの北

側である。B区は、第7次調究区の西側に位散する。Clx：は、第7

次DI区で検出された建物跡の南区域における辿構確認の一閑として、

第7次調査D区より約13m南側に、幅約3m、装さ約10mの調孔ミ区

である。以下に各調査区についてその概要をまとめる。

A区 確認された辿構は、2条の溝状追構、溝あるいは段落ちの追 第112図 調査地点位四図

構と考えられる不明辿構l3碁のビッ ト等が確詔された。中央部を

東西に走る溝状逍構(SOlO)は、飯大幅約2.5m、深さ0.04mである。調査区の南側を東西に走る不明追構(S015)は、

現状で被大幅0.8m、深さO.lmである。いずれも弥生土器が出土していることから、第5・6次調査で確認された

弥生時代の住居跡や柱穴の関辿が指摘できる。

B区 調査区からは、多数の柱穴、4軒の竪穴(_1:l，叶跡、掘立柱建物跡 ・総柱建物跡が11棟検出された。1iいの

建物群は、重複がいたって少なく整然とした配i在であったが、配置状況や出土辿物の年代、さらには主軸方向や

一部の重複関係から、大きく 4系列に区分した。なお南側にはC区で検出された堆梢土と同一のものが見つかっ

ており 、ここから中憔の瓦質の拙鉢が確認されている。このI悴を剥ぐとSB031の建物杜穴を検出することができた。

●「主軸方向がを真北より西に40~5゚ 振る俎物群(SB024• S8023 ?)」

SB024は、調査区の東側で確認され、南北方向に桁行が延びた掘立柱建物跡である。71:[j x 3間で身舎而梢が

調究区の中で蚊も大きい。一部の柱穴で土IM観察した結果、規校は、直径約l.Om、深さ約0.5mであった。柱穴

(S072)埋土からは、かえりの付いた須忠器の姫(ROll)の破片が出土し、特徴により飛鳥編年W期の7祉紀後

半代に位置付けられる。建物の東側には桁行方向に柱穴が並び、柱穴の規校が径約0.6111、深さ約0.24mと建物の

柱穴より小さいため、庇と考えられる。S8023は、S8024の西側に平行した場所で検出した。規模は不明である。

主軸方向や時期に1具jしては検討する余地があるが、視状では主軸方向が西に40~5゚ 振るものと考えられる。

●「主軸方向を真北より東に2゚ 振る建物群(SB022• SB031 • SB032?)」

3棟の建物は、それぞれの柱筋は揃わないが、 SB022とS8031は南北方向を主哨IIIとして、現状で南北25m以

上に延びる建物配骰で、柱lfll も同一規模である~ SB022の柱穴は、直径約1.0m、深さ約0.7mの規校であった。

SB032はS8022• 031に而行し、更に東側に延びる可能性があり 、検討の余地がある。出土追物は、SB022の柱

穴(S023)の掘り方坦ばからク［（恵器のかえりの付いた盗(R004)の破片、柱穴(S033)の掘り方埋土から須恵器の盗i:

(R007)のつまみ部分、杜穴(S034)の掘り方坦［土から須忠器の高台付坪(RO08)の破片が出土し、特徴により飛島

編年lV期の7世紀後半代に位i;li:付けられることが分かった。

●「調査区の西側に縦列に配1i/i:された総柱建物群（SB027• S8028 • S8029 • SB033)」

4棟の総柱廷物跡は、東側の柱筋が揃っていることから正ihi観を東側に窃識して建てられた可能性がある。

SB027の柱穴は、径約0.9m、深さ約0.4mの規校であった 出土辿物が小片であるため時期は確定できないが、

国
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S8028の柱‘人の一部が中世の溝に壊されていることや杓Illl方向がこれまで確認された 7Ill：紀後半代の建物方向と

類似すること、jii:{l't|．．の設察から 7世紀後'|'・.代の範疇に収まるものと考えられる。この総柱建物跡は、小規校で

あるが、約l3rrfと約10m'の2法：化の身舎1ftifl'iが存在する。

●「東に大きく振る総柱建物群(S8025• S8026 • 5B030)」

3棟の総柱建物跡は、 これまで検出した建物の方位とは異なり 、東に大きく振る。SB025の柱穴は、径約0.4m、

深さ約O.llmである。総柱建物群の堆梢土は、古瑣時代によく見られるII行掲色土であること 、古閉時代に比完さ

れるSH115の住屈跡と同一方位を取ること 、S8022との収複関係から、少なくとも古瑣11が代から 7111：紀後半以前

までの年代幅に収まるものと考えられる

c区 辿構は、北側に柱穴が確認．されたほか、調．1t区の中央から1tifl!ljにかけて払甜ti(liを掘り下げた後に沢なっ
た J•itfi't :.t． を狸めた状況が確陀された。 l1Hi'1 I ·. は Blメ IfifI!Ij でもii、(1’・ ，認され中世の迅物が含まれていることから中 Ill,•以

降の所胎と考えられる。このJii:flげを一部除去したところ、下部より比熱を受けた而や柱穴群を検出した。柱穴

のなかには、これまで検出された掘立柱仕物跡と,,ij節のものが確認された。他にも直径約 lmに達する杜穴が数

碁確認された。こうした結果により 、Clx．．周辺にも 古代の掘立柱俎物跡が（｛在することが判明した。

今回の調介により 、当調究地のB区において 7世紀後1年～ 8111：紀前後にかけての建物が展Ijtlしていたことが判

明した。建物群は、 各々の方位：i店や配ii/iの評価によ って、現状で少なくとも 31111以上の配紺変更が詔められる。

昨年｝文までの調1t結果を総合すると 、S8024の建物評価に関しては、 i汀IqIl方向や／1＇1 1．．辿物より建物群3期に

第114図 追跡全最合成写真 （上が北）

第116図 SB024（南から）

国

第115図 S8022検出状況 （北より）

第117図 S8027 • 028 • 033（南から）
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該当し、当該期の建物配置状況はL字型またはコの字型の建物配i府の中心部に位骰する建物と考えられる。なお、

c区で確詔された掘立柱建物跡の一部と思われる柱穴や南に延びているSB031の存在から、 C区周辺あるいは建

物施設椎定範囲の南東側にも建物が展開し、 3期の建物群がコの字型配・i性を擁する可能性も示唆できる。今回の

調査では、建物群l• 2期に比定される建物群と方位を同じくする建物跡が存在しないため、建物配置が閉塞し

ロの字型の配1i'i:を構成しない可能性が高い。

主軸方向を真北より東に2゚ 振る建物群（SB022• SB031 • S8032?)は、当地西端部において確認されているこ

とから、現状ではいずれかの段階における施設の外郭線の一端を構成する建物群と考えられる。

調査区の西側で確認された介）収群（SB027• SB028 • SB029 • S8033、SB025• SB026 • SB030)の存在も、城原 ・

BL謡迫跡でこれまで確認されなかった点で看過できない事象である。つまり、当地の丘陵の西端部に建てられてい

たことや掘立柱建物との配置状況を考慮すると、この楊所が倉／Ili群の領域として確保されていたのであろう。

以上のことから、今年炭確詔された掘立柱廷物跡群は、これま で第 5 次 • 第 7 次調査で確認された建物群に強

く関連するものであり 、特に建物群 1期～3期の建物群は、変則的なコの字製、L字型などで構成された官術的

な施設やそれに類する施設と想定される。 しかし、全国的に見て評段階の官術施設は、定製化しておらず未だ不

明な点が多いため、今後の調査が期待される。 （羽田野裕之）

辿構名 規 模 柱間寸法（桁行X梁行） 建物方位 身舎而秋

S8022 51、iijx 21ill、lQ1 X 4」4m 2~2.lm x 2m 南北 N-2・-E 42.87対

S8023 
211fJ x2+ a Ifり、 4mx4.6m+am 

（東に庇付き？ ）
23~2.4m X 2.2~2.4m 南北 N-4~5• -'vV 18.07以上m'

S8024 
71lij x 3|lIl、1019mx 4.9m 

南北 N-4°-W 59.75m' 
（東に一部庇付き？）

16~1 7m x 1.5m 

S8025 21lIj x 2|lil、3.5mx33m l 8mx 16m 北東 N-36°-E 11.44m' 

SB026 2|ill X 2|!il、3.3mx2.7m l 6mx 13~1.4m 北東 N-43・-W 8.94 rrl 

SB027 2|lll X 2|lll、3.5mx3.5m 17~1.8m X 1.7~1.8m 南北（真北） 12.78rrl 

SB028 2|il] X 21iil、3.4mx3.0m J.4~1.5m 南北（真北） 9.96rri 

SB029 2|ill x 21lil ?、?mx3.0m 1.4~1.5m 南北（哀北） 9.06吋

S8030 2|lij x 21lil、2.9mx30m 1.5~1.6m 北束 N-52'-E 8.13耐

S8031 3|iij x3+ a Ih1、46mx6.3+am 2.2~2.4m 南北 N-2'-E 42.83以上1甘

SB032 2|:il X 31:il、2.8mx4.9m 1.7m x 14m 南北 N-2・-E 14.82以上対

SB033 2|:ij x 21:ll、35111X ? 111 1.7~l.Sm x 1.7~18m 南北（其北） ? I甘

第118図 掘立柱建物跡一跨表

二 こ I 三 ・ぐ・・
R004 (S023) R006 (S026) R007 (S033) 
〔S6022〕 [SB022〕 〔S8022〕

＼ ••三‘ こ ’ ・ミ
， 

：戸ク＇I ＼ 
R008(S034) ROI I ($072) R028（表土）
〔SB022〕 〔S8024〕

゜
10cm 

第119図 出土追物実測図（1/3) 
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第w章 受領図書一覧

1.調査報告害

北海道 帯広市教育委員会

山形惧

吉田骰'ft科•果 1 6

吉田粘ft料果17

山形市教育委員会

叩；(l]j詞： 第3次発掘，品j在報告料：

山形即l1Jf釘lil'I滋文化財，位］究饂・.11ド 第16果

双栄町迎跡 （山形城：の丸跡）発掘，湖牡骰；，；・lIF（近Jlt紺）

山形限山形9|iJ’l滋文化財』1£報店，1ド 第l7染

山形西If:j敷地内逍跡発掘R目査報告科
山形児山形IiiJII滋文化財逍査祁；＇i， 1卜 第18果

吉原 I逍跡 ・li/);(II辿跡 ・吉I);illli印跡 ・{flJ;il¥1遺跡 ・,10,;(11遺跡

山形即11形IIiji［蔵文化財調査報告，＇t 筍19!/;

福島県

栃木県

群馬県

千葉県

東京都

観音咄遺跡発掘，凋介報告，界

山形仙ll形叩I！蔵文化財調査報告｛＇ド

成沢西辿跡発掘，J/HdlH'i・科：
第20染

山形恥ll形IIiJ91［蔵文化114調 1t報告i'ド 第21果

河原III逍跡梅野水1i1/2 il'.l跡発掘湖査報告・,'F
山形助ll形IIiJII［蔵文化財湖在報告芥 第22果

山形市埋蔵文化財，月1Hl；報（平成l4年度）

いわき市教百委目会

根坐遺跡

いわき市JIIt蔵文化財，Mt報告 第1091冊
菊竹遺跡 一 ，＇jtj't時代硲域 • 平安時代果浴跡の，悶ft­

いわき11iJ’l漏笈文化財，;J,¥j査報告 第I!Olllt 

折返B遺跡 I I{. 
いわきTlil11!.蔵文化財，位1ft祁告 第106lllr

郡山市教吉委月会

大安励，片坑群 ー第5次，位11t報i';・-

守山城跡 一窮2 • 3 • 4次凋査様；’t-
H張遺跡 ）＜槻I;,11J;i遺跡 （第次）

蝦必9対横穴硲群 ー12• 13号横穴晶1汁札；’i•一
蝦火穴横穴俗群 ー12• 13り横；；又出上j且物t1l;\• 一
i,'i・水台此跡 ー第24• 25次，．凋査報；片ー
郡山市埋蔵文化財分布曲究報告ll

足利市教育委員会

足利市の近代化辿瓶

足利IIi文化財，刈1t報告，'l'
平成13年9父文化1141呆，，要年報

足利市J’l！蔵文化財，』1t報告
平成14年9父 文化II'「保；反年報

窮3果

第48染

足利IIIJ’l！蔵文化財』1t報告第50災

平成15年度 文化財保没年報
足利市JIIは［文化財，凶在杓告

専修大学文学部考古学研究室

第51染

山名伊勢塚占J代発掘，月査概報(l)

山名伊勢塚阻j't発掘場究概報12)

市川市教吉委目会

下総11;11/.f跡
l*ll{f台j誼跡緊急．確認．，闊輝陪•;11:

国立歴史民俗博物館

国立胚史民俗博物館研究報告 第;109染

国立歴史民俗博物館研究報告 第110果

国立歴史民俗博物館研究報告 第Ill果

同立歴史民俗博物館研究報告 第ll2染

国立1/.f:史民俗博物館研究柑岩 第114果

国立胚史民俗博物館研究報告 第115果

国立胚史民俗博物館研究報告 第117染

国立歴史民俗博物館研究報告 第118染

国立歴史民俗I導物館研究報岩 第119果

国立歴史民俗I収物館研究報告 第120巣

国立1／た史民俗博物館研究年報12 2003年9父 史村・紺9

国土交通省・文部科学省・文部科学省構内追跡細査会

文部ff学省情,1、l遺跡

近iIt

若宮のh,i跡発掘』＿1t報告11ト
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小学館
妙後1{flJ..1城・岡城 週刊名城をゆく40

東京都北多摩南部建設事務所・三鷹市教育委員会・三鷹市迫跡調査会

天文台構内追跡III

三鷹市埋蔵文化財調査報告 第27果

島射敷迅跡III

三鷹市埋蔵文化財調査報告 第26果

東京都埋蔵文化財センター

多麿ニュータウン遺跡 No.520遺跡

東京都埋蔵文化財センター調究報{'i・ 第137果

多庶ニュータウン迫跡

東京都狸蔵文化財七ンター謡lff.報作 第145染

多lれニュータウン遺跡 ーNo.920遺跡一
東京都埋蔵文化財センター調在報i『 第146染

多摩ニュータウン遺跡池72,795,796 (15) 

東京都埋蔵文化財センター調ft報告 第150染

多咲ニュータウン遺跡

東京都埋蔵文化財七ンター調ft報告 第151果

多摩ニュータウン遺跡 No.192遺跡

東京都埋蔵文化財七ンター謂査報告 第152果

多席ニュータウン遺跡

東点都埋蔵文化財七ンター講査報告 第153果

多席ニュータウン遺跡

東点都埋蔵文化財七ンター調ft報街 第154m

多摩ニュータウン遺跡 一池243• 244遺跡ー（古用時代以降） 第l分冊一本文紺一
東京都埋蔵文化財センター調査報作 第155果

多摩ニュータウン遺跡 ーNo243• 244遺跡ー（古用時代以降） 第2分冊ー付録・図版紺一
東京都埋蔵文化財センター調介報！占 第155染

府中市教育委員会・府中市迫跡調査会

武蔵国l(.f関連姐跡調査報告31

9（がl'rli埋蔵文化財調査報告 第33巣
武蔵国1仔l関連遺跡調査報告32
l（卜l1市埋蔵文化財調査報告 第34染
武蔵国府関連退跡調査報告33

l(.f中市埋蔵文化財調査報告 第35染

武蔵国府の調査23 昭和60年度

武蔵国府の調査25 平成7年度

武蔵国府の調査26 平成8年度

森トラスト卸・千代田区東京駅八固洲北口迫跡調査会

東京駅八煎洲北口遺跡 第1• 2分冊
疇日本建物・三井住友建設卸・卸武蔵文化財研究所

武蔵国府関連遺跡調査報告

武蔵国府関連遺跡講査報告

神奈川県逗子市教育委員会

国指定史跡名越切通 崩落対策検討報告曹

新潟県 中城町教育委員会

下名介追跡4次

中城町埋蔵文化財調査報告 第28染

大塚追跡第3次

巾城町埋蔵文化財調査報告 第29染

)';［野辿跡2次

巾城町埋蔵文化財調査報告 第30染

松敷追跡2次

中城町埋蔵文化財調査報告 第31梨

Jit駄天山遺跡

中城町埋蔵文化財調査報告 第32染

宮山眼 財団法人 宮山県文化振興財団埋蔵文化財調査串務所

道場 I• II遺跡発掘調査報告
貨山叫文化振興財団埋蔵文化財発掘淵1汁it;’;•第22染

埋蔵文化財調査概要 一平成15年度•

紀要 1]Ill考古学研究第7号

！！．＼河尺H追跡・黒河中老田遺跡発掘調査報告
1:f山貼文化振興財団埋蔵文化財発掘潤介報告第25果

山梨惧一宮町教育委員会

松原退跡

史跡甲斐国分寺跡

史跡甲斐国分寺跡II

67 大分市埋蔵文化財調査年報

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2003 

2004 
2004 

2003 

2004 
2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 
2004 

2004 
1982 

1983 



いちのみやの遺跡 一宮町埋蔵文化財発掘調牡概要報告i’}ー平成8年度

一宮町文化財調査報告 第25巣

いちのみやの遺跡 一宮町埋蔵文化財発掘調介概要報；Iift-’l勺戊9年度
一宮町文化財調査報告 第27巣

筑Ijil原累跡

大原退跡発掘調査概報

甲府市教育委員会

史跡武lll氏館跡XII
叩｛f市文化財調査報告25

叩{f市内遺跡 I

叩｛f市文化財調査報告26

本郷B遺跡
叩{f市文化財調査報告27

社会福祉法人 沼翔会・大坪迫跡発掘調査会

大坪遺跡

平成12年9虻調査地点の報告

山梨屎石和土木事務所・一宮町教育委員会・一宮町退跡鯛査会・南西田退跡発掘調査団

南西田退跡瀾介報告柑

一宮町文化財調査報告 第26染

山梨県峡中地域振興局・（財）山梨文化財研究所

平石遺跡

山梨県峡中地域振興局・甲府市教育委員会

塩部遺跡I
叩｛f市文化財調査報告24

闇松本興業・（松土佐屋・一宮町教育委員会・一宮町退跡調査会

竜ノ木追跡

静岡県袋井市教育委員会

平成14年度 掛之上迫跡13• 16 • 17 本文紺・・写4'は図版紺
平成14年度 掛之上退跡14• 15 • 19 本文紺．．、サ其l叉l版紺
平成14年度 掛之上迫跡18 本文紺・ •写其図版紺

愛野向山II遺跡
愛野l~J1!1II遺跡・愛野向山B古墳群発掘調査報告iII:
地蔵ヶ谷古瑣群・横穴群I• II 
袋井市考古ft料染第4染

愛知惧財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター

平成15年度瀬戸市埋蔵文化財七ンター年報
江戸時代の瀬戸・美濃窯

名古屋市教育委員会

埋蔵文化財調査報告書49
名古展市文化財調査報告63

狸蔵文化財調介報告軒50

名古屋市文化財調査報告64
高蔵追跡第44次発掘調査の概要

高蔵退跡第45次発掘調査の概要
朝H遺跡第13次発掘調査の概要

名古屋市住宅都市局・財団法人 名古屋都市整備公社

金Il1北追跡第一次発掘調査報告弗

金Ll1北追跡

名古屋市上下水道局下水道本部

千音寺遺跡発掘調査報告許

名古屋大学

名古屋大学文学部研究論染149

西日本電信霞話株式会社名古屋支店

名古屋城三の丸退跡 一平成12年度NTT寵話工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告曹一

岐阜駄土岐市教育委貝会

窯洞 1号窯跡発掘調査報告書

土岐市教育委員会・曲土岐市埋蔵文化財センター

下石西山窯跡発掘調査報告害

岐阜市教育委員会・財団法人 岐阜市教育文化振興串業団

史跡加納城跡

財団法人 岐阜市教育文化振典事業団報作肉 第12染

タルイビアセンター歴史民俗資料館

タイルピアセンタ一年報 NalO 

三重屎松阪市教育委員会

史跡宝塚古柑 本文紺・図版紺

松阪市埋蔵文化財報告書 l

1998 

1999 

1986 
1990 

2004 

2004 

2004 

2004 

1998 

2002 

2004 

1995 

2003 

2003 
2003 

2004 

2004 

2004 
2004 

2004 

2004 

2004 
2004 
2004 

2004 
2004 

2004 

2004 

2001 

2003 

2004 

2003 

2004 

大分市埋蔵文化財調査年報 68 



四日市市教育委員会

一般国道 1号北勢パイパス埋蔵文化財発掘調査概報暉

山奥遺跡II

四日市市埋蔵文化財発掘調査報告曹32

滋賀惧安土城郭調査研究所

滋賀県安土城郭調査研究所年報

滋賀県教育委員会

特別迫跡 安土城跡環境整備事業概要報告柑XI 
京都府城陽市教育委員会

城賜市埋蔵文化財調査報告1It 第47染
城隅市埋蔵文化財調査報告曹 第48染

城賜市埋蔵文化財調査報告行 第49染

財団法人 長岡京市埋蔵文化財センター

長岡京市埋蔵文化財調査報告曹 第37染

長岡京市埋蔵文化財調査報告許 第34染

長岡京跡右京第785次発掘調査報告

長岡京市埋蔵文化財調査報告肝 第38梨

長岡京市埋蔵文化財七ンター年報 平成14年度
長岡京市埋蔵文化財調査報告行 第39染

長岡京市埋蔵文化財調査報告1'「第40梨
長岡京市埋蔵文化財調査報告打 第42梨

長岡京跡右京第801次発掘調査報告

長岡京市埋蔵文化財調査報告舟• 第41染
長岡京跡右京第807次発掘潤介報告
長岡京市埋蔵文化財調査報告曹 第43染

大阪大学大学院文学研究科

西日本における前方後円項消滅過程の比較研究

大阪大学埋蔵文化財調査委員会

大阪大学埋蔵文化財調査室年報l

貝塚市教育委員会

貝塚市の史跡と文化財

貝塚市遺跡群発掘調査概要26

貝塚市埋蔵文化財調査報告 第65染

熊取町教育委員会

熊取町遺跡群発揺調査報告曹 •xvm

熊取町埋蔵文化財調査報告 第44巣

堺市教育委員会

堺市文化財調査概要報告

堺市文化財調査概要報告

高槻市教育委員会

嶋上遺跡群28
高槻市文化財調査概要31
史跡今城塚古項

塁中市教育委貝会

豊中市埋蔵文化財発掘調査概要

小曽根遺跡

八尾市教育委員会

八尾市内遺跡平成15年度発掘調査報告1F

八尾市教育委員会・財団法人八尾市文化財調査研究会

八尾市立埋蔵文化財調査センター報告5 平成15年度

赤穂市教育委員会

東有年・沖田迫跡

赤穂市文化財調査報告t1F56

有年原・北山遺跡

赤穂市文化財調査報告iIF57

上菅生遺跡

赤穂市文化財調査報告柑58
赤穂の注連柱・百度石・手洗石

赤穂市文化財調究報告1’f47
尼崎市教育委員会

尼崎市埋蔵文化財調査年報平成7年度(5)
尼崎市内姐跡 復lH・復興事業に伴う発掘調査
尼崎市文化財調査報告 第33巣

尼崎市埋蔵文化財 遺跡分布地図及ぴ手引き

加東郡教育委員会

CD-ROM埋蔵文化財調査年報
加束郡埋蔵文化財報告31
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奈良乱囮冴；興寺文化財研究所

H本における戒律伝播の研究

桜井の版木 ー談山神社・能満院ー

奈良の講と神仏

中近世の地方山岳伯仰に関する調査研究報告l1f
元興寺文化財研究Na84

元興寺文化財研究Nu85

翫興寺文化財研究所・元興寺文化財研究所民俗文化財保存会

元興寺文化財研究所 研究報告2003

飛烏資料館

飛むの湯屋

古代の梵鐘

財団法人桜井市文化財協会

桜井市内埋蔵文化財 1997年度

カタハラ古瑣群発掘調査報告書

桜井市内埋蔵文化財 2000年度

桜井市内埋蔵文化財 2002年度

桜井市内埋蔵文化財 2003年度

桜井市教育委員会

発掘汎代報告:i,'}2 

発掘晶在報告竹： l

発掘調ft報告宵2

発掘調．在報告掛2

桜井市 平成14年度l国lt1R補助による発掘i凋介報告害
桜井市立埋蔵文化財センタ一発掘調充報告t'f 24巣

天理大学考古学・民俗学研究室

古事

天理大学考古学・民俗学研究室紀要 第8冊

独立法人文化財研究所・奈良県文化財研究所埋蔵文化財センター

古代の官樹辿跡 1I追物・追跡紺

奈良県教育委員会

厄勢寺

奈良県立橿原考古学研究所調査報告第87冊

奈良県立梱原考古学研究所

和歌山県

寺口千塚古瑣群II
奈良県文化財調究報告柑

多遺跡

奈良眼文化財調在報告19F
兵家消水・菰谷古旧群

奈良限文化財調今介報告柑

荒坂遺跡（第5次調11:)

奈良県文化財調究報告ilt
桜井茶臼山古墳

奈良県文化財調充報告肝

東竹田遺跡

奈良県文化財函査報告柑

竹我遺跡 遺構・土器紺

第105果

第107~

第108果

第109机

第110巣

第lll梨

奈良県史跡名勝天然記念物調査報告第55冊

，1v,我遺跡玉類巣at表篇
奈良県史跡名勝天然記念物調査報告第551冊

考古學論孜

奈良県遺跡調査概報（第一分冊）

奈良県遺跡調査概報（第二分冊）

奈良県遺跡調査概報（第三分冊）

奈良県遺跡調在概報（第一分冊）

奈良県遺跡調査概報（第二分冊）

鋭箆研究I

2000年度

2000年度

2000年度
2003年9虻

2003年度

橿原考古学研究所年報30

奈良大学文学部文化財学科

平成15年度

文化財卑報 第二十二染

山添村教育委貝会

大JI!遺跡第6・7次調査

山添村カントリーバーク事業に伴う発掘j淵介i’f

打田町教育委員会

史跡紀伊国分寺跡

吉備町教育委員会

平成14年度 吉備町埋蔵文化財講査年報

和歌山県有田郡吉備町調査報告ft 第2染

平成15年度 古備町埋蔵文化財調究年報
和歌山県有田郡吉備町調査報告曹 第3染
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鳥取県烏取県教育委員会

：北木晩田遺跡発掘調査研究年報2003

島根県 出雲市教育委員会

上塩冶英山古項

角llJ遺跡第3次発掘調査報告1t
tliおiii埋蔵文化財発掘調介報i1i"t1F 第14巣

国土交通省中国地方整備局•島根県教育委員会

柑ヶ峠迅跡

It::張ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告曹3

家ノ脇II遺跡原田遺跡 llメ 前田遺跡4区
r¢原ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告許4

大iIt町北追跡 中野泊水遺跡
一般国道9号パイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘漑ff.報告rF5 

財団法人 松江市教育文化振興事業団

埋蔵文化財課年報VII

島根屎教育委員会

中野芙保追跡

一般国道9号出裳パイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調牡報告曹4

史跡出雲国府跡 -2-

風土記の丘地内遺跡発掘調ff.報告柑15
五反配遺跡

古代出裳歴史博物館建設予定地内埋蔵文化財発掘潤充報告軒

、1'f木遺跡（中近世紺）

国道431号線道路改築事業（東林木パイバス）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告井 l

島根県教育委員会・大田市教育委員会

石見銀山 長楽寺跡・石見銀lll附地役人墓地（河島家・宗岡家）

石見銀山遺跡石造物調査報告1り4

島根県教育委員会•島根県埋蔵文化財調査センター•島根県古代文化センター

if銅器の同箔関係調査報告柑l ー武器形青鉗器一

島根県古代文化七ンター調充研究報告fill9
島根県教育庁埋蔵文化財調査センター

島根県教育庁 埋蔵文化財調充センター年報12 平成15年度

益田市教育委員会

中小路遺跡

松江市教育委員会

出裳国分寺跡発掘調査報告1lt
松江市文化財調査報告1't第96果
埋蔵文化財発掘調査報告fr（出裳国造館跡・正林寺遺跡）
松江市文化財調査報告秤第97染

松江市教育委員会・財団法人松江市教育文化振興口業団

石田遺跡発掘調査報告軒

松江市文化財調査報告iり 第95巣

岡山県 岡山呉教育委貝会

小坂I旬城山城跡 ヒロダン・小坂liIl退跡

岡山貼埋蔵文化財発掘凋．介報告176

上神代狐穴遺跡 京坊たたら遺跡

岡山県埋蔵文化財発掘調介報作177

八ヶ奥遺跡・八ヶ奥製鉄遺跡・岡遺跡・小坂古瑣群・オ地古柑群・オ地遺跡

岡山貼埋蔵文化財発掘濶在報告178

印IIJ川原尾島遺跡6

岡山LI1し埋蔵文化財発掘湖在報告179

山ノ奥遺跡 池東・逍田遺跡

岡山!]:,し埋蔵文化財発掘i湖在報作180

ilt島遺跡5
岡山貼埋蔵文化財発掘i凋在報告181

新邸遺跡・郷ノ溝遺跡•仏生Ill遺跡・掛無堂遺跡・川入遺跡・中撫｝ll遺跡

岡山県埋蔵文化財発掘調．在報告182
桶ヶ鼻遺跡

岡山児埋蔵文化財発掘調介報{1;183

iit島辺跡 発掘調査． 40年のあゆみ

岡山惧教育委員会・岡山県広域水道企業団

[Il井ちご池遺跡

岡山貼埋蔵文化財発掘調介報｛t・l85

岡山県教育委員会・国土交通省苫田ダム工印頂務所

久川原遺跡・久田原古項群

岡山貼埋蔵文化財発掘調究報告184
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山陽町教育委員会

正崎2サ瑣

山陽町文化財講究報告i’}• 第1巣

森111古項・両宮山古柑

111閣町文化財調在報告i’f 第2染

岡山市教育委員会

岡山市埋蔵文化七ンター年報3 2002年度

ハガ迅跡

百IIll川沢田遺跡

倉敷埋蔵文化財センター

れ敷埋蔵文化財七ンター年報9

総社市教育委員会

総社．ili埋蔵文化財調査年報13 （平成14年疫）
小111ヶ谷古柑小造llI古tt't群

総社市埋蔵文化財発掘謳l介報告17
広島県財団法人広島市文化財団

史跡中小田古頃群遺構状況確認調査報告

呻広島市文化財団発掘晶介報告P：： 第9果
史跡広島城跡本丸退構保（f状況調査報告

咄広島市文化財団発掘淵代報{'i"1lf- 第10果
＂［部寺 lll1号遺跡
(1け広島市文化財団発掘調介報{lj-ilf- 第11染

山口県財団法人 山口県教育財団・山口県埋蔵文化財センター

」・・領遺跡

1111 I貼埋蔵文化財七ンター、凋在報告 第40~

銭射遺跡I
1IJJJ貼埋蔵文化財七ンター調介報告 第41り：

武久JII下流域条里遺跡
山口県埋蔵文化財センター謳I．在報告 第42飢
萩城跡（外堀地区） 11 
IIII□1し［し埋蔵文化財センター調在報告 第46果

財団法人 山口県ひとづくり財団・山口県埋蔵文化財センター

陶iil第17号
山ロり，し埋蔵文化財七ンター年報 平成15年9父

下関市教育委員会

社・・JI：島下り遺跡
下関市埋蔵文化財調介報告lt79
鉗迎跡

下関iii埋蔵文化財調介報告i’「81

Il＼崎城跡

下関市埋蔵文化財函介報告i防2• 53 • 64 • 67 • 80 
下関市立考古博物館

下関市立考古博物館年報9 一平成15年度一

定住のはじまり

防府市教育委員会

防l(.f市有形文化財調在報ili• 松崎地区(1)

防府市文化財調査報告13

山口市教育委員会

山口iIi埋蔵文化財年報 3 平成14年度
和Ill遺跡
ll.ll]ili埋蔵文化財i凋介報・；’i第87果

中込Ill遺跡II
山口市埋蔵文化財調＿在報告第88梨

山口大学埋蔵文化財資料館

山口大学構内遺跡調査研究年報XVI・XVIl

徳島県徳島惧教育委員会・徳島惧埋蔵文化財センター

石井城ノ内遺跡 石井＇y｛我団地地 l叉
徳島貼埋蔵文化財七ンター 1温l究報告書 第46!t
大fili迅跡II

徳島貼埋蔵文化財七ンター調介報告書 第48果

町11追跡

徳島臥埋蔵文化財七ンター，凋．在報告内 第49果

東,,;(退跡

徳島県埋蔵文化財センター調1f:報告仔 第50果

徳島し’，げ埋蔵文化財センター年報 Vo I. 14 
徳島貼埋蔵文化財七ンター年報 Vo I. 15 
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香川県

愛媛県

徳島市教育委員会

徳島市埋蔵文化財発掘調査概要12

徳島市埋蔵文化財発掘調査概要13

阿波国府跡発掘調充報告曹 2002.3 

阿波国府跡発掘調在報告曹 2003.3 

国分寺町教育委員会

堂山城跡主要部地形測祉調査報告害

平成16年度国hll補助事業報告許

高松市教育委員会

高松市内遺跡発掘滋．在概報

高松市埋蔵文化財瀾在報告第72巣

奥の坊遺跡群II
高松市埋蔵文化財調査報告第67巣
宗店坊城辿跡

高松市埋蔵文化財調究報告第68巣
天満•宮西辿跡、上西9Ji（遺跡

高松市埋蔵文化財調査報告第69巣

東中筋遺跡

高松市埋蔵文化財調代報告第70染
久本古柑

高松市埋蔵文化財講査報告第71巣

四国横断自動車道l関巡特別用地対策事業に伴う埋蔵文化財発掘溝査報告肉
高松市埋蔵文化財調査報告第74巣
漆谷古項群

高松市埋蔵文化財調査報告第75染

高松城跡（東町奉行所跡）

高松市埋蔵文化財調査報告打第83巣

高松市教育委員会・四電ビジネス0紛
高松城跡（松平大膳家ート屋敷跡）

甜松市埋蔵文化財i凋1f.報告第73染
丸m市教育委貝会
平成15年度丸亀市内遺跡発据濁査概要報告曹

丸亀市教育委員会・帥元興寺文化財研究所

中の池遺跡

中の池遺跡 ー第11次調在一

総合巡動公園整備）lt栗に伴う埋蔵文化財発掘調介報告肉
今治市教育委員会

郷新屋敷佛柳遺跡

今治市埋蔵文化財調査報告押 第71染
甜橋山崎遺跡 I ー第 1~8調査区一

今治市埋蔵文化財調査報告許 第72染

市内遺跡試掘確認調査報告曹 xvn 
今治市埋蔵文化財調査報告行 第73染

市内遺跡試掘確認調査報告許 xvm 
今治市埋蔵文化財調査報告行 第74巣

広見町教育委員会

旧等妙寺跡

松野町教育委貝会

国指定史跡 inr後森城跡環境整備事業概要報告t1fm 
松野町文化財調査報告第12染

愛媛大学埋蔵文化財調査室

愛媛大学埋蔵文化財i湖企室年報

愛媛大学埋蔵文化財i凋在報告

文京退跡m

2001・2002年度

XI 

愛媛大学埋蔵文化財調査報告 XII 

財団法人 愛媛惧埋蔵文化財調査センター

星原市東遺跡・星JJ;{、iti遺跡

伊予神社II遺跡
逍後鷺谷遺跡2次

矢田八反坪追跡3次

南斎院土9、1;-北俎跡・i+i江戸閻El遺跡 (2次調ff.)
善応寺畦地退跡・大柑院退跡・別府遺跡

愛比光平成14年9虻年報

松山市教育委員会

来住・久米地区の遺跡w
松山市文化財調在報告許100

ー西部ゾーン一
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松山市教育委員会・勅松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

北久米遺跡2次調査地・南久米町遺跡4次調査地 2004 

松山市文化財調査報告曹96

東山古項群II 2004 

松山市文化財調査報告害97

北久米遺跡 2004 

松山市文化財調査報告書98

桑原遺跡5次調介地 2004 

松山市文化財調査報告書99

北久米浄蓮寺遺跡 1994 

松山市文化財調査報告書42

東山古項群 1994 

松山市文化財函査報告苔41

福音小学校構内遺跡 1995 

松山市文化財調査報告曹50

来住・久米地IRの遺跡v 2004 

松山市文化財調査報告曹101

松山市埋蔵文化財調査年報15 一平成14年度一 2004 

福岡県朝倉町教育委貝会

此安寺廃寺跡宮地獄古項群 2002 

朝倉町文化財調査報告晋 第IO巣

甘木市教育委員会

三奈木久保田遺跡 2002 

甘木市文化財濶査報告弗 第55染

秋月城下町遺跡 I 2002 

甘木市文化財晶査報告柑 第56果

秋月城下町遺跡2 2003 

甘木市文化財調究報告許 第57染

柿原堂ノ前退跡・三奈木段ノ衷退跡 2003 

甘木市文化財調査報告書 第58梨

頓田立野遺跡 l 2003 

甘木市文化財調査報告腎 第59染

旧三奈木黒1Il家庭園 2003 

甘木市文化財調査報告曹 第60染

屋永西原遺跡皿 2003 

甘木市文化財調査報告打 第61染

廿木市文化財年報（平成14年度） 2004 

堤上原遺跡 2004 

甘木市文化財調査報告害 第62染

三奈木野口遺跡 2004 

甘木市文化財調査報告曹 第63果

自然ハンドブック 野烏 2004 

甘木市文化財年報（平成13年度） 2003 

大野城市教育委貝会

大野城市の文化財く第35染 大野城市の民具②＞ 2003 

大野城市の文化財く第36巣 大野城市の遺跡⑧＞

松葉園追跡 I 2003 

大野城市文化財調査報告内 第59染

牛頚本堂遺跡群 I 2003 

大野城市文化財調査報告打 第61巣

牛頸野添追跡群 I 2004 

大野城市文化財調査報告1F 第62巣
御笠の森追跡 I 2004 

大野城市文化財調査報告打 第63梨

牛頸本堂迅跡群II 2004 

大野城市文化財調査報告内 第64染

大牟田市教育委員会

羽lll遺跡m 2003 

大牟田市文化財調査報告t'l: 第57染

片平窯跡 2004 

大牟田市文化財調査報告行 第58果

小郡市教育委員会

三沢北中尾遺跡6・7 2003 

小郡市文化財調介報告軒 第180染

三沢北中尾遺跡 1地点 現濠紺 2003 

小郡市文化財調査報告曹 第181巣

井上南内原遺跡2 2004 
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小郡市文化財調査報告i!f 第186巣

大保ffl!頭遺跡6

小郡市文化財調査報告1「 第187梨
埋蔵文化財湖査報告行4
小郡市文化財調査報告内 第188~

力武iifi畑辺跡2

小郡市文化財調査報告柑 第189巣

JIJ：小松山遺跡1• 2 
小郡市文化財調査報告1り： 第191巣

大板・井追跡XVI・XVII

小郡市文化財調査報告11卜 第192染

上{;1Il遺跡11• 12区
小郡市文化財調査報告ft 第193巣

干潟ニッ塚迎跡

小郡市文化財調査報告ft 第195巣

力武内畑遺跡7
小郡市文化財調査報告l!F 第190巣
三沢蓬ヶ浦遺跡3地点

小郡市文化財調査報告il「 第194染
春日市教育委員会

御陵遺跡

1fH市文化財調究報告i'「 第36~

仁王手遺跡 A地点

朴H市文化財調査報告肉 第37果

大jti遺跡 B地点

l紅1rli文化財調査報ft1It 第38巣
｛社1市埋蔵文化財年報ll 平成14年度

北九州市教育委員会

大手町退跡第4地点

北九州市文化財調査報告i1卜 第101染

北方追跡（第8次調査）

北九州市文化財調査報告t1f 第102染

猿喰新田潮抜き穴跡

北九州市文化財調査報告fi： 第103巣

北九州市立自然史・歴史博物館

北九州市立自然史・歴史博物館研究報告 B類歴史第 1・サ

九州大学総合研究博物館

BULLETIN of THE KYUSYU UNIVERSITY MUSEUM Nunber2 
九州大学総合研究博物館研究報告 第2号平成16年

九州大学大学院人文科学研究院考古学研究室

対馬吉田遺跡

九州歴史資料館

九州歴史資料館年報平成15年度

加・l1歴史資料館研究論染29
大宰府へくにが動きものが動く

久留米市教育委員会

碇追跡II
久留米市文化財調査報告冑 第196巣
二本木追跡群I

久留米市文化財調査報告柑 第197染

久留米市埋蔵文化財調究果報VI

久留米市文化財調査報告iIr 第198巣
平成15年度 久留米市内遺跡群

久留米市文化財調査報告り「 第199染

筑後国府跡

久留米市文化財調査報告i’「 第200染
H渡遺跡群II
久留米市文化財調査報告1t 第201染
111形野外講堂

久留米市文化財調査報告内• 第202媒

財団法人 北九州市芸術文化振興財団埋蔵文化財調査室

寺町遺跡3

北九州市埋蔵文化財品）介報｛片1'｝： 第306染
蒲生寺中姐跡2

北九州市埋蔵文化財調介報i'j-1り： 第307染

蒲生大畔遺跡l

北九州市埋蔵文化財調．在報作肉 第308染
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横代丸ノ内追跡2次

北九州市埋蔵文化財調在報告廿 第309染

横代西ケ迫退跡

北九•}•I•I ifi埋蔵文化財調．介報{I;•1r 第310染

長野コイトヲ遺跡3次

北九州市埋蔵文化財調．在報告許 第311果

長野尾登遺跡第 2 地点J地点•長野角屋敷遺跡第 6 地点
北九州市埋蔵文化財調ft報告打 第312染

小倉城代米御蔵跡w
北九州市埋蔵文化財調査報告l't- 第313染
小倉城新馬場跡

北九州市埋蔵文化財調．代報告1Y: 第314染
三郎丸退跡第 1地点

北九州市埋蔵文化財瀾．ft報{'i・科： 第315秘

上葛原遺跡

北九州市埋蔵文化財調在報{l/'ili" 第316m
朽網南塚遺跡3

北九州市埋蔵文化財凋介報；Iii'｝： 第317果

朽網南楳遺跡4

北九州叫麟文化財調輝船li： 第318染
宗林寺硲地跡

北九州市雌蔵文化財調f汁附'j・iり： 第319秘

真光寺募地跡

北九州ili埋蔵文化財調ft報・；’ii'；： 第320W:
中貫ミカンキ遺跡

北九•}•I•Ili埋蔵文化財調ft報{1 i·lり： 第321染

長野尾登遺跡第3地点3

北九州市埋蔵文化財調介報)liili" 第322果

丸ノ内辺跡（第 3 次）•長野コイトヲ遺跡（第 4 次） •長野尾登遺跡（第 2 地点 I 区、第 3 地15.F 区）
北九州市埋蔵文化財調介報告i~l• 第323W:
上清水遺跡VD区・カキ遺跡第3地点

北九州iIijlll蔵文化財調介報作111：第324果
諏訪遺跡

北九州市埋蔵文化財調介報告1}第325染

埋蔵文化財調査室年報20 :平成14年度

新吉宮村教育委員会

宇野地区退跡群VI

新吉麻村文化財調査報告肉 第17染

第19回国民文化祭・ふくおか2004筑後市実行委貝会

太鼓未来へ (CD-ROM) 

全国指定無形頂要文化財太鼓団体調査

田川市教育委員会

猫迫 lサ柑

田川市文化財調査報告柑 第11巣

大宰府市教育委員会

大宰府条坊跡22

太宰府市の文化財第69染

大宰府条坊跡24

太宰I（和Iiの文化財第71巣
太宰府・佐野地区遺跡群17

太宰府市の文化財第72染

太宰府・国分地区遺跡群l

太宰府市の文化財第73巣

太宰府・佐野地区遺跡群18

太宰府市の文化財第74巣

大宰府条坊跡25

太宰府市の文化財第75巣

筑後市教育委員会

中折地内栗遺跡

筑後市文化財報告押 第54染

前津柳ノ内退跡

筑後市文化財報告害 第55果

山ノ井南野遺跡

筑後市文化財報告書 第56染

筑後西部第2地区遺跡群(Vlll)

筑後市文化財報告掛第57染

筑後東部地区遺跡群vm

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

2004 

大分市埋蔵文化財調査年報 76 



筑後市文化財報告曹 第58染

CD-ROM筑後市文化財分布地図

筑紫野市教育委員会

若江天神社前遺跡

筑紫野市文化財調査報告宵 第78染

原田第1• 2 • 40 • 41号墓地中巻
筑紫野市文化財調査報告打 第79染

筑穂町教育委員会

内野地区遺跡群 l 土取遺跡・板ITI遺跡・宮田遺跡
筑穂町文化財調査報告啓 第8染

津屋崎町教育委員会

新原・奴111古柑群II
津屋崎町文化財調査報告許 第17巣
奴山伏原遺跡

津屋崎町文化財調査報告曹 第18果

津屋崎町内姐跡

津屋崎町文化財調査報告曹 第19巣
津屋崎古柑群 I
津屋崎町文化財調査報告害 第20染
在自西ノ後追跡II
津屋崎町文化財調査報告丼 第21染

那珂川町教育委員会

中原・ヒナタ遺跡群皿

那珂JII町文化財調査報告iIt 第62果
観音山古瑣群VI
那珂川町文化財調査報告軒 第63!t

二丈町教育委員会

実田3号Jft

二丈町文化財調査報告許 第23染
森田遺跡

二丈町文化財調査報告書 第24梨

大坪辿跡皿

二丈町文化財調査報告曹 第25果
才良木迅跡

二丈町文化財調査報告行 第26巣
石崎曲りIll追跡（上）
二丈町文化財調査報告書 第27巣
吉井地区遺跡群 I

二丈町文化財調査報告許 第28巣

二丈中校内遺跡II
二丈町文化財漑査報告曹 第29巣
吉井地区遺跡群II

二丈町文化財調査報告曹 第30梨
正伐寺境内遺跡

二丈町文化財調査報告許 第31巣
吉井地区遺跡群皿

二丈町文化財i凋充報告i1t 筍32染
深江川祭り

二丈町民俗文化財調査報告ti:: 第1船

西光寺址とひゃくまんべん

二丈町民俗文化財調査報告1り 第2梨

直方市教育委員会

闘徳寺遺跡

直方市文化財調査報告曹 第29染

感田野添・湯ノiili遺跡
直方市文化財調査報告書 第30染

福岡県教育委員会

堂畑遺跡II

浮羽パイパス関係埋蔵文化財i凋牡報告 第20巣
大的追跡II

浮羽パイパス関係埋蔵文化財i週介報告 第21果
東九州自動車道関係埋蔵文化財調究報告 一1-

秋月街逍

福岡児文化財調査報告曹 第195染
福岡市教育委員会

平成14年度福岡市埋蔵文化財センター年報第22サ
福岡市埋蔵文化財センター年報平成15年度 第23サ
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博多87 一博多退跡郡第124次調介の報告ー 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告甘 第758染

梅林追跡 第4次調査 ー一般lきl道202号福岡外環状道路、及ぴ福岡市営地ド鉄3号線建設に伴う発掘調査報告5
福岡市埋蔵文化財調査報告瞥 第781染 2003 

比恵33 ー比忠遺跡第81次調査報告1り― 2004 

福岡市埋蔵文化財発掘調査報告l’t 第782巣
飯倉B遺跡 ー飯倉B遺跡第2次調．在 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告打 第785染

井尻B遺跡12 市道御供所井尻線建設に伴う発掘謳I充報告11fn 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告曹 第787巣

井尻B退跡13 -JI：尻B遺跡群第21次調査の報告ー 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告itt 第788染

梅林遺跡 第5次謁査 ー一般国追202号福岡外環状道路、及ぴ福岡市営地下鉄3号線建設に伴う発掘調査報告6

福岡市埋蔵文化財講査報告1}• 第789巣 2004 

梅林遺跡7 第7次調査 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報作曹 第790巣

大橋E退跡6 第8 • 9次調究報告 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告iIt 第791染

下月隈C遺跡IV ー福岡空港周辺整備に伴う下月隈Ci且跡第5次発掘調査報告ー 2004 

福岡市埋蔵文化財発掘調査報告i’} 筍795果

下111門乙女田3 ー下山門乙女田遺跡第3次調査報告ー 2004 

福岡市埋蔵文化II-ti凋査報告肉 第796果

次郎丸高石 l 一次郎丸高石遺跡第5次調査報告ー 2004 

福岡市埋蔵文化財調在報告料 第797巣

甜畑遺跡 外環状道路関係埋蔵文化財調在報告m:22 第19次調任報告 2004 

福岡市埋蔵文化財函査報告許 第799果

那珂35 ー那珂遺跡群第85次調査報告ー 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報岩1I： 第801果

那珂36 ー那珂追跡群第86次調介報告ー 2004 

福岡市埋蔵文化財調在報告軒 第802染

七隈古墳群 外環状道路関係埋蔵文化財調査報告~}23 -C 2号墳調在報告ー 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告内 第803秘

野芥4 2004 

福岡市埋蔵文化財凋究報告1'} 第804巣

博多97 一博多遺跡群第138次調在報告l1f- 2004 

福岡市埋蔵文化財調．牡報告柑 第806巣

博多98 ー博多遺跡群第139次調充報告ilfー 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告肉 第807染

博多99 一博多遺跡群第140次調充報告ー 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告1'} 第808染

博多100 ー博多辿跡群第141次調ft報告ー 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告1t 第809巣
箱崎17 ー箱埼退跡第22次調査報告（1)- 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告書 第8ll巣

箱崎18 ー箱崎退跡第27次調査報作ー 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告i’t 第812染

箱崎21 一箱崎遺跡第26次調査報告（1)- 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告柑 第815染

橋本一丁目田退跡4 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告書 第816染

羽根戸原C遺跡群IV 一羽根戸原C遺跡第5次調査ー 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告杏 第817染

原遺跡11 ー原遺跡第22次調究報fi・- 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告•1} 第818染

樋井）IIB 一樋井JIIB迫跡群第 1次j批）在報告ー 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告柑 第819染

比恵．34 -比忠遺跡群第74次講ft報・；Ii- 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告再 第820巣

比忠35 -lt忠追跡群第79次謀］在報{1j-- 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告害 第821染

比恵36 一比恵辿跡群第80次諜11f.tfH'H1t- 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告許 第822巣

東油山古れ群 ー東油山古項E群第 1次調介ー 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告内 第823果

藤崎遺跡15 ー藤崎退跡32次調f汁附＇j・ー 2004 

福岡市埋蔵文化財調査報告杏 第824染

三宅廃寺2 -ヨ‘ーもA迫跡・三宅I危＇J.：推定地の第 2次iU"汁附'j・- 2004 
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福岡市埋蔵文化財調究報11r11i= 第826染

席II1大谷退跡群5 ー空港線1関係埋蔵文化財発掘調充報{!d1f3 -
福岡Ili埋蔵文化財調究報告柑 第828染

元岡・桑原遺跡群3 ―第3、4. 8. 11次調査の報告一

福岡市埋蔵文化財渕介報告i’「 第829染

弥水原遺跡5 ー第6次潟介報告一
福岡市埋蔵文化財調査報告1t 第830梨
比忠追跡群37 ー第82次謳］在報告一

福岡市埋蔵文化財調究報ili・lir 第832染
福岡市埋蔵文化財年報VOL. 17 一平成14(2002)年1虻版一

福岡大学人文学部考古学研究室

長崎貼・批華園遺跡の研究、福岡!,し）；（都郡における二ili柑のi凋介、佐買貼・東十郎古柑群の研究
福岡大学考古学研究室研究＇凋究報告 第3冊

福問町教育委員会

蓮．r.め退跡

福Ill]町文化財調査報告肉 第16仇

手光於緑追跡

福IIIJ町文化財調査報告肉 第17果
豊前市教育委員会

jiiJ I屈Ill塔III遺跡（河原田迅跡群m)

既liiili文化財報告許第19果
前原市教育委員会

三其•井原遺跡W

liiJ原市文化財調究報街i'｝： 第86果

三輪町教育委貝会

IIII猥太刀洗遺跡II・小腐城跡

三輪町文化財調査報告li： 第12果
宗像市教育委員会

1111111代

宗像―rli文化財調ft報fii'；： 第54果
武九初瀬

宗像市文化財調介報告肉 第55果
大:JI平野
宗像市文化財調査報告iり 第56梨
光岡長尾 I

宗像市文化財調査報告肉 第57染

盟津町教育委員会

豊前l宝l府跡御所地区
豊津町文化財調査報告l「第30梨

佐賀県唐津市教育委員会

"B1t市内遺跡確認調査⑳
1Hi1t市文化財調査報告丼 第ll2駄
天神ノ元遺跡（2)

唐津市文化財調査報告i!卜• 第113巣

天神ノ元追跡（3)

1,!fiIt市文化財調在報告1lt 第114巣
伎去木ll1中追跡 (III)

唐津市文化財調査報告i’t 第115巣
枝去木1l1中迅跡 (N)

Ilf津市文化財調査報告t11: 第116染
徳蔵谷辺跡(5)

唐津市文化財調究報告;11: 第117~

菜畑内HI遺跡（4)
唐津市文化財調査報告肉 第118巣

玄海町教育委員会

甜江城跡調査概報

玄海町文化財調在報告肉第10果

佐買市教育委員会

上九郎遺跡・薬師丸五本柳遺跡

佐ri市文化財調査報告i'F 第148果
佐買市埋蔵文化財確認調ft報告11F -2001年度・

佐竹市文化財調査報告柑 第149巣

渕五本松追跡・石土井追跡・上九郎遺跡

佐買市文化財調査報告19： 第151染
徳水遺跡8区

佐買市文化財調充報告冑 第143果

徳永遺跡14区
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佐賀市文化財調査報告i1「第144染
徳永追跡15・18区 2004 
佐t'ili文化財調査報告ll： 第145染
―'．．和泉俎跡7区 2004 
佐nili文化財調査報告i’卜 第146果
徳永迅跡22区 2004 
佐1lili・文化財調査報告l1f 第147巣
牛島退跡 l~3区、 51K・！1：島二本松21メ迅i跡 2004 
佐ftili文化財調査報告lt 第152巣
平尾＝本杉遺跡皿 2004 
佐買市文化財調査報告i’f 第153染
平尾＝本杉追跡W 2004 
佐買IIi文化財調査報告111: 第154染
牛島迅跡4[i{・牛島＝本松 l区遺跡 2004 
佐買市文化財調査報告i’t 第155染

鉗西町教育委員会

前田利家Pit跡 2004 
鎖西町文化財調査報ftiり： 第22染

烏栖市教育委員会

横井古項群 2004 
鳥栖市文化財調査報告Pr第72躾
西iili遺跡 2004 
鳥栖ili文化財調査報告•l1卜 第71巣

ヒャーガンサン古瑣復1!；（整備事業報告・¥!J 2004 
烏栖の11叶Itv 2004 
山内町教育委員会

阿捨利遺跡 2005 
山内町文化財調査報i1-;-111： 第1船

大和町教育委員会

約所遺跡 1996 
大和町文化財調査報告i1卜 第36躾

北原退跡・久池井二本松追跡 1996 
大和町文化財調査報告ltr第37梨

久池•井六本杉遺跡 2 1996 
大和町文化財調査報告{II: 第38巣

肥前［国）IT跡 ー遺構紺一 2000 
大和町文化財調査報告肉 第55果
国分遺跡 2001 
大和町文化財調査報告i'} 第63巣
肥前國春11lll甜城禅寺 2002 
大和町文化財調査報告柑 第65染

長崎惧大村市教育委員会

貨の原遺跡 2004 

大村市文化財調査報告•\’F 第26巣

黙丸姐跡ほか発掘調介概報 Vol.4 2004 
大村市文化財調査報告l1f 第27染

鷹島町教育委貝会

鷹島海底退跡x 2004 

鷹島町文化財調査報{'d1f 第9染

南有馬町教育委員会

原城跡II 2004 

南打馬町文化財調査報告許 第3巣

大分県天瀬町教育委員会

亀石山遺跡2 2005 

宇佐市教育委員会

小部迎跡 2004 

宇佐地区辿跡群発掘謳j在報告i'F I 

大分県教育委員会

長湯横穴俗群桑畑遺跡 2004 

大分貼文化財調査報告11t 第171輯

大分貼文化財一笈 2004 

大分貼文化財年報12 平成14年度版 2004 

久末京徳遺跡 2004 

大分！，し文化財調査報告i’f 第162紺

上野町遺跡・顕徳寺遺跡 2004 

大分l，し文化財調究報告ft 第164剌
黒岩道跡 2004 
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大分県文化財調査報告1り 第165輯
東大道遺跡 (A地区）

大分県文化財調査報告打第166輯

栂牟礼城跡 一角木中世巣落跡一

大分貼文化財調査報告内第167輯

互沢地区条理跡

大分県文化財調査報告柑第168輯

杵築城下町退跡

大分県文化財調査報告曹第169輯

大分の中世城館 第4染総巣紺

大分県文化財調査報告l1f第170耕

J:rり手遺跡
大分県文化財調査報告1!「第172輯

玖珠町教育委員会

平原遺跡

玖珠町文化財調査報告軒 第13巣

九重町教育委員会

粟野遺跡

九煎町文化財調査報告 第26輯
九前町歴史資料館年報

三光村教育委員会

三光村の遺跡

三光村文化財調査報告柑（第5染） 佐知久保畑遺跡

大分県立歴史博物館

大分貼立歴史博物館年報2003

久住町教育委員会

屋根退跡・上七里田遺跡・大塚遺跡

脇遺跡

老野遺跡

久住町の文化財 第2版

佐伯市教育委員会

佐伯市指定有形文化財 l□坂本家住宅保存修理工事報作1I:
竹田市教育委員会

平成13年度 史跡岡城跡xvn
史跡岡城跡保存修理事業報告fr
平成13• 14年度史跡I品）城跡XVIIl 
史跡岡城跡保存修理事業（災害復旧）報告曹

平成14年度 史跡岡城跡XIX

史跡岡城跡保存修理事業報告再

竹田地区遺跡群・城下町遺跡群v
平成14年度 史跡岡城跡 保存整備基本設計報告行

中津市教育委員会

諸I:E9退跡岩丸地区

中津市文化財報告 第31染

中tIt城下町退跡殿町地区
中津市文化財報告 第32巣

叩1t城下町遺跡・殴町奥平孫次郎歴敷跡
中津市文化財報告 第33染

大池南追跡 沖代地区条里跡 矢永地区・五唯地区 111iJit城本丸南西石垣(ill)

中津市文化財報告 第34染

野津原町教育委員会

入蔵遺跡

野津原町文化財調究報告111= 第3染

下原遺跡

日田市教育委員会

吹上I

H田市埋蔵文化財潤査報作1'} 第42染

三和教田遺跡I地点
HIIl市埋蔵文化財調介報告11F 第44巣

大肥祝原遺跡・大肥上村遺跡

13田市埋蔵文化財調査報告1f 第45染
HII1条理四反畑地区

H田市埋蔵文化財調究報告11f 第46梨

平成14年度 日田市埋蔵文化財年報

11田条理大原地区
H田市埋蔵文化財調査報告内 第47染

大肥吉竹遺跡
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熊本県

日Ill市埋蔵文化財調査報告許
石ヶ迫遺跡

日田市埋蔵文化財調査報告再

大肥遺跡 I
H田市埋蔵文化財調査報告1}

本村退跡3次

日1I1市埋蔵文化財調査報告柑
吹J:II 

日田市埋蔵文化財調査報告曹

二重町教育委員会

三厘地区遺跡群発掘調在概報vm
鹿本郡鹿央町教育委員会

天神免遺跡

広諏訪1J;i遺跡

第48染

第49染

第50巣

第51染

第52巣

町民テニスコート新設工事及ぴ晨村総合整備事業農道7サ工事に伴う埋蔵文化財調査報告1り

玉名郡三加和町教育委貝会

既前街道「腹切坂」

三加和町文化財調査報作 第20染

熊本県立装飾古坦館分館 歴史公園鞠智城・温故創生館

鞠智城跡

熊本市教育委員会

熊本市埋蔵文化財発掘湖．在報告巣 一平成15年度一

大江追跡群v ー大江遺跡群第69次調査区発掘調査報告冑ー
池辺寺跡VI 一平成14年9虻発掘調究報告肉ー

神水遺跡VI ー第20次•第28次調査区発拙調．在報告書一

扇田迫跡 ー第 1次調査区発掘調査報告i’t-

熊本大学文学部考古学研究室

考古学研究室報告 第39巣

熊本大学埋蔵文化財調査室

熊本大学埋蔵文化財調究室年報

玉名市教育委員会

2003年9虻

東南大門遺跡 市営住宅南大門団地建設に伴う埋蔵文化財発揺講査

玉名市文化財調査報告第8巣

岩崎城跡

玉名市文化財調査報告第12巣
玉名市内退跡調査報告1FII 平成13・14年度の調査

玉名市文化財調査報告第13染

玉名市立歴史博物館こころピア

伊倉城跡 ー伊倉城跡範囲確認調査報告一

玉名市立歴史博物館こころピア質科染成第5巣

南関町教育委員会

鷹ノ原城跡m（南関城跡）
南関町文化財調査報告第8染

八代市教育委員会

八代市の石造物 一石造物悉竹調査報告11!=-

八代市文化財調査報告柑 第15染
若宮官llt硲地跡・横手官11(．岱地跡

八代市文化財調査報告ft 第16染
西片町遺跡（園田地区） ー送逍鉄塔建設］:•J~に伴う埋蔵文化財発掘調1f. I -

八代市文化財調査報告柑 第18梨
古麓城跡 ー送電鉄塔建設工・lItに伴う埋蔵文化財発掘調．在II-

八代市文化財調査報告許 第19集

八代H品
八代市文化財調査報告1t 第20染
平山瓦窯跡 保存整備工？lt報告内
八代市文化財調査報告fr第21巣
宮地年神遺跡 キリシタン寺院跡宮地池／凡退跡

八代市文化財調査報告19f 第20渠

八代海干拓施設調査報告1't
八代市文化財調査報告fr第22巣
田川内第 1サ古泊 一石5｛修理報告肉ー
八代市文化財調査報告fl： 第24染
木造阿弥陀三尊f象修理報告11t-
八代市文化財調査報告1r 第23染

八代市立博物館未来の森ミュージアム

松井文献所蔵古文書調査報告打 八
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宮崎惧 えびの市教育委員会

東川北地区遺跡群 本文紺・図版編 2005 

えぴの市埋蔵文化財調介報告書 第41梨

北岡松地区遺跡群 概報 I 2005 

えびの市埋蔵文化財調究報告曹 第42染

洒武町教育委員会

上猪ノ原迫跡ー3ー・ード猪ノ原遺跡 2004 

ii’t武町埋蔵文化Itれ凋介報告11f第14果
須田木遺跡 2004 

消武町埋蔵文化財講介報告i’t 第12巣

白ヶ野第 1.第4遺跡 2004 
清武町埋蔵文化財調充報告行 第13染

新宮町教育委員会

Ill床辺跡 1986 

宮崎県新官町文化財謳Ift報告許 第5染

新窟町内遺跡発掘調．1t概要報告秤 1991 
宮崎県新窟町文化財謳I在報告刊• 第12染

八幡上迅跡・七又木退跡・銀代ヶ迫遺跡 1992 
宮崎県新富町文化財函査報告打 第13巣

志戸平迫跡・風吊第 1、第n遺跡・奥牟田遺跡・涸水第n遺跡 1992 
宮崎県新貨町文化財函在報告許 第14染

奥崎遺跡・ 56-fJ•項． 65サ用・弁指下退跡 1993 
宮崎県新窟町文化財調在報告書 第15染

上蘭遺跡F地区・溜水第2遺跡 1995 
宮崎県新窟町文化財調査報告曹 第18染

上薗遺跡A.B,C地区 (I) ・上蘭遺跡E地区 (I) 1996 
宮崎県新貨町文化財調査報告書 第19染

平成9年度 町内遺跡発掘調査概要報告冑 1998 
宮崎県新訂町文化財調究報告杵 第24巣

町内遺跡15 1999 
宮崎県新窟町文化財品）究報告杵 第27染

町内遺跡16 2000 
宮崎県新貨町文化財調充報告宵 第29梨

祇園原古項群3 2000 
宮崎県新富町文化財湖査報告行 第30煤

町内遺跡17 2001 
宮崎県新富町文化財函査報告書 第31染

祇園原古墳群4 2001 
宮崎県新窟町文化財調充報告曹 第32集

町内退跡18 2002 
宮崎県新富町文化財調充報告曹 第33染

祇園原古瑣群5 2002 
宮崎県新窪町文化財凋査報告杏 第34染

百足塚古墳の埴輪 特別展示図録 2002 
町内遺跡19 2003 
宮崎県新宜町文化財調充報告書 第35染

祇園原古坑群6 2003 
宮崎県新官町文化財調在報告曹 第36染

町内遺跡20 2004 
宮崎県新窟町文化財調査報告曹 第38梨

祇園原遺跡・春H遺跡（本文紺） 2004 
宮崎県新店町文化財湖介報告書 第39染

祇園原古坑群7
2004 

宮崎県新貨町文化財調介報告牲 第40染

祇園原古項群8 2005 
宮崎県新貨町文化財調介報告再 第41巣

町内遺跡21 2005 
宮崎県新富町文化財調査報告書 第42染

延岡市教育委員会

平成9年度市内遺跡発掘謂在に伴う埋蔵文化財発掘調査報告・杏 1998 
平成10年度市内遺跡発掘凋査に伴う埋蔵文化財発掘調査報告瞥 1999 
平成11年度市内退跡発掘調査に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 2000 
平成12年度市内遺跡発掘調査に伴う埋蔵文化財発掘謁査報告曹 2001 
延岡城内遺跡 I 2002 
日向延岡新産業都市・都市計画街路本小路通線改良にかかる埋蔵文化財発掘調査報告牲

平成13年度市内遺跡発掘瀾査に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 2002 
平成14年度市内遺跡発掘調査に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 2003 
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平成15年度市内遺跡発掘調査に伴う埋蔵文化財発掘調査報告iIt

日向市教育委員会

財光寺 1号掩体壕

都城市教育委員会

江内谷遺跡

都城市文化財調充報告宵 第59巣

宮崎県教育委員会

平成15年度農業陥盤整備事業に伴う発掘講査概要報告ft

西都原171号用
特別史跡 西都原古項群発掘調査報告1f第5巣

小林市教育委員会

水野追跡

小林市文化財調在報告書第17染

黙仁田遺跡

小林市文化財調査報告書第18染

西都市教育委員会

祇園原地区遺跡

西都市埋蔵文化財発掘調査報告肉 第37巣

国分第3遺跡

西都市埋蔵文化財発掘調査報告1l： 第38巣
都於郡城跡発掘潤査概要報告書m
西都市埋蔵文化財発掘調査報告肉 筍39染

市内遺跡発掘調究概要報告書1X

西都市埋蔵文化財発掘調査報化・..iり： 第40巣

平成15年度西都原古項研究所・年報 第20サ

店岡町教育委員会

茶屋原遺跡・久木野遺跡

甜岡町埋蔵文化財調介報告冑第31果

永迫第1遺跡

高岡町埋蔵文化財調査報告害第30染

店岡町内遺跡IX
高岡町埋蔵文化財調査報告許第32巣

穆佐城跡

高岡町埋蔵文化財調査報告曹第33染

西諸惧郡高原町教育委貝会

高原町祓川・狭野の神舞（神事）

高原町文化財調査報告曹 第7巣

字津木遺跡

高原町文化財調．在報告曹 第12梨

町内追跡w
高原町文化財調充報告打 第13染

宮崎県埋蔵文化財センター

西下本庄追跡

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調介報告曹 第15染

北牛牧第5遺跡・銀座第3A遺跡

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調ft報告11!= 第80躾

．伐満大谷遺跡・野添遺跡

宮崎県埋蔵文化財七ンター発掘調査報告曹 第83梨

西畦原第 1 遺跡・西畦原第 2 退跡 Dl•メ．（鬼界アカホヤ火 llll火 IM上 1fl1)

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調ft報告曹 第82巣

宮田遺跡

宮崎媒埋蔵文化財センター発掘調代報告許 第88染

字都第3遺跡・横市中原遺跡

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調介報告苔 第85染

i灯野原退跡第5地．I！i

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調ff.報告'11}: 第89染

野首第 1遺跡

宮崎県埋蔵文化財七ンター発掘調在報告内 第86巣

東畦原第3遺跡

宮崎県埋蔵文化財七ンター発掘調ff.報告iり 第87染

池島遺跡

宮崎県埋蔵文化財センター発掘謳jft報告1'J 第84渠

如L•J•I•I 自動ll遥（都股～西都lUl) 関巡雌蔵文化財発掘晶11f.概要報告1tw
宮崎県埋蔵文化財七ンター発掘調ff.報告冑 第91躾

下那珂遺跡

宮崎惧埋蔵文化財センター発掘調ft報告内 第90果

f，9f木戸第 1辺跡
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宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告曹 第92染

中山遺跡 2004 

宮崎貼埋蔵文化財センター発掘調査報告許 第93梨

藤山第2遺跡 2004 

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調究報告宵 第95染

三俣城北東曲輪追跡 2004 

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告打 第97染

竹漏C遺跡 2005 

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調．在報告肝 第96染

脊明寺第2遺跡（第二次調査） 2005 

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調．在報告許 第94梨

東畦原第2遺跡 2005 

宮崎県埋蔵文化財七ンター発掘調査報告許 第98染

山口遺跡第2地点 2005 

宮崎県埋蔵文化財七ンター発掘調査報告曹 第99染

llf木戸第2遺跡 2005 

宮崎県埋蔵文化財七ンター発掘調査報告許 第100染

崩戸遺跡 2005 

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調究報告再 第103染

尾花坂上追跡 2005 

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告1f 第101集
·n•明寺第 2 退跡 2005 

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告許 第102巣

牧内第 1遺跡（四次調査） 2005 

宮崎県埋蔵文化財七ンター発掘講査報告行 第104巣

三股町教育委員会

三股町内遺跡w 2004 

ヨ股町文化財報告曹 第6染

都城市教育委員会

横市地区遺跡群 2003 

都城市文化財調査報告軒 第60巣

馬渡遺跡 2004 

都城市文化財調査報告曹 第62巣

鶴喰遺跡（古項時代編） 2004 

都城市文化財調査報告打 第61染

王子届［第2遺跡 2004 

都城市文化財調査報告許第66染

宮崎郡佐土原町教育委員会

佐土／J;（町内遺跡VIl 2004 

佐土原町文化財調査報告背 第27巣

宮崎郡田野町教育委員会

本野原遺跡一 2004 

田野町文化財調査報告1it第48染

黙f，；：第2遺跡 2004 

田野町文化財調査報告害第49果

店野原遺跡B・C区(4) 2004 

田野町文化財調査報告1肘第50果

本野原遺跡 2004 

田野町文化財調査報告曹第51染

宮崎市教育委員会

垂水第2遺跡 2002 

宮崎市文化財調査報告行 第58染

史跡生H古項群 2004 

宮崎市文化財調査報告害 第57染

池IUI・江口迅跡 2004 

宮崎市文化財調査報告苔 第59染

鹿児島県拾良町教育委員会

姶良町内遺跡詳細分布調査報告柑 2004 
姶良町埋蔵文化財発掘調究報告•11： 第9染

郡山町教育委貝会

湘須木城跡 2004 
郡山町埋蔵文化財発掘調査報告•11t(4)

垂水市教育委員会

迫1lI遺跡・森田遺跡 2004 
垂水市埋蔵文化財発掘瀾究報告llt:(7)

鹿児島惧立埋蔵文化財センター

後迫遺跡 2003 
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鹿児島貼立埋蔵文化財センター発掘調在報告1}籾
三角1J1遺跡群（2) 2004 
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調究報告1f(63)
下永迫A退跡 2004 
鹿児島県立埋蔵文化財七ンター発据調在報告iり四

宮尾遺跡 2004 
鹿児島貼立埋蔵文化財七ンター発据調在報告円(73)

横井竹ノ III辿跡 2004 
鹿児島貼立埋蔵文化財七ンター発掘調充報告卯6i)

東邸坂A遺跡 2004 
鹿児島貼立埋蔵文化財七ンター発掘調介報告打165)

桐木迅跡 2004 
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調介報告軒(75)

東免遺跡・曲迫追跡・山神遺跡 2004 
鹿児島貼立埋蔵文化財七ンター発掘調在報告1f翻
上ノ平遺跡 2004 
鹿児島貼立埋蔵文化財センター発掘調査報告井liOI

フミカキ退跡 2004 
鹿児島貼立埋蔵文化財センター発掘調究報告tfl:(74)

上野城跡 2004 
鹿児島貼立埋蔵文化財七ンター発掘調在報告1}邸
大原野追跡 2004 
鹿児島貼立埋蔵文化財七ンター発掘調介報告打(69)

九養岡退跡・踊場退跡・店篠退跡 2004 
鹿児島貼立埋蔵文化財七ンター発掘調在報店・.件(71)

中野西遺跡•松山田西遺跡 2004 
鹿児島貼立埋蔵文化財七ンター発掘調介報告肝(76

鹿児島市教育委員会

武遺跡F地点 2004 
鹿児島市埋蔵文化財発掘調介報告害ijO)

鹿児島市埋蔵文化財確認発掘調査報告ill=II 2004 

鹿児島市埋蔵文化財発掘調査報告~I)

武遺跡E地点 2004 

鹿児島市埋蔵文化財発掘調在報告打り2)

鹿児島大学埋蔵文化財調査室

鹿児島大学埋蔵文化財調在室年報17 2003 

鹿児島大学埋蔵文化財謂在室年報18 2004 

垂水市教育委貝会

柊原貝塚 2005 

垂水市埋蔵文化財発掘調在報告曹（8)
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定期刊行物・図録等

石川哄金沢市

市史 かなざわり~ I Oり

Ifi史かなざわ第12サ

茨城屎 筑波大学歴史 ・人類学系

筑波大学先史学 .>5古学研究第15サ・

大分屎 大分県教育委負会

大分の中批城館 別冊総合索り1

大分惧立先哲史料館

収蔵史科目録 I -2002.3-

収蔵史科U録2 -200,1.3-

史料館研究紀要 第9サ

収蔵史科11録 2005.3 

大分県立歴史博物館

壁画再現 ーi;ffi寺）＜党＇庖画の復元一

研究紀要5

1'•成16年度特別/J~ iii無阿弥1砲仏 ―rr,・r.への追一
大分市美術館

大分市美術館所蔵品逍2

大分市美術館研究紀要

Iti蛮文化の精旅

大分IIi美術館年報 ・F成15年度
杵築市教育委貝会

杵菜IIi史 本紺

杵第市史 ft料紺

佐伯市教育委員会

平成16年度 佐il‘1藩政'tiHi侭惰l'I録
野津原町

郷土史野津I以

別府大学

大分児日1ll盆地における開発史的総合研究

別府大学附屈博物館 ・アジア歴史文化研究所

つかも・ • すくう ・ たぺる 東アジアの （冴と匙）の//，団史と文化

けll1(.t大学附J16博物館(llj̀、』!.50周年記念 アジア1，1，団史文化研究所 企Jlhj/Jと

本耶馬漢町教育委員会

J{Iふし！託厖風物館蔵，1f11 Sぷ

大阪府 堺市埋蔵文化財センター

境埋蔵文化l！すだより
貝塚市教育委負会

！！塚寺内の武士と町人

岡山梨 岡山県古代吉備文化財センター

IYrtll ・,'i Mil ti136り
I所針i 昔ffiii 打X37り

鹿児島惧 鹿児島県立埋蔵文化財センター

研究紀要 ・年報縄文の代から 第2り

神奈川惧 逗子市教育委貝会 ・葉山町教育委員会

シンポジウム lii1期占J(tをどえる～長柄 ・桜111の地から～

岐阜屎 タルイピアセンター歴史民俗迂料館

第291111企画展 むかしと今の印境事情

第301111企 1•1浪太•I' ，記の時代
第28回企両展 ふるさとの地名

土岐市美濃掏磁歴史館

織部の流通圏を探る

京都府 財団法人 京都府埋蔵文化財詞査研究センター

);(都府埋祓文化財情fli 第91サ

);(都府埋蔵文化財h'it1i 第92り・
);(都 1(.f埋蔵文化財情報第93り

J;(都1{.tj.'l,•蔵文化IIオilit1i 第94サ

淡交社

淡交平成16年5JJり

87 大分市裡蔵文化財調究年報

2001I 

2(){)11 

20().1 

200<1 

2002 

2⑬ 

2仮

2005 

2()().I 

200,! 

2004 

2()().1 

2()().I 

鴎 I

2005 

2005 

2004 

1980 

2001 

2005 

2001 

2004 

2004 

200,1 

2()().j 

2003 

2003 

2()(),1 

2OOI 

2OOI 

2OOI 

2仮卜1

2004 



熊本駄

群馬県

佐賀県

滋賀阻

静岡惧

徳島県

奈良貼

兵庫屎

福岡駄

同志社大学歴史資料館

同志社大学歴史資料館館報

熊本市

新熊本市史紺さんだより

熊本市立熊本博物館

熊本博物館館報池16

第7号 (2003年度）

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

研究紀要21

研究紀要22

玄海町教育委貝会

松隈家文1「H録
玄海町文化財調査報告11f第9染

滋賀県安土城郭調査研究所

研究紀要第10号

滋賀県教育委員会

岩倉共1i文1'tH録
安土城・織田信長1関連文打調査報告14

財団法人 静岡県埋蔵文化財調査研究所

設立20周年記念論文染

胄山学院大学文学部史学研究室

青IIJ史界

出光美術館

出光美術館館報129

財団法人 伝統文化活性化国民協会

伝統文化平成16年初反 Nall

伝統文化平成16年秋No.12

世田谷区立郷土資料館

汽料館だより池41

資料館だより

世[11谷の朕史と文化ー展示ガイドプックー

東京都埋蔵文化財センター

究科Fl録14

研究論染xx
早稲田大学考古学会

古代第114号

古代第115サ

古代第112号

古代第116号

古代第117サ

曲文化環境研究所

文環研レボート

Cultivate No.23 
徳島市教育委員会

徳島市史第五巻 民生紺・保健衛生紺

徳島県教育委員会・徳島県埋蔵文化財センター

徳島県埋蔵文化財センター研究紀要「其朱」第4サ

徳島県立博物館

石とくらし

財団法人 由良大和古代文化研究協会

研究紀要第8梨

桜井市埋蔵文化財センター

平成16年度秋季特別展 城島遺跡

独立法人文化財研究所・奈良惧文化財研究所埋蔵文化財センター

埋蔵文化財ニュース114

埋蔵文化財ニュース115

埋蔵文化財ニュース116

埋蔵文化財ニュース117

奈良県立栂原考古学研究所

甘陵第112サ

脊陵第113号

大手前大学史学研究所

大手lliI大学史学研究所紀要 第3号
大手iiiI大学史学研究所紀要 第4号

行橋市歴史資料館・行橋市教育委員会

平成16年度企画展 古代の飾り矢 ーしがの[iiiの鉄鏃

財団法人 北九州市芸術文化振興財団埋蔵文化財調査室

研究紀要第18号
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七隈史学会（福岡大学人文学部歴史学科）

七隈史学第6号

博物館等建設推進九州会議

文明のクロスロード

模利・レプリカ・復元

文明のクロスロード

刹と文化

翌前市教育委員会

ぶぜんの民謡

行橋市教育委員会

平成16年度秋季特別展 連歌の里ゆくはし

三重県津市埋蔵文化財センター

埋文七ンターニュース 第20サ

宮崎県 新田原古坦群保存会・新宮町教育委員会

新田原古柑群案内汽料

山口県下関市立考古博物館

研究紀要第8号

愛媛県財団法人 愛媛惧埋蔵文化財調査センター

紀要愛媛第4号

干葉県千葉市

千艇rli史
広島県財団法人広島市文化財団

研究連絡、しもII 平成14年度
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》
》
》

文化財愛護シンボルマーク

ひろげた両手のひらのパターンによって日

本建染の直要な要索である斗洪（ますぐみ）

のイメージを表し、これを三つ煎ねることに

よって、文化財という民族の遺産を過去、現

在、未来にわたり永遠に伝承していくという

愛護精神を象徴したものです。

（昭和41年5月268決定）
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